
第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

第592表 SK8142
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

黒色土器A

杯Aa 全体(1/2)

口 12.8cm

高 4.5cm

底 5。 8cm

内
放射状ヘ ラ ミガキ十横方
向ヘ ラ ミガキ

回転ナデ外

月台 糸田かし

焼 良

内 黒

外 にぶい橙

図 167-17

1

(墨書No100)

黒色土器A

杯Aa 全体(2/3)

口 12.3cm

高 4.6cm

底 5.5cm

内
放射状ヘ ラ ミガキ+横方

回転ナデ外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 黒

外 にぶい黄橙

図 167-18

185-7

埋土中下層 1

(墨書No101)

黒色土器A

杯Aa 全体(1/3)

口 13.2cm

高 4.3cm

底 6.Ocm

内 喬突ぢt子鼻
ガキ十横方

外 回転ナデ

胎  細かい

焼 良

内 黒

外 にぶい橙

図 167-19

186-5

第593表 SK8150
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 1

須恵器

杯Aa 全体(1/4)

口 9.4cm

高 3.9cm

底 6.6cm

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 暗青灰

外 〃

図 167-26

埋土中 2 鵜　　柚
全体(1/4)

口 10。 4cm

高 3.3cm

底 6.4cm

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 灰

外 暗灰

図

第594表 SK8192
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中

(付着物No47)

黒色土器A

椀 完 形

口 11.2cm

高 4.7cm

底 5。 6cm

内

外

月台 糸田かい

焼

黒

橙

内

外

図 167-28

第595表 SK8226
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色   調 産地。系譜 図版No

埋土中10

灰釉陶器

長頸瓶 全体(1/4) 底 9.6cm

内 回転ナデ

外 回転ナデ+釉

胎 非常に細かい

焼 良好

内 灰 白

外 灰 白 緑
東濃産

光ケ丘

図 167-32

写 134-15

埋土中 1

土師器

杯A 全体(1/6)

口 11.4cm

高 3.5cm

底 4.4cm

(内面黒色処理 されている)

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎  細かい

焼

内 黒

外 赤灰 黒赤灰

図 167-33

埋土中 6

黒色土器A

椀 全体(4/5)

口 15.Ocm

底

内
放 射状 ヘ ラ ミガ キ +横方
向ヘ ラ ミガ キ

回転ナデ+回転ヘ ラケズ リ外

月台  糸田かい

焼 良

内 黒

外 にぶい橙

図 167-34

第596表  SK8235
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 。 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 7

須恵器

杯G

口縁さ音5(1/4) 口 12.Ocm

局

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ

月台 糸田かい

焼 やや良

内 灰 白

外 〃

図 167-31

第597表 SK8254
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色   調 産地・系譜 図版No

埋土中 1

黒色土器A

杯Aa 全体(1/2)

口 12.4cm

高 4.4cm

底 5.6cm

内
放 射 状ヘ ラ ミガ キ +横方

回転 ナ デ外

胎 細かい

焼 良

内 黒

外 にぶい黄褐

図 167-29

埋土中 8

須恵器

杯G 全体(1/6)

口 11.8cm

高 2.5cm

底 4.8cm

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎  細かい

焼 やや良

内 灰 白

外 灰

図 167-30

第598表  SK8494
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 1

器
　
　
か

恵

　

　

Ｃ

須
　
　
甕 底部 (全 )

口

一局

底

内 あて具 (青海波文)痕

外 タタキロ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良好

灰

〃

内

外

図 167-38

第599表  SK8577
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地。系譜 図版No

埋土中 2

須恵器

杯 B 底部 (全 )

局

底  9.8cm

内 回転ナデ

外

胎 細かい 1/1ヽ砂粒含む )

焼 良

灰

〃

内

外

図 167-35
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第 3章 出土遺物

〈6 遺構外〉

第602表 ① SB7005

②  SD7037

③ 3区 4層上面

④  SD7016

⑤  SB7283

⑥  SB7106

②  SB7160

②  SB7045

第600表 SK8587
遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中

黒色土器A

杯Af 全体(1/6)

口 16。 7cm

高 5.7cm

底 7.6cm 鼻 言基学草そ塁41'T翼
胎 細かい (粗粒子含む )

焼 良

内 黒

外 にぶい橙

図 167-36

第601表 SK8770
遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中

須恵器

鉢 C 底部(1/3)

高

底 9.Ocm

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 細かい (小砂粒 を含む )

焼 良

灰

〃

内

外

図 167-37

写 134-14

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 (西 )

黒色土器A

杯D 全体(1/3)

口 11.4cm

高 4.Ocm

底

内 縦方向ヘ ラミガキ

外 横方向ヘ ラミガキ

胎 非常に細かい (イ 靭 含む)

焼

内 黒色

外 にぶい橙

図 168-1

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 1

黒色土器A

杯E 全体(1/8)

口 15。 Ocm

底

内 縦 方 向ヘ ラ ミガ キ

回転 ナ デ +横方 向ヘ ラ ミ
外

胎 少々粗い

焼 良

内 黒

外 にぶい赤褐

図 168-2

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地 。系譜 図版No

4層上面47

黒色土器A

高杯

口縁部 (全 ) SB7146と なっ

ているが所在

は不明土器

口 13.6cm

高

底

内
放 射 状 ヘ ラ ミガ キ 十横 方

暴分品ミタさガキ十ヘラ
外

胎 細かい

焼 良好

内 黒

外 橙 黒

図 168-3

4層上面49

黒色土器 B

蓋 ほぼ完形

SB7136の No
lと なってい
るが所在は不
明土器

口

一局

底

内 丁寧な ミガキ

外 丁寧な ミガキ

胎 細かい

焼 良

里
小　
〃

内

外

図 168-6

写 134-18

4層上面48

器
　
　
Ａ

恵
　
　
蓋

須
　
　
杯 ほぼ完形

SB7029と なっ

ているが所在

は不明土器

口 7.8cm

高 2.8cm

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ十回転ヘラケズリ

胎 細かい

焼 良

灰

〃

内

外

図 168-7

写 134-17

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 3

土師器

皿 全体(1/4)

口 7.Ocm

高 2.Ocm

底 5.Ocm

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

灰褐

〃

内

外

図 168-4

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 3

黒色土器B

皿B 全体(1/2)

口 13.Ocm

高 3.9cm

底 7.2cm

内 不明

外 回転ナデ

月台  細かυ

焼 良

里

　̈
〃

内

外

図 168-5

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 7

須恵器

長頸瓶蓋 全体(1/6)

口 8.Ocm

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ+釉

胎 細かし

焼 良

灰

〃

内

外

図 168-8

遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中41

須恵器

杯 D

口縁音5(1/8) 口 13.Ocm

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ

月台  細かい

焼 良

灰

〃

内

外

図 168-9

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 6

須恵器

杯D

口縁音S(1/8) 口 9.Ocm

高

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 非常に細かい

焼

灰

灰

内

外

図 168-10
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第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類と時期区分

③  SB7454
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

1

(牙考省発贖電ち竃P)

須恵器

杯Ad 全体(1/2)

口 13.2cm

高 3.9cm

底 6。 4cm

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 細かい

焼 良

灰

〃

内

外

図 168-11

⑩  SB7179
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 7

灰釉陶器

椀 底部(1/2)

高

底 7.7cm

内 回転ナデ+釉

外 回転ナデ+釉

月台  細かい

焼 良好

内 灰 白

外 〃
東濃産

光 ヶ丘

図 168-12

① 3区 3層上面
遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法   量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

3層上面371

土師器

小型甕 K?

口縁部(1/6) 口 19.Ocm

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 非常に細かい

焼 良好

内 黒

外 黒褐

図 168-13

写 174-3

3層上面372

土師器

小型甕 K?

口縁部(1/8) 口

一局

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 非常に細かい

焼 良好

内 黒

外 黒 灰

図 168-14

写 174-4

⑫  SB7034
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 2

土師器

(銅椀模倣 )

鉢

口縁部(1/8) 口 17。 4cm

高

底

内
放 射 状 ヘ ラ ミガ キ +横方
向ヘ ラ ミガ キ

横 方 向ヘ ラ ミガ キ外

胎 少々粗 い (粗粒子を含む )

焼 良

内 赤褐

外 霜
褐極暗赤

図 168-15

写 134-16

⑬ 2-2区 第1検出面
遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

第 1検出面438

(付着物No55)

灰釉陶器

椀 底部 (全 )

ロ

局

底  7.8cm

内 回転ナデ十釉

外

胎 非常に細かい

焼 良好

内 灰 白

外 〃

東濃産

光 ヶ丘or大

原 2号

図 168-16

⑭  SB7235
遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地0系譜 図版No

上面検出面

土師質

脚付羽釜 脚部

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

月台 細かい

焼 良

内

外 暗赤褐

図 168-17
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5 中世以 降の焼 き物 につ いて

今回の調査で、中世以降の遺構としては、井戸と考えられる土墳跡 (SK)が 127基確認されたに過ぎ

ず、遺物量もあまり多くない。このような中で、遺構内外を問わず、資料として良好な白磁 1点、天目椀

1点、古瀬戸花瓶 1点、土師質内耳鍋5点について掲載した。

第 608表 遺構外出土焼 き物

①SB7578

第604表 SK6234
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色   調 産地・系譜 図版No
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図
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第605表 SK7051
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No
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第606表 SK7159
遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色   調 産地。系譜 図版No
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第607表 SK7162
遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 。 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No
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遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色   調 産地。系譜 図版No

天 目磁器

椀 底部 (全 )

口

一局

底

内

外

釉

回転ヘ ラケズ リ

胎

焼

非常に細かい

良好

内 黒 浅黄

外 暗灰黄 黒

図

写

168-19

② SD7011

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 。 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

埋土中 1

土師質

内耳鍋

口縁部(1/8) 口

一局

底

内

外

ナデ

ナデ

胎 小々 粗い (磐奨含む)

焼 良

灰

〃

内

外

図

写

168-21

135-6

③ SB7551

遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法   量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色   調 産地・系譜 図版No

埋土中 3

土師質

内耳鍋

口縁部 口 26.Ocm

局

底

内

外

回転ナデ

回転ナデ

胎 紬かい 囃 言)

焼 良

内

外

にぶい橙

暗褐

図

写

168-22

④2-2区 第1検出面
遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色   調 産地・系譜 図版No

第 1検出面596

土師質

内耳鍋 全体(1/6)

口

昔
同
底

26。 8cm

22.4cm

内

外

回転ナデ

回転ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内

外

にぶい赤褐

灰褐

図

写

168-23

135-2

※下記の焼物については参考資料 として写真のみを掲載した。

SK7194埋土中=写135-3 0 SK7211埋 土中=写 135-5・ SK7085=写135-7

1-3区第 1検出面 2=写 135-8 0 SB7460埋 土中 7=写 136-1・ SB7403埋土中=写136-2

1-3区第 1検出面 1=写 136-3 e sK8578埋 土中=写136-4 0 SK7058埋 土中=写 136-5

SB7077埋土中 1=写 136-6・ 2-1区第 1検出面452=写 136-8・ SK7048埋土中=写136-10

SB7121埋土中10=写 136-1102-2区第 1検出面594=写136-12・ 1-1-b区北壁2C層 =写136-13
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第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

6 その他 の遺 物 につ い て

篠ノ井遺跡群からは、一般的な容器としての土器や、道具・装飾品としての金属製品・木製品・石製品

などの遺物以外にも、土偶 0人面付土器・容器形土製品をはじめとする特殊な遺物や、搬入土器などのよ

うに容器としてのみならず、様々な情報を伝えてくれる遺物が非常に多く出土している。これらの遺物に

ついて、観察表や遺物図版に沿って簡単に説明を加えることとする。

土偶は古代の竪穴住居跡SB7465(図版169-1)・ 溝跡SD7069(図版169-2)か ら出土しており、埋土

への混入品である。ともに残存が非常に悪く、全体の計上は不明であるが、篠ノ井遺跡群の遺構の存在か

ら、縄文時代晩期頃の土偶であろうと考えられる。

人面付土器は弥生時代前期末葉から中期初頭頃の自然流路SD7110(図版169-3)と 2-3区検出面

(図版137-4)か ら出土している。ともに土器本体はまったく残存しておらず、人面部分のみである。

SD7110出 土の人面は弥生時代中期初頭頃のものと考えられ、その胎土から東海地方からの搬入品とも考

えられる。また2-3区検出面出土の人面は、顔付きの表現から縄文時代晩期頃のものと考えられる。

容器形土製品は弥生時代後期の竪穴住居跡SB7101(図版169-5)・ 土墳跡SK8222(図版137-6)、 古

墳時代前期の溝跡SD7030(図版169-8)か ら出土しており、また混入品として古代の溝跡SD7001(図

版169-7)か らも出土している。SB71010 SD70300 SD7001出 土のものは同じ形状をしており、同じ目的

で使用されたものと考えられる。またSK8222出土のものについては、ほかの 3点 とは形状を異にするも

のの把手であろうと考えられる。これらのタイプの容器形土製品は弥生時代後期後半から古墳時代前期前

半頃に用いられていたようである。

搬入土器については、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土器で、「他地域の影響を受けた土器」

について示すこととした。篠ノ井遺跡群では、北陸系・東海系 0畿内系と3つの系統の土器が多く出土し

た。北陸系として図示したのは46′点で、このうち弥生時代後期 (3期)の ものは40′点、古墳時代前期 (4

期)の ものは 6点 であった。これらの中でSD7014出 土の甕 (図版171-17)や SK7075出 土の甕 (図版

171-19)は北陸地域から直接持ち込まれた可能性も考えたが、胎土分析の結果では本遺跡付近でつくら

れたものであろうとするものであった。北陸系全般として特徴的なのは、器形や製作技法をまねても、壺

類を中心に箱清水式土器同様に土器外面を赤色塗彩することであり、箱清水文化圏の「赤」へのこだわり

が感じられる。東海系については、38′点を図示することができた。これらはみな古墳時代前期 (4期 05

期)の ものである。これらの中でSD6023出 土の甕 (図版17377)は東海地域から直接持ち込まれた可能

性も考えたが、胎土分析の結果では本遺跡付近でつくられたものであろうとするものであった。畿内系に

ついては、57点 を図示することができた。これらはみな古墳時代前期 (4期 05期)の ものである。これ

らの中でSB7213出土の器台 (図版174-33)は畿内地域から直接持ち込まれた可能性も考えたが、胎土分

析の結果では本遺跡付近でつくられたものであろうとするものであった。以上のことから、北陸系土器に

ついては、東海系や畿内系よりも一段階早く、人的交流による当地への伝達があったことがうかがえる

が、その影響は東海系や畿内系よりも早く途絶えることがうかがえる。これは単に当地域と北陸地域が隣

接していることによるものではなく、弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭頃の社会背景を反映してい

るものと言えよう。また胎土分析の結果を尊重するならば、他地域の土器を忠実につくり得る人々の存在

がうかがえ、人的交流による文化の伝播や影響がこれまでに考えられていた以上のものであったことが想

像されよう。

ミニチュア土器については、88点 を図示することができた。この中で確実に遺構の示す時期のものと考

えられるのは59点 であり、他29点 は混入資料とした。しかし器形からそれぞれの時期を推定することが可
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第 3章 出土遺物

能なものもある。これらの中で興味深いのは、弥生時代後期の土墳SK8222出 土の高杯形ミニチュア土器

(図版176-28)で、簡単にではあるが杯の中に盛られたものが表現されていた。また2-1区第 1検出面

出土の′島形 Pミ ニチュア土器 (図版177-28)は 、中央に細い穴が穿孔されていることから、鳥形として

なにかに吊るされていたか、あるいは細い棒につけられて使用されていた可能性が考えられる。

粗痕付土器については32′点を抽出し、13′点を図示した。このうち弥生時代前期末葉から中期初頭にかけ

ての自然流路跡SD7110出土の壺 3点 (図版178-10203)は 当地における早い段階での米の存在を示す

資料として、非常に貴重な資料と言えよう。

付着物土器については70′点を抽出することができた。この付着物には「オコゲ状炭化物」・「繊維状炭化

物」・「脂状」・「漆状黒色物」・「タール状物」を含む。この中で、弥生時代前期終末から中期初頭にかけて

の自然流路跡SD7110か らは「オコゲ状炭化物」 6点 出土しており、このうち3点についてIR分析を試み

た。その結果、米とは断定できないものの穀物類とする所見をえた。また古墳時代前期の井戸跡SK6202

からも「オコゲ状炭化物」などが16点出土している。このうちの 1点についても同様の分析を試みたが、

米とは断定できないものの穀物類とする同様の結果となった。肉眼での所見については第618表 を参考に

していただき、若干の分析については、第 4章第10節 を参考にしていただきたい。

ヘラ記号・ヘラ書き土器については、刻印土器も含めて115′点を抽出し、図面や写真として37′点を掲載し

た。古墳時代前期の溝跡SD7030出 土の甕 (図版180-1)を はじめとして、弥生時代後期や古墳時代前期

のものは 8点のみであり、ほかはみな古墳時代後期の 7世紀以降のものである。詳細については、第 4章

第 2節 を参照のこと。

墨書土器については475点 を抽出し、図面や写真として151点 を掲載した。この中には朱墨のものも40′点

含まれている。朱墨については、そのほとんどが黒色土器Bの底部外面に墨書されており、遺物洗いの段

階でかなり洗い落とされてしまったものもみうけられ、本来は、抽出しえたものよりもかなり多くあった

可能性を指定しうるのである。墨書土器については、すべて 9世紀から10世紀にかけてのものである。こ

の中で注目したいのは、古代の溝跡SD7039出土の「更」 (図版183-4)O SD7052出土の「宮」 (図版183-

2)ほかや、ごく限られた文字や記号が多く記されていることであろう。また古代の溝跡SD7080出土の

`鹿 'を 表現した絵 (図版194-10)も たいへん珍しいものである。詳細については第4章第 2節 を参照のこ

と。

硯については16点 を抽出したが、このうち古代の竪穴住居跡SB7735出 土の円面硯 (図版195-1)が 1

点、転用硯が15′点であった。また硯とは断定しなかった墨痕土器は27′点であった。墨痕土器とした古代の

溝跡SD7001出土の杯内には、朱墨がしっかりと残っていた。

特異な内面ヘラ磨き土器は6点図示した。ここで言う特異とは、 9世紀を中心に黒色土器Aの杯や椀の

内面に一般的に施される、`放射状ヘラ磨き'と `横方向ヘラ磨き'以外のヘラ磨きのことを指し、十文字形や

大文字形の他、文様的・装飾的な意図で施されたもののことである。このようなヘラ磨きは、黒色土器A
の盛行期最終段階の古代 8期 を中心とする頃によくみられる。

底部木葉痕土器は、古代 1期から2期にかけての土師器甕Aの底部によく見られるものである。ここで

図示した古代の土墳跡SK7376出土の杯D例は、杯の底部に木葉痕が残されている珍しい例として掲載し

たものである。

緑釉陶器については、21点 出土している。このうち京都産が 7点、猿投産が 4点、近江産が10点 であ

る。当地にいち早く持ち込まれるのが京都産や猿投産であり、古代 6期の頃である。近江産のものは古代

9期 010期頃となる。古代の竪穴住居跡SB7206出 土のものは、調査上の混入品であろうと考えられる。

紡錘車は30点 出土している。このうち土製品が14点 (赤彩=4、 土師質=9、 須恵質=1)、 土器片製
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第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

品が 1点、石製品が 1点、鉄製が14点 である。このうち弥生時代中期の溝跡SD5003出土の土製品 (図版

199-1)と 、古代の竪穴住居跡SB7343出土の土器片製のもの (図版199-12)が 混入品ではあるが、弥

生時代申期の紡錘車である。他、弥生時代後期のものは 7点 (土製品=4、 石製品=1、 鉄製品=lP)、

古墳時代前期のものは 3点以上、古墳時代後期 (7世紀)の ものは 2点、古代のものは12点以上である。

土錘は53点 出土している。このうち土製品が48点 (土師=45、 須恵=3)、 土器片製品が 1点、石製品

が 4′点である。このうち土製品すべてと、古代の竪穴住居跡SB7478出土の石製品 (図版201-13)に つい

て、その形状によって、「円筒状で大形のもの」、「両すぼみで大形のもの」、「両すぼみで小形のもの」、

「砲弾形」と分類をおこなった。「円筒状で大形のもの」=21点、「両すぼみで大形のもの」=15点、「両す

ぼみで小形のもの」=10点、「砲弾形」=2点、不明 1点 となった。それぞれの重さについて、「円筒状で

大形のもの」、「両すぼみで大形のもの」、「砲弾形」については、重さに一定範囲内でのばらつきがあるも

のの共通性がみいだせるが、「両すぼみで小形のもの」については、前者 3分類に比べて、極端に小形で

ある。これは使用する網の大きさや用途にちがいがあったものと考えられる。

道具に使用された土器片は 5点出土している。時期や形状は様々であるが、土器の割れ日の小口部分に

擦痕が残されていることから、何かしらの道具として使用されたものと考えられる。

土器片製半円板は、弥生時代後期に土器片を半円形に調えて再利用したものである。今回452点 を抽出

することができた。詳細については第 4章第 4節 を参照のこと。

土器片製円板は、弥生時代後期以降、古代に至るまで、各時代の土器片を円形に調えて再利用したもの

である。今回32点 を抽出することができた。用途については不明である。

フイゴの羽口については26点 出土している。すべて古代のものである。このうち竪穴住居跡SB7543と

溝跡SD7002出土のものについて、残存が良好であったので図示した。古代の土墳跡SK7277よ り鍛造景J片

などが多く出土していることを考えあわせると、当遺跡での村内で精錬・鍛冶が行われていたことがわか

る。

粒状滓・鉄児の景1片 0鍛造争J片が、古代の土墳跡SK7277か らまとまって出土している。これらの遺物が

精錬や鍛冶に関わったことは疑う余地はないが、遺構 としての性格づけについては、検討が必要であろ

う。粒状滓・鉄塊の景J片 ・鍛造景J片 とも多く出土しているが、計測については、大きさや形状からそれぞ

れ20′点程度選択 して行った。

古墳時代前期の木棺墓SM7006か らは、青銅鏡 (獣形鏡)1面、垢I歯製勾玉 1′点、碧玉製管玉 4′点、ス

カイブルー色ガラス小玉19点が出土している。詳細については第 4章第 5節・第 6節 を参照のこと。

古墳時代前期の木棺墓SM7016か らは、青銅鏡 (珠文鏡)1面、スカイブルー色ガラス小玉 5点、碧玉

製管玉12点、琥珀玉50点以上が出土している。詳細については第 4章の第 5節・第 6節 を参照のこと。

その他、今 回の調査 では59点 の玉類が出土 している。この中には、弥生時代後期 の竪穴住居跡

SB7566 0 SB7577や 2-1区第 1検出面から赤色塗彩された土製勾玉が出土している。弥生時代後期に使

用されたものである。詳細については第 4章第 5節 を参照のこと。

古代の石製品としては、古代の竪穴住居跡SB6021か ら丸輌が 1′点出土している。

この他、輪積み痕 を残す土器など、器形や製作技法的に珍 しい土器 を不明土器 として、写真図版

(PL174)に特に掲載した。それら不明土器についての遺物説明や実測図については、古代の土器の項で、

遺構ごとに掲載した。

以上、その他の遺物 として簡単な説明を加えてきたが、これらの遺物イ固々 についての計測・所見につい

ては、以下の観察表を参考にしていただきたい。
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その他の遺物観察表

第609表 土偶

No

出
土
遺
構

時
　
　
期

残
　
　
存

一局
さ

　

Ｃｍ

幅

　

　

ｃｍ

厚
さ

　

ｃｍ

備
　
　
考

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｍ

そ

の

他

SB7465

埋土中19 縄 文 月同音6 (5.6) 169-1 137-1

SD7067

埋土中 9 縄 文 】同音Ь (4.1) 169-2

第610表 人面付 き土器

No

出
土
遺
構

時

　

期

残

　

存

縦
径
　
ｃｍ

横
径
　
ｃｍ

胎

　

　

土

備
　
　
考

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

そ

の

他

SD7110

2-1区下層

砂下層77 弥生中期 顔縦1/2欠損

長石大粒

雲母著 しい 東海地方か らの搬入品 P

6-29

169-3 137-3

2-3区

検 出面30 縄文晩期 頭部1/6欠 損 (2.95) 2.85

細かい石英多く

含む 169-4 137-4

第611表 容器形土製品

No

出
土
遺
構

時
　
　
期

残

　

存

長
さ

　

ｃｍ

幅
　
　
ｃｍ

胎

　

　

土

備
　
　
考

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

そ

の

他

SB7101

埋土中44 弥生後期 ほぼ完形 細かい 赤色塗彩 169-5

SD7001

埋土中42 弥生後期 匙部分のみ

やや粗 い

(小砂粒含む ) 169-6 137-7

SD7030

No18 古墳前期 匙部分 のみ

少々粗 い

(石英含む ) 169-7 137-8

SK8222

埋土中 3 弥生後期 柄部分 のみ (4.6)

細かい

(小砂粒含む) 赤色塗彩 169-8 137-6

第612表 北陸系土器 (弥生 )

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法   量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 台帳番号 図版No

1
SB7095

14

高杯 G 口縁部

層戻憾遷
９

・９Ｎｏ４２ＳＢ７。９５̈一〕̈̈̈
口 27.6cm

底
内 ヘラ ミガキ

外 擬凹線文

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃
北陸系

図 170-1

24-13

写 138-14

SB7095

埋± 1層 2

高杯 G 口縁:音 5(1/8) 口 17.7cm

底

内 TA
外 TA

胎 少々粗 い 1/Jヽ 砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-2

24-16

138-15写

SB7021

ピット5

高杯 口縁t音 5(1/8) 口 23.7cm

底

内

外

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-3

15-12

138-1写

SB7021

埋土中 5

高杯 口縁部(1/8) 口 28.2cm

局

底

内

外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-4

15-14

138-4写

SB7021

埋土中 6

高杯 口縁こ音6(1/8) 口 26。 3cm

底

内

外

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-5

15-13

138-2写

SB7040

埋土中 8

高杯 口縁部(1/8) 3区 3層 上 面

349と 同一個体

口

一局

底

内

外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-6

17-3

138-8写

SB7038

埋土中 5

高杯 G

(土器片 )

口

一局

底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-7

16-8

138-7写



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

SB7105

3区 トレンチ 6

高杯 G 口縁部(1/8) 口 23.9cm

底

内 TA
タト TA

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃

図 170-8

26-25

138-18写

SB7037

埋土中14

高杯 G 口縁こ音Ь(1/8) 口 19.5cm

底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 やや良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-9

16-6

138-6写

SB7082

埋土中17

高杯 G

杯音Ь

口

一昌

底

内 TA
外 TA

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-10

21-14

138-11写

SB7105

2-3区 1層 5

高杯 G

全体(1/2)

口 12.Ocm

局

底

内 TK AB
タト TK AB

月台 細かい (小粒子石英含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 170-11

26-12

138-19写

SB7033

埋土中 9

高杯 G

脚部

口

昔
同
底

内 ヨコミガキ

外 タテ ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 にぶい黄橙

外 赤色塗彩 北陸系

図 170-12

SB7032

埋土中 3

高杯 G

脚部

口

一局

底

内 ヨコナデ

外  タテ ミガキ

胎 細かい 1/M用露母含む)

焼 良

内 にぶい黄橙

外 赤色塗彩 北陸系

図 17013

SB7021

先行 トレンチ

高杯

脚部(1/8) 底 14.7cm

内

外

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい赤褐

外 赤色塗彩 北陸系

図 170-14

15-15

SB7082

埋土中22

高杯 G

脚部 底 13.8cm

内 KC
外 KB

胎 少々粗い (2η警む)

焼 良

内 橙

外 赤色塗彩 北陸系

図 170-15

21-16

138-13写

SB7082

トレンチ6

高杯 G

脚部(1/8) 底 24.6cm

内 ヨヨナデ

外  国縁擬凹線文

胎

焼

内 にぶい黄橙

外 赤色塗彩 北陸系

図 170-16

21-15

138-12写

SB7103

埋土中14

高杯 G

脚部

口

昔
同
底 ガ

ボ

テ

内

外

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 にぶい褐

外 赤色塗彩 北陸系

図 170-17

23-10

138-20写

3区 3層 中

3層中46

高杯 G 口縁部分(1/8) 口

昔
同
底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 灰 白

外 〃 北陸系

図 170-18

SD7005

埋土中 3

高杯 口縁部(1/8) 口

昔
同
底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 橙

外 赤色塗彩 北陸系

図

SD7007

埋土中(3区 )235

高杯 G

(土器片 )

口

昔
同
底

内 ヨコナデ

外  ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 橙

外 赤色塗彩 北陸系

図 170-20

SB7024

埋土中 7

一亜 口縁部(1/8) SD7082ト レン

チ 5が接合

口 34.Ocm

底

内 ヨコミガキ

外 タテ ミガキ

胎 少々 粗い (箸娑警む)

焼 やや良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-1

15-16

138-8写

SB7076

埋土中(フ ク土)

一霊 口縁こ音Ь(1/8) 口 33。 9cm

局

底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図

SB7095

埋± 1層 3

一亜 口縁こ音6(1/8) 口 30.Ocm

底

内 ヨコヘ ラ ミガキ

外  ヨコヘ ラ ミガキ

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-3

24-15

138-16写

SB7095

埋± 1層 4

一霊 口場で音Ь(1/8) 口 30。 9cm

底

内 ヨコヘ ラ ミガキ

外  ヨコヘ ラ ミガキ

胎 少々粗い (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-4

24-14

138-17写

SB7228

埋土中13

十里 口縁音6(1/8) 口 28.Ocm

高

底

Ａ

Ｂ

内

外

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-5

SD7023

埋土中127

一霊 口縁音6(1/8) 口 20。 2cm

底

内 タテ ミガキ

外  タテ ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-6

SB7019

埋土中24

一亜 口縁部(1/8) 口

昔
同
底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-7

SB7094

埋土中 6

一霊 口縁部 (1/8) 口

一局

底

内

外

胎 少々粗 い (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図

SB7099

埋土中11

口縁部(1/8) 口

昔
同
底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-9

SB7118

埋土中(フ ク土)11

一霊 口縁部(1/8) 口

一昌

底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 少々粗い 1/1ヽ 砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図



第 3章 出土遺物

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 台帳番号 図版No

SB7229

埋土中14

一霊 口縁部(1/8) 口 18.Ocm

高

底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 171-11

32-11

139-2写

SB7079

埋土中20

一霊

(土器片 )

口

一局

底

内 ヨコハケ十ナデ

外 ハケ

月台 細かい (ガ晰 英含む)

焼 良

内 にぶい橙

外 赤色塗彩 北陸系

図 171-12

20-6

138-10写

SB7132

18

壺 E 口縁部 (全 ) 口 14。 2cm

底

内 ヨコミガキ

外 ヨコミガキ

月台 少 粗々い (石英多〈含む)

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図
　

　

写

171-13

29-7

139-1

SB7495

埋土中 3

甕 E 口縁部(1/8) SB7500の埋土

中土器 片が接

合

口  15。 lcm

昌

底

内 胴ハ ケ後 ナ デ
ロ縁 擬 凹線文
胴 ハ ケ後 ナ デ外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい黄橙

外 〃 北陸系

図 171-14

36-13

139-3写

SB7071

埋土中 3

甕 口縁部(1/8) 口 16.lcm

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 少々粗 い 1/Jヽ 砂粒含む )

焼 良

内 灰白

タト 灰白+明褐灰 北陸系

図 171-15

16-13

138-9写

1-3区

第 1検出面37

甕 口縁部(1/8) 口 12.8cm

局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 少々 粗い (参学言む)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 北陸系

図 171-16

1-3区

第 1検出面38

甕 口縁部(1/8) 口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃 北陸系

図

SK7445

2

甕 E

全体(1/4)

口 8。 lcm

局

底

内 ヨコナデ ケズ リ

外  ヨコナデ ナデ

規 聾等 暮曖香む) 内 明灰褐

外 〃 北陸系

図

　

　

写

171-18

55-2

139-8

SD7014

埋土中(3区 )6

甕 E

全体(1/2)

SB7095No7

SB7078埋土 中

片が接合

口 16.6cm

底

内 胴 ナ デ ツケ ナ デ

ロ縁  擬 凹線文
外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい黄橙

外 〃 北陸系

図

　

　

写

171-19

43-4

139-4

SK7075

埋土中(下層)1

甕 E 口縁部(2/3) 口 19。 6cm

底

内 ナデ

外 ケズ リ ハケ

胎 少々粗い 1/Jヽ 砂粒含む )

焼 良

内 黒褐 明黄橙

外 明黄橙 北陸系

図 171-20

51-5

139-5写

第613表 北陸系土器 (古墳 )

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 台帳播場 図版No

3区

3層上面348

高杯 G 口縁部(1/8) 口 15。 5cm

局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃 北陸系

図 172-1

3区

3層上面317

高杯 G

底部(1/8)

口

一局

底

内 ナデ

外  ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい赤褐

外 赤色塗彩 北陸系

図

SB7328

掘 り方 1

一亜 口縁部(1/8) 口 13.4cm

局

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃 北陸系

図 172-3

SD7030

埋土中上層(2-1区 )6

甕 D 口縁部(1/8) 口 19.Ocm

底

内 ヨコナデ

外  ヨヨナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 明赤褐

外 〃 北陸系

図 172-4

87-11

139-6写

SK7169

埋土中 4

甕E3 口縁部(1/2) 口 10。 lcm

高

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙 黒褐

外 〃 北陸系

図 172-5

写 139-7

第614表 東海系土器

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法   量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

1
SB7036

埋土中11

甕El 口縁部(1/8) 口 13.6cm

局

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい C警暮含
く

)

焼 良好

内 橙 白色

外 〃 東海系

図 172-6

SB7203

埋土中24

甕 口

一品

底

内 ナデツケ

外 ハケ

胎 少々粗 い (粗粒子含む )

焼 やや良

内 淡黄

外 明褐灰 東海系

図 172-7

写 142-3

SB7230

埋土中86

甕El 口縁部(1/8) 口 14.5cm

底

内 ヨコナデ ナデ

外 ヨコナデ沈線ハケ

胎  細かし

焼 良

内 暗褐

外 〃 東海系

図 172-8

写 142-7

SB7250

埋土中17

甕 El 口縁部 (1/8) 口

一局

底

内 ヨコナデ ハケ

外  ヨコナデ ハケ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 明茶褐

外 〃 東海系

図 172-9

62-8

140-1写

SB7252

埋土中 1

甕El 口縁部(1/8) 口 10.Ocm

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨヨナデ沈線ハケ

胎 香暮∫
こ細かい(黒雲母

焼

灰

〃

内

外 東海系

図 172-10

写 142-8



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

SB7365

埋土中 1

甕 El 口縁:音 S(1/8) 口 15.6cm

底

内

外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 明茶褐色 東海系

図 172-11

写 142-4

7
SB7442

埋土中15

甕 El 口縁さ音5(1/8) 口 14.35cm

局

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ハケ

胎  細かい

焼 良好

内 にぶい橙

外 にぶい褐 東海系

図 172-12

写 142-9

SB7446

埋土中 3

甕El 口縁こ音5(1/8) 口 13.7cm

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ハケ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 明茶褐

外 〃 東海系

図 172-13

72-16

140-3写

SB7654

埋土中 4

甕 El 口縁音6(1/6) 口 12.2cm

底

内 ヨコナデ ナデ

外 ナデ ハケ

胎 細かい

焼 良

内 にぶい黄橙

外 〃 東海系

図 172-14

78-10

140-5写

SB7639

埋土中 1

甕 El

全体(1/8)

口

一局

底

内 ヨコナデ ナデツケ

外  ヨコナデ ハケ

月台 細かい (粗粒子多〈含む)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 東海系

図 172-15

77-6

142-1写

SD6023

埋土中 1層 5

甕El 口縁部 口

一局

底 ^ 
-rf

,t ,,\j

胎  細かい

焼 良

橙

〃

内

外 東海系

図 172-16

83-10

140-6写

SD6023

埋土中15

甕El 口縁ご音6(1/8) 口 15。 6cm

底

内 ヨコナデ

外 ヨコハケ

胎 細かい

焼 良好

内 淡 白色

外 〃 東海系

図 172-17

83-11

140-7写

SD7030

埋土中23(2-1区 )

甕El 口縁こ音6(1/8) 口 11.2cm

底

内 ヨコナデ ナデツケ

外  ヨコナデ ハケ

胎 細かい (黒雲母多〈含む)

焼 良

内 灰 白

外 茶褐 東海系

図 172-18

87-15

141-9写

SD7030

埋土中21(2-1区 )

甕 El 口縁部(1/2) 口 14.2cm

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ハケ

胎 T客 ぎ)小
砂粒雲母 多

焼

内 にぶい褐

外 東海系

図 172-19

87-14

141-6写

SD7030

埋土中25(2-1区 )

甕 El 口縁部 口

一局

底

n -rf
YF ==tf ,,'i

胎  細かし

焼 良

内 橙褐

外 〃 東海系

図 172-20

87-12

141-5写

SD7030

埋土中24(2-1区 )

甕 El 口縁部 口

一局

底

内 ナデ

外

胎 聟各喜∫5.5mm程の黒雲
焼 良

内 淡橙 白色

外 〃 東海系

図 172-21

87-13

141-4写

SD7030

埋土中33(2-1区 )

甕 El 口

一局

底

ntf
,+t,j

胎 細かい (黒雲母含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 にぶい褐 東海系

図 172-22

SK7343

埋土中 1

甕El 口縁音5(1/6) 口 14.2cm

局

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ハケ

胎  細かい

焼 良好

内 暗黄褐

外  〃 東海系

図 172-23

写  142-11

SK7223

埋土中 1

甕 口縁部(1/8) 口 14.7cm

底

内 ヨコナデ ナデツケ

外  ヨコナデ ナデ

胎 細かい

焼 良

内 暗褐

外 〃 東海系

図 172-24

写 142-6

SK7480

埋土中 3

甕El 口縁部(1/8) 口 13.Ocm

高

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ハケ

胎 細かい (黒雲母含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 暗褐 東海系

図 172-25

95-16

141-8写

2-2区

第 1検出面498

甕El 口錫t音 5(1/8) 口 14.4cm

昌

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ 沈線ハケ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 明茶褐

外 東海系

図 173-1

写 142-15

2-2区

第 1検出面497

甕El 口膠t音 5(1/8) 口 13.8cm

局

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ 沈線ハケ

胎 細かし

焼 良

内 暗褐色

外 〃 東海系

図 173-2

写 142-10

3区

3層上面261

甕El 口縁部(1/6) 口 14。 2cm

底

内早ヌ
ナデナデツケ

外 ヨヨナデ 沈線 ハケ

細 か い (0。 lmm以 下 の ガ
砂 粒 含 む )

良好焼

内 灰 白

外 〃 東海系

図 173-3

写 142-14

3区

3層 中30

甕El 口縁tttS(1/8) 口 14。 lcm

局

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ハケ

胎 組客ぎ)l mm程
の小砂

焼 良

内 明茶褐

外 〃 東海系

図 173-4

写 142-12

2-3区

3層上面107

甕El 口錫t音 6(1/8) 口 10.Ocm

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ ナデ

月台 細かい (粗粒子石英含む)

焼 良

橙

〃

内

外 東海系

図 173-5

写 142-13

SD7030

埋土中22(2-1区 )

甕El

全体(1/5)

中央土器集 中

2と 同一個体

口 16.8cm

底 9.8cm

内 ヨヨナデ ユ ビナデ

外  ヨコナデ ナデ

月台 細かい (黒雲母多く含む)

焼 良

内 灰 白

外 茶褐 東海系

図 173-6

87-17

141-7写

SD6023

13(2-1区 )

甕El

全体(1/4)

口 14.3cm

局

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨヨナデ ハケ

細 か い (小砂 粒・石 英・
黒 雲 母 含 む )

良好焼

内 灰 白

外 褐 東海系

図
　

　

写

173-7

83-7

140-8

SD7030

埋土中中央(2-1区 )2

甕

局

底  9.8cm

内

外

胎 細かい (黒雲母含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃 東海系

図 173-8

87-18

141-1写



第 3章 出土遺物

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地 。系譜 台帳番号 図版No

SB7214

床下 8

甕 El 口

一局

底

内 ナデツケ

外 ハケ

細 か い (小砂 粒 石 英 黒
雲 母 含 む )

良焼

内 灰 白

外 〃 東海系

図 173-9

SK8893

埋土中

甕 El
局

底  9。 6cm

内 ナデ

外 ナデ

月台  細かい

焼 良

内 灰 白

外  〃 東海系

図 173-10

97-13

142-17写

SD7052

埋土中上層(2-2区 )41

甕El 口

一局

底

内

外

胎  細かい

焼 良

橙

〃

内

外 東海系

図 173-11

写 142-18

SB7106

貼 り床中 3

甕 El 口

一局

底

内 ナデツケ

外 ハケ

月台 糸田かし

焼 良

内 にぶい褐

外 明茶褐 東海系

図 173-12

SD7039

埋土中337

甕 D

底 6.6cm

内 ユ ビナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃 東海系

図 173-13

写 142-16

SD7030

埋土中36(2-1区 )

高杯 A

全体(1/2)

埋土中上層土

器片が接合

口 24.5cm

底

内 ミガキ ハケ

外  ミガキ ミガキ

月台 糸田かい

焼 良好

内 茶褐

外 〃 東海系

図 173-14

84-29

141-1写

SD7030

埋土中38(2-1区 )

高杯 C 口縁音5 埋土中上層土

器片が接合

口 14.3cm

底

内 ミガキ

外 ナデ

胎 細かい (粗粒子含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 東海系

図 173-15

84-26

141-3写

SK7719

埋土中

高杯 C

脚部 底 17.9cm

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 少々粗い (粗粒子含む )

焼 良

橙

〃

内

外 東海系

図

SD7030

埋土中37(2-1区 )

高杯Cl

完 形

埋土 中下層 土

器片が接合

12.2cm

18.3cm底

内 ミガキ ハケ

外  ミガキ ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

橙

〃

内

外 東海系

図 173-17

84-28

141-2写

SB7508

19

高杯C2

全体(3/4)

口 13.4cm

高 10.2cm

底 16.7cm

内 ミガキ ハケ

外  ミガキ ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良好

内 橙褐

外 〃 東海系

図 173-18

74-1

140-4写

SB7720

口

昔
同
底

内

外

1台  糸田かい

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 東海系 写 142-5

SB7224

No3

甕 D

底 9.5cm

E t7"
,F )\j

胎 粗い (粗粒子含む )

焼 良

内 黒褐 赤褐

外 赤褐 東海系 写

SB7256

埋土中1層 86

甕 El

底部(2/3)

口

昔
同
底 4cm

内 ナデ

外 ナデ

月台 糸田かい

焼 良好

内 暗褐

外 〃 東海系 写

第615表 畿内系土器

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 。 焼 成 色  調 産地・系譜 台帳番号 図版No

1
SB7092

埋土中10

甕 E2

全体(1/6)

口 12:7cm

局

底

内 ヨコナデ ケズ リ

外  ヨコナデ ナデ

月台 少 粗々い1/1帆 多〈含む)

焼 良好

内 にぶい褐

外 暗褐 橙 畿内系

図 174-1

写 14卜 18

SB7032

埋土中 2

甕 E2 口縁部(1/8) 口 13.Ocm

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃 畿内系

図

SB7184

埋土中 2

甕 口縁部(1/8) 口 15。 4cm

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい (粗粒子含む )

焼 良

内 にぶい黄褐

外 〃 畿内系

図 174-3

60-12

143-1写

SB7246

床直

甕 E2 口縁こ音6(1/8) 口 12.4cm

局

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 畿内系

図 174-4

62-1

143-4写

SB7212

埋土中 1

甕 口縁部(1/8) 口 12.4cm

底

内

外

胎 細かい (粗粒子含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 畿内系

図  174-5

SD7014

7(3区 )

甕 口縁部(1/2) 口 12.Ocm

局

底

内 ヨコナデ ナデ

外  ヨコナデ  ミガキ

月台 糸田かし

焼 良

橙

〃

内

外 畿内系

図 174-6

83-18

143-11写

SK6310

埋土中

甕 E2 口縁部(1/8) 口 13.4cm

底

内 ヨヨナデ

外  ヨコナデ

胎 少々粗い (粗粒子含む )

焼 やや良

内 灰 白

外 〃 畿内系

図

　

　

写

174-7

90-4

143-14

1-4区

第 1検出面21

甕 口縁音6(1/8) 口 15.Ocm

底

内

外

胎 少々粗い (石英含む )

焼 良

内 にぶい赤褐

外 明赤褐

灰褐

畿内系

図 174-8

1-3区

第 2検出面 11

甕 E2 口縁部(1/8) 口 13.2cm

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい 1/1ヽ 砂粒含む )

焼 良

内 灰褐

外 〃 畿内系

図 174-9

306



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

2-2区

第 1検出面499

甕 E2 口縁部(1/6) 日

高

底

4cm

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい

焼 良

内 灰 白

外 淡橙 畿内系

図

SB7206

ピット3、  1

甕 口縁音6(1/8) 口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かし

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図

SB7213

埋土中12

甕 E2 口縁こ音5(1/8) 口

一局

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい

焼 良

内 にぶい黄褐

外 〃 畿内系

図 174-12

61-13

143-2写

3区

3層上面260

甕 E2 口縁部 口

昔
同
底

内 ナデ

外 ナデ

胎 少々粗 い

焼 やや良

内 にぶい橙

外 〃 畿内系

図

SK7469

埋土中

甕 E2 口縁1音 S(1/8) 口

高

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (雲母含む)

焼 良

内 褐灰

外 にぶい黄橙 畿内系

図 174-14

95-15

143-15写

SB7368

埋土中 (フ ク土)2

甕 口

一局

底

内 ケズ リ

外 ハケ

胎  細かし

焼 良

内 浅黄橙

外 〃 畿内系

図

SB7205

床下16

甕 口

一昌

底

内 ケズ リ

外 ハケ

胎 少々粗 い (雲母含む )

焼 やや良

内 にぶい褐

外 〃 畿内系

図

SK7480

埋土中 2

甕E2 口縁部 日

高

底

内 ミガキ ハケ

外  ミガキ ハケ

胎 非常に細かし

焼 良好

内 浅黄橙

外 〃 畿内系

図 174-17

95-17

143-16写

SB7250

埋土中20

甕 口

一局

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

月台 細かい (ガ砂粒 雲母含む)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 畿内系

図 174-18

SB7250

埋土中16

甕 口

一昌

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい

焼 やや良

内 にぶい橙

外 灰 白 畿内系

図

SB7250

埋土中15

甕 口

一局

底

内 ヘ ラケズ リ

外 ハケ

胎 細かい

焼 良

内 にぶい橙

外 〃 畿内系

図 174-20

2-3区

一括49

甕 口

昔
同
底

内

外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良        ｀
内 にぶい橙

外 浅黄橙 畿内系

図

SB7256

埋土中 1層 124

甕 口

一局

底

内 ナデ

外 ヘ ラ削 リ

胎 非常に細かい

焼 良好

内 灰 白

外 〃 畿内系

図 174-22

SD7042

埋土中17

甕

(土器片 )

口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 細かい

焼 良

内 明赤褐

外 〃 畿内系

図 174-23

SB7268

埋土中 7

甕 日

高

底

内

外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 浅黄橙

外 〃 畿内系

図 174-24

2-2区

第 2検出面19

甕

底部(1/4)

口 7.Ocm

局

底

rutf
fl, )\,

胎 少々粗 い (粗粒子含む )

焼 やや良

内 橙

外 にぶい黄橙 畿内系

図 174-25

SD7006

埋土中530

甕

底部 (全 )

局

底  1.7cm

内 ミガキ

外 ハケ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 明褐灰

外 にぶい橙 畿内系

図 174-26

SB7257

埋土中 1

壺 D 口縁部 口 13.Ocm

高

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 174-27

69-12

143-5写

SB7283

埋土中10

一霊 口

一局

底

内 ミガキ

外  ヨコナデ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 174-28

SB7205

埋土中20

壺 D 口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 174-29

SD7014

埋土中(3区 )20

壺 D

底 部

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 非常に細かい

焼 良好

内 明赤褐

外 暗赤褐 畿内系

図 174-30

83-19

143-13写

2-3区

3層上面126

器台E

脚部

口

高

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かし

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図

SB7205

埋土中21

器台D
局

底  9.Ocm

内 ヨコナデ

外  ミガキ

胎 非常に細かし

焼 良好

橙

〃

内

外

畿内系 図 174-32

307



第 3章 出土遺物

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 台帳稽 図版No

SB7213

埋土中32

器台D

完 形

9.9cm
右8.5cm

12.2cm

一局

底

内 ミガキ ミガキ

外  ミガキ ナデ

胎 非常に細かし

焼 良好

内 茶褐

外 〃 畿内系

図 174-33

61-7

143-3写

SB7033

床下 5

鉢Bl 口縁こ音6(1/8) 口 17.Ocm

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい(精製土器)

焼 良好

内 赤色塗彩

外 〃 畿内系

図 175-1

SB7373

埋土中(フ ク土)4

鉢Bl 口縁部(1/5) 口 18.4cm

局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 少々粗 い (石英含む )

焼 良

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-2

70-17

143-10写

SB7256

埋土中46

鉢Bl 口縁部 口 18.Ocm

局

底

内 ケズ リ

外 ケズ リ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-3

66-6

143・ 8写

SB7382

埋土中25

鉢Bl 口縁さ音6(1/8) 口 16.8cm

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい (石英含む )

焼 やや良

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-4

1-3区

第 1検出面76

鉢Bl 口縁部(1/8) 口 16.4cm

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

胎 細かい (粗粒子含む )

焼 良

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-5

SB7202

床下14

鉢Bl 口

一局

底

内 ヨコナデ  ミガキ

外  ヨコナデ  ミガキ

胎 細かい の娑警む)

焼

内 橙褐

外 〃 畿内系

図 175-6

SB7224

埋土中48

鉢Bl 口縁こ音6(1/8) 口 15.6cm

局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

月台  非牛吉に糸田かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-7

SB7255

埋土中77

鉢Bl 口縁部(1/8) SD7080の下層

No33が接合

口 15.Ocm

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-8

65-9

143-7写

SB7256

埋土中 1層 108

鉢Bl 口縁部 口 16.Ocm

底

内 ミガキ

外  〃

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 にぶい赤褐 畿内系

図 175-9

66-7

143-6写

SB7391

床下 7

鉢Bl 口縁部(1/8) 口 17.2cm

底

内 ヨコナデ

外  ヨコナデ

月台 細かい

焼 良

内 浅黄橙

外 〃 畿内系

図

2-1区

検出面37

鉢B2 口縁部(1/8) 口 19。 2cm

局

底

内 タテ ミガキ

外 ヨコミガキ

月台  細かい

焼 良

橙

〃

内

外 畿内系

図

SB7205

埋土中23

鉢Al 日

高

底

内

外

月台 糸田かい

焼 良好

内 にぶい赤褐

外 赤褐 畿内系

図

SK7822

1

鉢A2

全体(1/2)

口 12.Ocm

高 6.Ocm

底

内 ヨコナデ  ミガキ

外  ミガキ ミガキ

月台  非牛吉に糸田かい

焼 やや良

内 明橙褐

外 〃 畿内系

図 175-13

96-11

143-17写

2-1-b区

第 1検出面75

鉢A2 口縁部(1/6) 口 11.4cm

高

底

内 ミガキ

外  ミガキ

月台 非常に糸田かレ

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図

3区

3層上面272

鉢A2 口縁部(1/8) 口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かし

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-15

SB7285

埋土中10

鉢A2 口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かし

焼 良好

内 にぶい橙

外 橙 畿内系

図 175-16

SB7213

埋土中上層 6

鉢A2

全体(1/6)

口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

月台 非常に糸田かい

焼 良好

内 茶褐

外 〃 畿内系

図 175-17

61-3

2-3区 (農道下 )

3層上面 2

鉢A2

(土器片 )

口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

内 橙

外 にぶい赤褐 畿内系

図 175-18

SB7224

埋土中46

鉢Dl 口

一局

底

内 ナデツケ

外 ハケ

胎 非常に細かい

焼 良好

内 灰 白

外 浅黄橙 畿内系

図 175-19

SB7642

埋土中 6

鉢

鉢  (1/8)

口

高

底 ^t7,+ ,\,
胎 非常に細かい

焼 良好

内 灰 白

外 〃 畿内系

図 175-20

76二 12

143-12写

SB7283

埋土中11

鉢A2 口

音
同
底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-21

70-1

143-9写

2-2区

第 1検出面513

鉢 口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-22
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2-3区

3層 7

鉢A2 口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-23

2-3区

3層上面127
不 明

口

一局

底

内 ミガキ

外  ミガキ

胎 非常に細かい

焼 良好

橙

〃

内

外 畿内系

図 175-24

第616表  ミニチュア土器

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地。系譜 台帳番号 図版No

SB7438

埋土中 1

一霊 口縁部 口 3.lcm

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-1

1-7

SB7276

埋土中11
手づくね 底部 (全 )

局

底  2.4cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-2

1-5

SD5003

土器集中一括16
十ブ〈ね 底音5(1/2)

局

底  5.Ocm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい の笑警む)

焼 良

内 にぶい黄橙

外 〃

図 176-3

3-15

SD71102-1区 下層
砂下層 (=54層 )

砂下層76
手づ〈ね鉢 完形

3.Ocm

一局

底

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

褐

〃

内

外

図 176-4

6-28

144-2写

SD7110

砂層下32
手づ〈ね鉢 完 形

口 2Ъ 3cm

高 1.6cm

底 1.6cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい

焼 良

褐

〃

内

外

図 176-5

6-27

144-1写

SK7310

埋土中 3

甕

底部(1/4)

昌

底  4.2cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-6

1-15

SB7039

5
手つКね 完 形

口 3.6cm

高 3.8cm

底 2.Ocm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-7

16-9

144-3写

SB7078

埋土中37
手づ〈ね 底部 (全 )

昌

底  2.6cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内

外

にぶい橙 図 176-8

19-5

SB7082

炭化物範囲 3

鉢Cl

完形

口 3.3cm

高 5。 9cm

底 3。 lcm

Ｃ

Ａ

内

外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 明褐

外 赤色塗彩

図 176-9

21-3

144-4写

SB7099

ピット4

一霊

全体(1/2)

高

底 2.6cm

内 ナデ

外 ナデ+ ガ キ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃

図 176-10

25-8

144-5写

SB7105

3区埋土中30

甕

底部 (全 )

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 やや良

橙

〃

内

外

図 176-11

26-13

SB7110

ピット1、  4

鉢Ala 口縁部(1/8) 口 6.Ocm

底

内 ヨコミガキ

外 ナデ

胎

焼

細かい (小砂粒含む )

良

内 赤色塗彩

外 〃

図 176-12

26-16

SB7101

埋土中47

器 台 口縁c音 6(1/4) 口 2.6cm

局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎  細かい

焼 良

橙

〃

内

外

図 176-13

25-12

写 144-7

SB7101

埋土中46
手CК ね 全体(1/2)

口 3.6cm

高 1.9cm

底 1.4cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい

焼 良

内 にぶい赤褐

外  〃

図 176-14

25-11

144-8写

SB7101

埋土中45

甕

完 形

7.3cm
右6.2cm

4.lcm

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 少々 粗い (箸笑答む)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-15

25-14

144-6写

SB7128

埋土中(2区 )4

甕

底部 (全 ) 底 2.8cm

内 タテ ミガキ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤褐

外 〃

図 176-16

27-8

SB7307

埋土中27
手づ(ね 底部 (全 ) 底 3.2cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-17

34-13

SB7132

26
】同音Ь

口

一局

底
ガ

デナ

キガ

キ

ミ

ガ

テ
ミ
タ

キ

内

外

胎 細かい

焼 良

内
赤 色 塗 彩
暗 赤 褐

赤色塗彩外

図 176-18

29-8

SB7237

埋土中 4

一霊

全体(3/4)

3。 8cm
イゴ7.Ocm

3。 2cm

一局

底

内 ナデ ナデ

外 ナデ  ミガキ

胎 細かい 1/1ヽ 砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-19

32-9

144-9写

309
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No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 台帳番号 図版No

SB7493

埋土中 8

一霊

(土器片 )

口

一局

底

内 ナデ

外  ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃

図 176-20

34-20

SB7617

埋土中 8
手づ〈ね 全体(1/2)

口 6.6cm

高 4.Ocm

底 5。 2cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

橙

〃

内

外

図 176-21

38-10

144-10写

SB7618

埋土中 3

高杯 口縁音6(1/8) 口 3.7cm

局

底

内 TB
外 TB

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃

図 176-22

38-2

145-1写

SB7655

ピット2、 埋土中

一亜

全体(3/4)

口 4.6cm

高 3.9cm

底 3.lcm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (冠暮省砂)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-23

39-20

145-2写

SD7014

埋土中中位炭層

(3区 )9 手つКね 月同音6

口

一局

底

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 やや良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-24

42-9

SD7046(2-1区 )

埋土中20
手つКね

口縁:音 S(1/3) 口 5。 6cm

底

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-25

44-7

SD7100

埋土中 2

鉢 口縁音6(1/8) 口 6.6cm

局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい赤褐

外 〃

図 176-26

SK7286

埋土中 9

甕

底部 (全 ) 底 3.7cm

内 手づ くね

外 手づ くね+ ガ キ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 明赤褐

外 〃

図 176-27

52-15

SK8222

埋土中 2

高杯

全体(1/2)

口 2.Ocm

高 2.Ocm

底 3.Ocm

(杯内おそなえ品あ り)

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい黄橙

外  〃

図 176-28

55-11

145-3写

SK8476

埋土中 6
手つКね 全体(1/2)

口 3.2cm

高 4.8cm

底 2.7cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 橙

図 176-29

55-15

145-6写

SK6437

1

一霊

全体(3/4)

口 7.9cm

高 9。 2cm

底 4.Ocm

内 ナデ

外  ミガキ

胎 細かい 1/Jヽ砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 赤色塗彩

図 176-30

47-7

145-4写

SK7075

22

一璽

完 形

3.4cm

3.4cm

一昌

底

内 ナデ

外  ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 褐

外 赤色塗彩

図 176-31

48-6

145-5写

SK7075

埋土中18

一笠 口縁部(1/8) 口 5.Ocm

局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 灰褐

外 〃

図 176-32

48-5

SB7129

埋土中 8

高杯

底部 (全 )

昌

底  4.2cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-33

60-6

SB7188

埋土中 3

一〓

底部(1/4) 底 5。 lcm

(外面赤彩 )

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい 1/Jヽ砂粒含む )

焼 良

内 明赤褐

外 〃

図 176-34

60-19

SB7213

埋土中上層 7
手つКね 底部 (全 )

口

一月

底

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃

図 176-35

61-10

SB7246

埋土中10
手つКね 底部 (全 )

局

底  3.Ocm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-36

61-28

SB7383

埋土中15
手つКね 全体(1/2)

局

底  1.8cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 明赤褐

外 〃

図 176-37

70-18

SB7381

埋土中29

甕

底部

高

底 3.7cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-38

71-4

SB7256

埋土中1層 48

一笠

全体(3/4)

口 3.3cm

高 4.4cm

底 4.Ocm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-39

66-18

SB7256

埋土中 2層 5

鉢 口縁音6(1/3) 口 6.3cm

昌

底

内 ナデ

外 手づ くね十ハケメ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 灰黄褐

外 〃

図 176-40

66-17

SB7256

埋土中60

一霊

全体(1/2)

口 5。 2cm

高 7.8cm

底 3.3cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 176-41

66-19

145-9写

SB7394

埋土中 2

鉢

(土器片 )

日

高

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい 1/1ヽ砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃

図 177-1

70-20
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SB7458

埋土中 1

一霊

(土器片 )

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-2

72-17

SB7508

埋土中39

一霊

(土器片 )

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい 1/Jヽ砂粒含む)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-3

73-29

SB7508

埋土中40
手づ〈ね (土器片 )

口

一局

底

内 手づ くね

外 ナデ十 ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-4

73-30

SD6023

埋土中 1層下 6

甕

完形

口 5.6cm

高 8.Ocm

底 4.Ocm

内 ナデ

外 ナデ十縦方向ハケメ

胎 少々 粗い (磐柔含む)

焼 良

内 にぶい橙

外 にぶい橙

図 177-5

83-5

146-1写

SD7030

埋土中47

(2-1-b区 )

鉢

全体(2/3)

口 4.6cm

高 2.4cm

底 3.6cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-6

87-10

146-2写

SK8310

埋土中
手つКね 全体(1/2)

口 5.2cm

高 4.3cm

底 4.2cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 褐

外 黒褐

図 177-7

97-2

SB7210

埋土中 5

鉢

全体(1/2)

口 8.5cm

高 4。 3cm

底 5。 4cm

内 ナデ

外 ナデ十 ガ キ

胎 少々 粗い (坐省響む)

焼 良

内 黒

外 灰褐

図 177-8

118-15

SK6186

埋土中 2

鉢 口縁ご音S(1/2) 口 6.4cm

局

底

内 ナデ

外 ナデ十縦方向ハケメ

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-9

SK8405

埋土中 4

高杯

底部(1/4) 底 3.7cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-10

97-3

SB7210

埋土中 6
手つКね 全体(2/3)

口 6.Ocm

高 4.Ocm

底 4.7cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 やや良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-11

118-16

SB7007

埋土中36

甕

底部(1/3) 底 3.Ocm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい黄橙

外 〃

図 177-12

SB7273

埋土中11

甕 ?

底部(1/3)

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 やや良

内 にぶい褐

外 〃

図 177-13

SB7425

カマド2

一空

底部 底 3.5cm

内 ナデ

外 ナデ十 ガ キ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

橙

〃

内

外

図

SB7440

埋土中14

器
　
　
ね

鰤
　
　
制 底部 (全 ) 底 2.4cm

内 手づ くね

外 手づ くね+ハケメ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-15

142-1

SB7510

埋土中 5
手づ(ね 底部 (全 )

局

底  2.3cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-16

SK7422

埋土中 2

土師器

杯 底部

局

底  2.4cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 やや良

内 にぶい黄褐

外 〃

図 177-17

165-35

SK7465

埋土中 (フ ク土)3
手づくね 底部(1/2)

局

底  2.7cm

内 手づ くね

外 ナデ

胎 細かい 1/Jヽ 砂粒含む )

焼 やや良

内 にぶい黄褐

外 〃

図 177-18

166-24

2-3区

一括58

器 台

完 形

口 3.5cm

高 3.7cm

底 3.Ocm

内 手づ くね

外 手づ くね十ナデ

胎 細かい (箸娑響む)

焼 良

内 にぶい黄橙

外 にぶい橙

図

　

　

写

177-19

146-4

2-3区

一括59

一霊

全体(1/3) 底 2.4cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々 粗い (省笑響む)

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図
　

　

写

177-20

146-3

2-1区 検出面 (一括 )

検出面43

高杯 口縁さ音5(1/2) 口 3.5cm

底

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい 1/Jヽ 砂粒含む )

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃

図

2-1区

第 1検出面417

高杯

底部(1/3)

局

底  4.2cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-22

第 1検出面

(1-1-b区 )

黒色土中 8

器 台

底部 (全 )

局

底  3.9cm

内 ナデ

外 ナデ十ハケメ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良        
｀

内 橙 黒

外 褐

図 177-23

2-2区

第 1検出面542

鉢

底部 (全 )

局

底  3.7cm

内 手づ くね十ナデ

外 手づ くね十ナデ

胎 細かい C裟彗む)

焼 良

内 黒

外 にぶい橙

図 177-24



第 3章 出土遺物

No 遺 物 番 号 器 種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 ・ 焼 成 色  調 産地・系譜 台帳番号 図版No

2-1区

第 1検出面446

甕

底部 (全 )

局

底  3.Ocm

内 ナデ

外 ナデ+ハケメ

少々 粗い(貧磐響gラ
)

良焼

里
小
　
〃

内

外

図 177-25

第 1検出面

(1-1-b区 )

黒色土中 7

不 明

(土器片 )

一局

底

内 手づ くね

外 ナデ

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 良

内 明赤褐

外 〃

図 177-26

1-2区

第 1検出面 11

一亜

(土器片 )

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 やや良

橙

〃

内

外

図 177-27

2-1区

第 1検出面447

鳥 形

完 形

口

一局

底

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい 1/Jヽ砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃

図

　

　

写

177-28

146-5

3区

3層上面373
手つКね 全体(1/2)

口 3.6cm

高 2.5cm

底 1.5cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい赤褐

外 〃

図 177-29

3区

3層上面375
手つКね 全体(1/3)

口 7.2cm

高 3.lcm

底 3。 9cm

内 手づ くね +ナデ

外 手づ くね十ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

褐

〃

内

外

図 177-30

3区

3層上面376

高杯

(土器片 )

口

一局

底

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々粗 い

焼 やや良

橙

〃

内

外

図 177-31

3区

3層上面374

高杯

鉢  (1/2)

口

一局

底

内 手づ くね十ナデ

外 手づ くね十ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

橙

〃

内

外

図 177-32

第 2検出面

(2-1-b区 )

中央部 2

一里

底部 (全 ) 底 3.4cm

内 ナデ

外 手づ くね

胎 細かい 1/Jヽ砂粒含む )

焼 良

内 灰褐

外 赤色塗彩

図 177-33

SB6028

NQ 2土器下埋土中2
手つКね ほぼ完形

口 4.lcm

高 3.lcm

底 2.8cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-34

14-5

146-7写

SB7086

埋土中19

一亜

完形

口 2.lcm

高 2.8cm

底

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい赤褐

外 〃 7

図

　

　

写

177-35

146-8

SB6018

埋土中 1

甕

全体(1/2)

口 6。 lcm

局

底

内 ナデ

外 波状文

胎 細かい 皓笑答む)

焼 良

内 にぶい黄橙

外 〃 1

図
　

　

写

177-36

146-6

SB7209

10

二連壺

全体(1/2) 底 片側2.8cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい褐

外 〃

図
　

　

写

177-37

146-10

SB7167

埋土中13

剣ヽ ?

底部(1/2) 底 3.5cm

内 ナデ

外 手づ くね十ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

橙

〃

内

外

図 177-38

SD7007

埋土中(3区 )237

器 台

底部(1/2)

局

底  4.Ocm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい赤褐

外 〃

図 177-39

SD7007

(3区―B)

埋土中26

鉢

底部 (全 ) 底 3.8cm

内 ナデ

外 ナデ

胎  細かし

焼 良

内 赤色塗彩

外 〃

図 177-40

SB7326

3

鉢Cl

全体(3/4)

口 5。 3cm

高 5.9cm

底 3.5cm

内 ハケ

外  ミガキ

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 赤色塗彩

図
　
　

写

177-41

146-9

SB7290

カマ ド火床内

甕

鉢  (1/3)

口 7.4cm

高 4。 2cm

底 4.4cm

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (小砂粒含む)

焼 良

内 にぶい赤褐

外

図 177-42

SB7554

埋土中 2
手つКね 底部(1/2)

局

底  4.6cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-43

145-17

SD6008

埋土中、

上層 (1-1-b区 )5 手つКね 底部 (全 )

高

底 2.4cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々粗 い

焼 やや良

褐里
　̈
〃

内

外

図 177-44

150-10

SD7039

埋土中379
手つКね 底部 (全 )

局

底  2.3cm

内 手づ くね

外 手づ くね

胎 少々粗い (小砂粒含む )

焼 やや良

内 にぶい橙

外 〃

図 177-45

SD7042

埋土中21

杯

底部(1/4)

口

一局

底

内 ナデ

外 ナデ+ヘ ラケズ リ

胎 細かい (粗粒子含む)

焼 良

内 橙

外 にぶい黄橙

図 177-46

SD7042

埋土中20

甕 口錫さ音5(1/8) 日

高

底

内 ナデ

外 ナデ

胎  細かい

焼 良

灰褐

〃

内

外

図 177-47

312



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類と時期区分

第617表 粗痕付 き土器

No

出
土
遺
構

時

　

期

モあの

星皇器
の器種

付
着
場
所

モ

ミ

痛
（
の

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

No

出
土
遺
構

時

　

期

モあの

農皇器
の器種

付
着
場
所

モ

ミ

痕

の

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

1
SB7180

埋土中 (フ ク土)18
古墳前期 一霊 杯部外面

2-2区

第 1検出面600
古墳前期 甕 杯部内面

SB7422

埋土中 4
古代

黒色土器A
杯 Aか椀

杯部外面 178-6 147-33
2-2区

第 1検出面601
古墳前期 甕

′
杯部外面

SB7440

埋土中、34
弥生中期 一璽 底部外面 147-4

2-2区

第 1検出面602
弥生中期 甕 体部外面

ST7023

ピット4埋土中
古墳前期

土師器

甕 B
体部外面

2-2区

西側 トレンチ 6
古墳前期 甕 体部内面 147-26

SD6014

埋土中 2
不 明 不 明 体部外面

2-2区

検出面 8
古墳前期 高杯 杯部内面 147-27

SD6023

炭化物集中 1
古墳前期 甕 体部内面 147-13

2-3区

第 1検出面33
古墳前期 甕 底部外面 178-10 147-30

SD7110

下層砂下層20
弥生中期 一霊 体部外面 178-3 1

2-3区

第 1検出面34
古墳前期 甕 底部外面 178-11

SD7110

砂下層10
弥生中期 一霊 底部外面 178-2

2-3区

第 1検出面35
古墳前期 甕 底部内面 147-25

SD7110

流路砂上層 7
弥生中期 一笠 底部外面 178-1

2-3区

第 1検出面36
弥生後期 一亜 体部外面 147-6

SK6048

埋土中 5
古墳前期 小型丸底壺 杯部内面 1

2-3区

2層上面39
弥生後期 一霊 体部外面

SK6117

2層 1
古墳前期 壺 E 体部外面 178-4

2-3区

一括66
古墳前期 甕 体部外面

SK6117

2層 2
古墳前期 甕 Bl

内面

体音6 口縁音Ь

2-3区

一括67
古墳前期 一霊 杯音6内 面 147-29

1-2区

第 1検出面 9
古墳前期 甕 体部外面

3区

3層上面350
弥生後期 一空 体部外面 147-9

1-3区

第 1検出面42
古墳前期 甕 体部内面 178-8 147-20

3区

3層上面351
弥生後期 鉢 口縁部外面 178-7

2-2区

第 1検出面597
古墳前期 甕 底部外面 178-12

3区

3層上面352
弥生後期 高杯 脚部内面 178-9

2-2区

第 1検出面598
古墳前期 甕 体部外面

SB7345

埋土中 6
不 明 甕 体部内面 147-35

2-2区

第 1検出面599
古墳前期 甕 底部外面 178-13

第618表 付着物 (漆等)土器

No

出
土
遺
構

時

　

期

土
器
の器

種

付

着

物

そ

の

他

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

No

出
土
遺
構

時

　

　

期

土
器
の器

種

付

着

物

そ

の

他

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

SB7248

埋土中 2
古代

土師器

杯H
SD7092

埋土中 3
古代

須恵器

短頸壺

内面全体

ウルシ状
168-1

SB7261

カマドNol
古代

黒色土器A
杯A・ f

内面全体

炭化物

SD7094

埋土中1
古代

黒色土器A
杯D

内面全体

ウルシ状
179-6

SB7265

埋土中14
古代

黒色土器A
杯A・ e

内面
SD7110

下層黒色粘± 4
弥生中期 甕

外面

オコゲ状炭化物

SB7422

No30
古代

土師器

甕 C
繊維状炭化物

SD7110

下層砂上層11
弥生中期 甕

外面

オコゲ状炭化物

SB7422

炭化層中18
古代

土師器

甕 Ia
繊維状炭化物

SD7110

砂下層 7
弥生中期 甕

内面全体

オコゲ状

SB7543

No2
古代

土師器

杯A
内面

脂状
179-1

SD7110

砂下層78
弥生中期 甕

外面

オコゲ状炭化物

SB7724

埋土中 3
古代

土師器

杯A
内面

脂状

SD7110

48層 中10
古墳前期 甕

内面

オコゲ状

ST7021

ピット2
古代

土師器

甕 L

内面底部

炭化物

SD7110

51層 Nol付 近
弥生中期

(遠賀河系か)

外面

オコゲ状炭化物

SD6008

上層白灰砂 1
古代

土師器

杯A
底部 内

炭化物

外 面
150-1

SK6202

Nol
古墳前期 甕B3 2

SD7006

埋土中352
古代

須恵器

杯Ad
ウルシ状黒色物

153-37

179-10

SK6202

No3
古墳前期 甕 B3

SD7039

埋土中138
古代

須恵器

杯Ad
杯部 内面

タール状

墨書

No434

158-37

179-8

SK6202

No5
古墳前期 壺D2

SD7052

埋土中一括 2
古代

須恵器

杯 Aか椀
杯部 内面 160-38

SK6202

No9
古墳前期 甕 92-10

SD7080

No7
古代

須恵器

杯A cl
内面

脂状

162-22

179-9

SK6202

No10
古墳前期 甕B3

内面

オコゲ状
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出
土
遺
構
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期

土
器
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台
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図
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真
　
Ｎ。

SK6202

No12
古墳前期 壺 Cl 91-10

SK7235

埋土中35
古代

土師器

杯A
内面 外面

炭化物

165-12

179-2

SK6202

No13
古墳前期 甕 B3 92-2

SK7235

埋土中36
古代

土師器

杯A
底部内面

炭化物
179-4

SK6202

No14
古墳前期 壺 Cl 91-11 148-10

SK7243

埋土中 3
古代

黒色土器A
杯 Aか椀

内面 外面

炭化物

SK6202

No15
古墳前期 甕 B3

SK7328

埋土中 1
古墳前期 一笠

内面

オコゲ状炭化物

SK6202

No16
古墳前期 壺 Dl 90-22

SK8043

埋土中
弥生中期 不 明

胴部、外面

ウルシ状
148-2

SK6202

No17
古墳前期 甕

内面

オコゲ状炭化物
148-11

SK8192

埋土中
古代

黒 色 土 器 A
(内黒 )

椀

内面

ウルシ状黒色物
179-5

SK6202

No19
古墳前期 一霊

SK8289

埋土中 2
古代

土師器

杯A
杯部 内面

ウルシ状
148-4

SK6202

No20
古墳前期 甕 B3 148-8

SK8476

埋土中 7
弥生後期 一霊 月同音6 内面

SK6202

No21
古墳前期 一霊

SK8502

埋土中 4
古墳前期 一亜

胴部 内面

ウルシ状
148-3

SK6202

No24
古墳前期 甕 148-9

2-1-b区

南壁S15層Noll
古 代

土師器

甕 B
底部 内面

オコゲ状

SK6202

No26
古墳前期 甕 92-11

2-1区

第 1検出面105
古代

土師器

杯A
底部 内 外面

ウルシ状
148-5

SK6307

Nol
古墳前期 一霊

2-1区

第 1検出面148
古代

土師器

杯 Aか椀

杯部 内 外面

タール状

SK6307

No2
古墳前期 甕 Cl

2-1区

第 1検出面149
古代

土師器

杯 Aか椀

口縁部 内面

タール状

SK6307

No3
古墳前期 甕 Bl 土中下層

3と 齢
93-7

2-1区

西壁一括 4
古代

土師器

甕 C
底部 内面

タール状

SK6307

No4
古墳前期 甕 B2 93-21

2-1区

西壁一括 5
古代

土師器

甕 Ia
内面全体

SK6307

No5
古墳前期 甕 B3 148-13

2-1区

西壁一括 6
古代

土師器

甕 C
内面全体

SK6307

No6
古墳前期 壺 B2 93-3

2-1区

北西壁No2
古代

土師器

甕 B
内面全体

SK6307

No7
古墳前期 甕

2-2区

第 1検出面248
古代 不 明

杯部 内面

ウルシ状
148-6

SK6307

No8
古墳前期 甕 93-9 148-14

2-2区

第 1検出面438
古代

灰釉陶器

椀

底部 内面

タール状

168-16

179-7
148-7

SK6307

埋土中下層 3
古墳前期 甕 No3と 船

2-3区

3層上面38
古代

土師器

甕A
オコゲ状

SK7157

No2
古墳前期 鉢

内面

オコゲ状炭化物

3区

北壁一括 9
古代

須恵器

杯 A a
底部 内面

炭化物

SK7229

埋土中31
古代

土師器

杯A
底部内面

炭化物

164-7

179-3

3区

3層上面138
古代

須恵器

杯A
口縁部

炭化物
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ヘラ書き・線刻・刻印土器墨書土器一覧 (凡例)

1、 文字の項は次のように示した。

・判読できるものについては、その文字を記した。 (例 =更 )

・判読できないが、残画や墨痕から推定できるものは「 」を付した。

O墨痕はあるが、文字として判読できないものは□とした。

2、 墨書されている土器の分類については、本章第 3章第 1節に従う。

3、 墨書部位については、体部内面を「内面」、体部外面を「外面」、土器底部を「底部」とした。

4、 文字の向きについては、以下のように示した。

・土器を正位に置いたとき、文字も正位となるものは「正位J。

0土器を正位に置いたとき、文字は逆位となるものは「倒位」。

0土器口縁音Ьが左向きとなる横位にしたときに、文字が正位となるものは「左横位」。

0土器口縁音Sが右向きとなる横位にしたときに、文字が正位となるものは「右横位」。

5、 時期については、本章第 3章第 1節に従い、遺構に伴うものについては遺構時期を示し、混入資料や遺構外

資料については土器の示す時期を示した。

6、 文字・記号・絵の記され方の分類

墨書土器  =土器焼成後に、器面に文字・記号・絵などを墨 (朱)書きしたもの。

線刻土器  =土器焼成後に、器面に文字・記号・絵などを刃物あるいは釘状工具などで刻んだもの。

刻印土器  =土器焼成前に、器面に文字・記号などを印体によって押印したもの。

ヘラ書き土器=土器焼成前に、器面に文字・記号・絵などをヘラ状あるいは釘状工具などで刻んだもの。

※ヘラ書き・線刻・刻印土器観察表での記載方法欄には、ヘラ書き土器=ヘラ、線刻土器=線、刻印土器=印 と記載し

た。

第619表 ヘラ書き・線刻・刻印土器

No

出
土
遺
構

時
　
　
期

器
　
　
種

部
　
　
位

内

・
外

書

き

方

記
載
内
容

記
載
方
法

備
　
　
考

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

そ

の

他

SB6014

埋土中 3 弥生後期

黒色土器A
杯Ac 底 部 外面

X ヘ フ

SB6020

埋土中10

須恵器

杯B 底 部 外面
X ヘ フ

SB7001

No20

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外 面 正位

X 線

SB7001

No21

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外面 正位

× 線

SB7001

No29
黒色土器B
皿B 底 部 外 面 令 線 琴

SB7001

カマ ド14

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位 月 線 「□」か

SB7001

床下 4

黒色土器 B
椀 椀音5 外面 正位

い 線

SB7001

埋土中75

黒色土器 B
椀か 椀音5 外 面 倒位

ノ′し 線

SB7001

埋土中76

黒色土器 B
椀 底 部 外 面 令 線

SB7002

No4
黒色土器A
杯Aa 底 部 外面

メ ヘ フ

SB7002

埋土中38

黒色土器B
皿B 皿部 外面 右横位

人 線

SB7002

4区 4

黒色土器B
皿B 皿 部 外面 正位

/ラt_´ 線 65
181-10



第 3章 出土遺物

No

出
土
遺
構

時

　

　

期

器
　
　
種

部

　

位

内

）^
外

書

き

方

記
載
内
容

記
載
方
法

備
　
　
考

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

そ

の

他

S7008

埋土中75

黒色土器B
皿B 皿 部 外 面 正位 在 線 位

182-5 156-6

SB7009

トレンチ 3

黒色土器A
杯Ae 底部 外 面

X 線

SB7010

埋土中31

黒色土器B
皿B 皿音Б 外 面 正位 ウ 線 円

SB7010

埋土中32

黒色土器B
皿B 皿部 外 面 正位 拳 線 琴

181-5 154-3

SB7011

Nol
黒色土器B
皿B 皿 部 外 面 倒位 「 1 線

SB7011

床下41

黒色土器B
皿B 皿部 外 面 右横位 人 線 大

103-25

182-2

155-1

SB7011

トレンチ14

黒色土器A
杯Aa 杯音Б 外 面 正位

SB7013

No48
黒色土器 B
椀 椀部 外面 正位 奈 線 琴

104-14

181-3

154

SB7014

埋土中 2

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面

X 線

SB7014

埋土中22

須恵器

杯Ad 底部 外 面 十

SB7014

埋土中25

黒色土器 B
段皿 皿部 外 面 正位 ハ 線 琴

181-4 154-4

SB7014

カマ ド

須恵器

長頸壺 D 体音Ь 外 面 正位 圏 □
103-31

181-1

SB7015

No10
黒色土器A
杯Aa 底部 外 面 ノ

26
SB7015

No17
黒色土器A
杯Aa 底部 外面

X

SB7022

床下61

須恵器

杯B 杯音6 外 面 倒位
/7

181-12 153-8

SB7036

床直

黒色土器A
杯Aa 底部 内面 に 線

153-7

SB7041

埋土中11

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

/ ヘ フ

SB7041

埋土中81

須恵器

杯Ab 底 部 外 面
/

SB7041

埋土中 1区 6

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外面 正位 ハ 線 「琴」か

154

SB7070

埋土中 3～ 8

須恵器

杯Ad 底部 内面
友 「飯」か

SB7098

埋土中63

黒色土器B
皿B 底部 外 面

lll 円

SB7108

埋土中10

黒色土器A
鉢A 底部 外 面

公 ヘ フ

181-11

SB7115

No3
須恵器

杯C 底 部 外 面

Ａ
ヘ

ヘ フ

SB7133

No5
黒色土器B
皿B 底 部 内面 え 線 血

（

182

SB7136

埋土中 9

黒色土器 B
皿 Bか椀 底 部 外面 殉 線 丙

181-13 156-5

SB7163

No2
土師器

高杯 底部 内面
/

SB7196

埋土中フク± 7

土師器

甕 口縁部 内面 正位 ス
180-4 151-6

SB7200

床下 2

黒色土器 B
椀 杯 部 外面 正位 率 線

SB7200

下層 4

土師器

体音5 外 面 ?イ立
絵 線 「絵」か

SB7203

No22
黒色土器A
杯Aa 杯音5 内面 正位 × 線 ×多数

117-25

180-8

152-2
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SB7203

No22

黒色土器A
杯Aa 杯音Б 外 面 正位

X ×多数

SB7203

No26
黒色土器 A
椀 底部 外 面 斗 線 井

杯音Ь 外 面 正位 4 線 「井」か

SB7206

No13
須恵器

杯Aa 底 部 外 面
X

SB7206

ピット、3-10

須恵器

杯Aa 底部 外面
/ ヘ フ

SB7210

第2層 3

須恵器

杯Aa 底 部 外 面
X ヘ フ

49
SB7218

埋土中22

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 上正位 十
ヘ フ

杯音6 外 面 下正位 セ

SB7222

No10

黒色土器 B
椀 底 部 内面

イ 線 43
153-2

杯音6 外 面 正位 小 線 「琴」

SB7223

埋土中 5

黒色土器A
杯Aa 杯音β 外 面 正 位

。10 線
182-8 156-7

SB7223

埋土中 9

黒色土器B
杯B 皿 部 外 面 倒位

人 線

SB7230

埋土中83

須恵器

杯Aa 底 部 外 面
甦

182-6 156-3

SB7264

No7
黒色土器B
皿B 皿部 内面 正位 人 線

128-3

182-13

157-2

SB7278

No10付近

須恵器

杯Aa 底 部 外面
X

SB7335

埋土中 2

須恵器

杯Aa 底 部 外 面
＼ ヘ フ

SB7391

埋土中 3

土師器

杯Aa 杯音5 外 面 正位
ヽ 線

SB7391

埋土中15

黒色土器B
皿B 杯音

`

外面 倒位 令 線
135-15

182-11

157-4

底 部 外 面 ↑ 線

SB7404

No6
黒色土器B
皿B 底 部 内面

上 線
136-13

181-7

156-1

SB7411

埋土中12

須恵器

杯Ad 底 部 外 面

ヘ フ

SB7416

No28
黒色土器B
皿B 皿部 外 面 正位 困 線 因

138-20

182-12

157-1

SB7422

埋土中86

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 倒位 全 線

SB7425

埋土中80

須恵器

杯Aa 底 部 外 面
見 「更」か

140-9

182-7

156-4

SB7450

床上中 1

黒色土器 A
杯Aa 底部 外 面

X

SB7479

埋土中 4

土師器

甕 体音Ь 外 面 正位 リ

69
SB7485

埋土中 1

黒色土器A
杯Aa 杯音6 外 面 正 位 串 線

143-12

180-6

70
SB7551

埋土中 5

須恵器

台付盤 杯音6 外 面 右横位 た
182-3 155-2

SB7622

No3
灰釉陶器

高台椀 底部 外 面
一π

147-31

SB7703

埋土中13

土師器

小型甕D 体音6 外 面 正位
ナ ヘ フ 25

153-5

SB7716

埋土中11

須恵器

杯B 底部 外 面 人 ヘ フ 大
148-15

182-1

155-3

SD7006

No17 5～ 7

黒色土器A
杯Ae 杯音

`

外面 倒位
オノ

152-25
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No

出
土
遺
構

時

　

　

期

器
　
　
種

部

　

位

内

・
外

書

き

方

記
載
内
容

記
載
方
法

備
　
　
考

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

そ

の

他

SD7006

埋土中232 5～ 7

黒色土器 B
椀 椀音6 外 面 正位

ノ人 線 88
152-43

182-10

156-8

SD7006

埋土中251 5～ 7

黒色土器B
皿B 底 部 内面

上 線
156-2

SD7007

埋土中80 2～ 7

須恵器

杯C 底部 外 面 メ
155-32

SD7030

埋土中12 古墳前期

土師器

甕 D 体音Ь 外 面
絵 ヘ フ 「絵」

180-1 149-1

SD7039

埋土中112 2～ 7

黒色土器B
皿B 底部 外 面 李 線

SD7039

埋土中221 2～ 7

須恵器

杯Aa 底部 外 面 X

SD7039

埋土中 1層 2～ 7

弥生土器

壺か 体音Ь 外 面 ?位
絵 線

「水鳥の絵」か

赤色塗彩

SD7052

No2 1～ 7

須恵器

杯B 底部 外面
27

SD7052

埋土中243 1～ 7

須恵器

杯B 底 部 外 面
×

SD7052

埋土中244 1～ 7

須恵器

杯Aa 底部 外 面
X ヘ フ

SD7079

検出時

土師器

甕 体 部 外 面 Pイ立 X ヘ フ

SD7080

埋土中29 2～ 7

須恵器

杯B 底部 外 面
/ ヘ フ

SD7080
埋土中
(下層から最下層)2 2～ 7

土師器

甕 体音5 外 面

絵 「水′鳥の絵」か
180-2 149-2

SD7080

埋土中(最下層)4 2～ 7

土師器

甕 体音S 外 面 Pイ立
メ

89
SD7087

1層 1～ 7

須恵器

杯D 杯音6 外 面 Pイ立
X ヘ フ 105

162-42

180-3

149-3

1～ 7 杯音

`

外面 Pイ立 ノ ヘ フ 105
149-4

SD7100

埋土中 5 古墳前期

土師器

体音6 外 面 Pイ立
絵

「絵」か

内面に朱塗り

SK6078

埋土中 3～ 7

須恵器

杯Ad 底 部 外 面
ス ヘ フ

SK6164

埋土中 不 明

土師器

壺か甕 体音Ь 外面
絵 ヘ フ 「絵」か

SK6226

埋土中 中世

黒色土器A
杯Af 底 部 外面

×

SK6313

埋土中 3～ 7

黒色土器 A
椀 底部 外 面

X

SK7012

埋土中 1 中世

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 内面 正位

絵 線 「家の絵」か
180-5 151-7

SK7158

埋土中 2 中世

土師器

杯A 底 部 内面

」IL
/11「

ご

SK7460

埋土中 3 7～ 8

須恵器

杯Aa 杯音5 外 面
X

SK8050

埋土中 1

土師器

杯A 杯音6 内面 正 位 r/ノ /

167-13

SK8144

埋土中 6～ 8

須恵器

片 口鉢 鉢音6 内面 正位

SK8404

埋土中 8 古墳前期

土師器

体音5 外 面 Pイ立
絵 線 「絵」か

SK8864

埋土中 2 7以降

須恵器

杯Aa 底 部 外 面
X

1-3区

第 1検 出面66 古墳前期

土師器

甕 体音Ь 外 面 Pイ立 ×
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2-1区

第 4検出面

木No4南 6 古代

土師器

甕 口縁さ音5 内面 正位

木 「本」か

153-9

105
2-1-b区

第 1検 出面53

須恵器

杯B 底 部 内面 Pイ立 〆 ヘ フ

2-2区

第 1検 出面 433

須恵器

杯A 杯音6 外 面 正 位
/

2-2区

第 2検出面16

7C

古墳後期

黒色土器A
杯D 底 部 外面 輩

152-1

108
2-3区

3層 中20 古代

黒色土器B
皿B 皿部 内面

ム 線

2-3区

検 出面
二括29

須恵器

短頸壺 Aか 体音Ь 外 面 正 位 ×
ヘ フ

2-3区

検 出面一括31

須恵器

甕 Aか 頸部 外 面
Aヽ′

ヘ フ 54

2-3区

検 出面一括37

須恵器

甕Cか 底 部 外面 丁 ヘ フ 55

3区

3層上面87

黒色土器A
杯Aa 底 部 外 面 |

ヘ フ

3区

3層上面88

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 倒位 末 線 未

182-9 156-9

3区

3層上面206

須恵器

杯B 杯音Ь 外 面 正位

3区

3層 中24

黒色土器A
杯Aa 底 部 外面 |

第620表 墨書土器
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構
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考

台
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版
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写
真
　
Ｎ。

そ

の

他

SB7001

No3
黒色土器 A
杯Ae 杯音5 外面 正 位 苓 里

い
琴

SB7001

No15

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外 面 正位 本 里

¨
琴

SB7001

No17
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位 み 里

¨
琴

99-19

183-12

SB7001

No19
黒色土器 A
椀 椀音5 外面 倒 位

lフ 里
小

「同」か

SB7001

No22

黒色土器A
杯Ae 杯音S 外 面 正位 令 里

小
琴

SB7001

No39

黒色土器A
皿B 底 部 外 面 □ 朱

SB7001

No41

黒色土器 A
椀 椀音5 外 面 正位

・′ 里
（

「宮」か

SB7001

No56
黒色土器A
杯Ae 杯 部 外 面 P位 □ 里

〔

SB7001

No5付近

黒色土器 A
杯 Aか椀 椀音5 外 面 左横位 □ 里

（

163-6

SB7001

P3 No4
黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 Pイ立 □

里
小

SB7001

床下 3

須恵器

杯A 杯音5 外 面 正位
未 里

〔
「禾」か

SB7001

埋土中70

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 Pイ立 □
里
〔

SB7001

埋土中71

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □

里
（

204

SB7001

埋土中72

黒色土器A
杯Ae 杯音6 外 面 倒 位

百 里
小

SB7001

埋土中73

黒色土器 B
皿 Bか椀 底 部 外 面 □ 朱

SB7001

埋土中74

黒色土器 B
皿 Bか椀 底 部 外 面 □ 朱

SB7001

埋土中77

黒色土器B
皿B 底 部 外面 令 朱 208
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SB7001

埋土中78

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外 面 不 朱 琴

99-48

184-1

カラー写真

PL-4

SB7001

埋土中79

須恵器

杯 A 杯菩Б 外 面 右横位 力 里
〔

SB7001

トレンチ12

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外 面 今 朱 琴

SB7001

トレンチ13

黒色土器A
杯Ae 杯音

`

外面 正位 困 里
（ □ 212

SB7002

No4
黒色土器A
杯Aa 杯 部 外 面 正位

た 里
小

「九」

SB7002

No5
黒色土器A
杯Aa 杯 部 外 面 正位 外 里

小
琴

100-17

183-10

159-4

SB7002

No15

軟質須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 正位 上 里
小

「上」か

SB7002

No26

須恵器

杯Ad 杯 部 外 面 正位 几
里
小

100-20

189-6

SB7002

埋土中36

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 倒位

□ 里
〔

SB7002

埋土中37

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 倒位 □ 里

小
217

SB7002

検出面23

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正 位 を 里
（

「吉」
187-11

SB7002

検出面27

須恵器

杯A 杯音Ь 外面 左横位 え 里
小

「更」か

SB7002
第 2、 3層
南北ベルト中3

須恵器

杯Ad 杯音6 外面 正位
関 里

（
「困」か

100-19

190-4

SB7004

No10

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 Pイ立 □ 里

（

SB7004

埋土中(フ ク土)12

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正位

里
〔

SB7004

埋土中(フ ク土)13

須恵器

杯A 杯音6 外面 Pイ立 □ 里
ヽ

222

SB7005

No3
黒色土器A
杯Ae 杯音Б 外面 正位 1司

里
（ 円 223

105-15

SB7005

No14

黒色土器A
杯Ae 杯 部 外 面 正 位 周

里
¨

「円」か

SB7005

埋土中42

須恵器

杯Ad 杯音Ь 外 面 正位 □ 里
〔

225

SB7005

埋土中43

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正位
国

里
小 曜劃 か 226

184-8

SB7005

埋土中44

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 P位 □

里
小

227

SB7006

No16

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 倒位 几 里

¨
228

101-28

185-8

159-12

SB7006

No30

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位

里
（

SB7006

No31

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位

□ 里
〔

SB7006

No14付近

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正位 困 里

小
「□」か

184-7

SB7006

No23付近

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 正位

ノし́ 里
¨

232

SB7006

埋土中10

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正 位

二 里
小

233

SB7006

埋土中11

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正位

一け 里
〔

SB7006

フク±12

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外面 P位 □ 里

小
235

SB7006

フク±13

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外面 正位

不 里
小

「不」

320
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SB7006

フク±14

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 正 位

上 里
（

上

SB7006

フク±15

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 正 位 □ 里

ヽ
238

SB7006

床面 3

黒色土器B
皿B 皿部 外 面 P位 □ 朱

底部 外 面 □ 朱 239

SB7006

検出面 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位 □ 里

（ 因
190-3

SB7006

検出面10

須恵器

杯A 杯菩Б 外 面 正位 □ 里
（

SB7007

No2
黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 倒位 ん 里

（

102-2

185-9

159-14

SB7007

No18

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 正位

―L 里
（

上 243
102-3

189-2

160-12

SB7007

No38

黒色土器A
杯Ae 杯音

`

外 面 倒位
F 里

小
「□」か 244

SB7007
ベルト

黒色土器B
皿B 底部 外 面 ロ 朱 □ 245

SB7007

検出面10

黒色土器A
杯Aa 杯音Б 外 面 正位

里
ヽ

SB7008

No20

黒色土器A
杯Aa 杯音Б 外面 正位

里
小

247

SB7008

床下ピット5

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外面 P位 □ 里

小
248

SB7008

床下ピット6

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 P位 □ 里

（

SB7008

床下ピット7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

（
250

SB7008

床下19

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音

`

外 面 正位
/ 里

（
「琴」

SB7008

床下20

須恵器

杯A 杯音Б 外 面 正位
里
小

SB7008

埋土中76

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

¨
253

SB7008

検出面 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外面 正位

Я 里
¨

254

SB7008

検出面 2

黒色土器 B
皿 Bか椀 底 部 外 面 □ 朱 255

SB7008

検出面 3

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音

`

外 面 ?イ立 □ 里
（

SB7009

Nol
須恵器

杯Aa 杯音5 外 面 正位
各 里

¨
257

103-3

187-3

SB7011

No3
黒色土器B
皿B 底 部 外 面 □ 朱

SB7011

No5
黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外 面 出 朱 □

カラー写真

PL-4

SB7011

カマドNo14
黒色土器 B
三足盤 底 部 外 面 甲 朱 「□」か

103-26

184-9

SB7011

1区埋土中 2

黒色土器B
皿B 底 部 外 面 正位 圏 朱 □

カラー写真

PL-4

74
SB7011

埋土中 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 正位

レ 里
（

SB7011

埋土中47

黒色土器 B
椀 底部 外 面

¬ 朱

SB7011

埋土中48

須恵器

杯A 杯音6 外面 正位
□ 里

小

SB7011

埋土中49

須恵器

杯A 杯音6 外 面 アイ立 □ 里
ヽ

265

SB7011

トレンチ12

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外面 □ 朱 266

SB7011

トレンチ14

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外面 左横位

″
ロ

里
〔

「富」か 267
193-10
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SB7012

焼土部1-1

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外 面 □ 朱 「□」か 268

SB7012

埋土中 5

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

（

SB7013

No45

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

（
270

SB7013

No46

黒色土器A
杯Ae 杯音Ь 外 面 正 位

ノ|し 里
ヽ

SB7013

No16付近

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外面 正位

ノl tD 里
〔

272
188-5 160-6

SB7013

埋土中34

須恵器

杯A 杯音5 外面 正 位
上 里

〔
上 273

SB7013

埋土中35

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 ?イ立 □ 里

小

SB7014

No8
黒色土器A
杯Ae 杯音6 外 面 倒 位

灸 里
（

275
103-30

192-6

163-1

SB7014

埋土中 3

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正 位

‐万 里
小

「方」 276

SB7014

埋土中24

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

¨
277

SB7015

No10

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 Pイ立 □

里
小

104

SB7015

No22

黒色土器 A
杯Aa 杯音Ь 外 面 正位 □ 里

（
278

SB7015

No23

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正 位

り|ヽ 里
（

279

SB7015

床下 6

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 正位 □ 里

小
280

SB7015

床下 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正 位

上 里
小

「上」か

SB7015

埋土中 6

黒色土器 A
杯Ad 杯音

`

外 面 倒位
ェヽ 里

（
282

104-23

191-2

162-2

杯菩5 外 面 右横位
被 里

小
大麻 282

104-23

191-2

162-3

SB7016

床下 4

黒色土器 B
皿 Bか椀 底 部 外面 □ 朱

SB7018

埋土中 5

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 倒 位

休 里
〔

「保」か 284
192-7

163-4

SB7019

No2
黒色土器 A
杯Ae 杯音5 外 面 正 位

■ 里
小

上
105-7

189-1

160-9

杯音S 外 面 正位
上 里

小
上

189-1 160-10

杯音Ь 外 面 正 位
上 里

〔
上 285

189-1 160-11

SB7019

No7
黒色土器 B

椀 底部 外 面 □ 朱 「□」か 286

SB7019

No19

黒色土器 A
杯Ad 杯音Ь 外 面 正 位 周 里

〔
「□」か

105二 6

184-6

158-12

SB7019

埋土中17

須恵器

杯A 杯音5 外面 正位 人
里
〔

「人」 288

SB7019

埋土中18

須恵器

杯Ad 杯音6 外 面 正位
ェヽ 里

小
一エ

SB7021

1層 中 弥生後期

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外 面 正位

朱 「呂」 290
193-13 カラー写真

PL-4

SB7022

No4
黒色土器A
杯Aa 杯菩5 外 面 倒 位

上
回

里
（

SB7022

床下 1

黒色土器 A
杯Aa 杯音

`

外面 正位 奈 里
（

琴

底部 外 面
朱 292

322
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SB7022

床下 5

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正 位

‐希 里
〔 琴

104-36

183-11

158-8

SB7022

床下17

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 正位

llし 里
小

SB7022

床下32

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外 面 □ 朱 295

SB7022

床下33

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正 位 礼 里

小

SB7022

床下47

須恵器

杯A 杯 部 外 面 倒 位 甦 里
（

「更」
183-5 158-5

SB7022

床下62

須恵器

杯A 杯 部 外 面 P位 □ 里
小

298

SB7022

床下63

須恵器

杯 A 杯音6 外面 ?位 □ 里
小

299

SB7022

床下 トレンチ 3

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯菩5 外 面 正位 ス 里

¨

163-2

SB7022

埋土中 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 倒 位 困 里

小
「□」か

184-5 159-1

SB7022

埋土中 2

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正 位 圏 里

小
「□」か

SB7026

No6
黒色土器B
皿B 底 部 外 面 □ 朱

SB7030

床下

須恵器

杯 A 杯 部 外 面 ?位 □
里
い

122
SB7030

トレンチ 9

須恵器

杯Ae 底部 外 面
フ 里

小
305

123
杯 部 外面 ?位 □ 里

小

SB7031

No4
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位 ピh

里
（

SB7034

埋土中 1 弥生後期

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外面 ?位 □ 里

小

SB7036

床下 1

黒色土器A
杯Ae 杯音S 外 面 正位

多 里
小

107-10

187-2

159-8

127
SB7040

埋土中22 弥生後期

須恵器

杯Ad 杯音Ь 外面 倒位
可 里

〔 「河」
191-4

SB7041

埋土中1区 2

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外面 正位 ↑ 里

¨
「命」か

107-24

194-6

163

SB7041

埋土中 6

黒色土器A
杯Aa 杯 部 外 面 正位 ↑ 里

小

163-11

SB7041

埋土中 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯菩Ь 外 面 Pイ立 □ 里

（

SB7041

埋土中 9

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 正位 ♯ 里

（
半

189-10

SB7041

埋土中10

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位

未 里
小 本

SB7041

床下 2

黒色土器A
杯Aa 杯音Б 外 面 正 位

ノゝ 里
¨

134
SB7051

埋土中 4

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯菩Ь 外面 Pイ立 □ 里

小

135
SB7051

埋土中 6

黒色土器A
杯Aa 杯 部 外 面 アイ立 □ 里

小

163-7

SB7051

埋土中15

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外 面 困 朱 「□」か

137
SB7051

埋土中16

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外面 □ 未

SB7053

細粒砂中

土師器

杯G 杯音5 外 面 正位
八 里

¨

108-17

189-7

SB7054

埋土中 5

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 正位 半 里

¨
「半」か 322

SB7054

埋土中 6

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 Pイ立 □ 里

（
323

323
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SB7054

埋土中 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 倒位 ル

° 里
小

SB7058

No2
須恵器

杯Ad 杯菩Ь 外 面 正位
′
・

::i::・
lt、、.、

里
¨

325
109-14

189-5

161-1

143
SB7058

No5
黒色土器A
杯Aa 杯音ト 外 面 ?イ立 □ 里

小

SB7098

No3
黒色土器 A
杯Ae 杯 部

｀

外 面 正位 ネ 里
小

琴

SB7098

埋土中60

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正位

角
里
い

九
193-1 162

146
SB7098

埋土中61

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

〔

SB7098

埋土中62

黒色土器 A
鉢 A 鉢音5 外 面 正位 圏 里

¨
「琴」

109-28

184-4

158-10

148
鉢音6 外 面 正位 圏 里

（
□

184-4

SB7107

No3
黒色土器 A
杯 Aか椀 杯菩

`

外 面 Pイ立 □
里
〔

SB7108

埋土中 6

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 ?イ立 □ 里

¨
332

SB7111

埋土中29

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 ?イ立 □ 里
小

406

152
SB7112

No2
黒色土器 A
杯Aa 杯音5 外面 左横位 方 里

¨
方

192-2 162-10

153
SB7112

No17

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 右横位

・万 里
¨

方
192-9

SB7112

貯蔵穴

No2土 器 内

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 左横位

千
里
小

千

193-7 162

SB7112

貯蔵穴 5

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外面 Pイ立 □ 里

小

SB7120

Nol
須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正位 ヽ
里
小

112-15

194-3

157
SB7121

埋土中 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 倒位 之

里
（

生
189-11

SB7133

埋土中 2

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

土
ロ

里
（

SB7136

埋土中 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外面 正位

□
里
小

334

SB7137

Nol
黒色土器 A
杯Ad 杯音6 外 面 正位

X 里
小

113-18

194-2

163-12

杯 部 外 面 倒位
× 里

¨

163-13

杯 部 外 面 P位 □ 里
（

SB7139

カマ ド 6～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

～

里
小

琴
183-8

SB7142

床下 1

黒色土器 A
杯Aa 杯音Б 外 面 正位

上 里
〔

上 337

165
SB7151

埋土中 3 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 ?位 □ 里

¨

SB7154

埋土中17

土師器

杯G 杯音6 外 面 左横位 カ
里
¨

「丸」
114-24

192上 8

163-5

SB7155

埋土中 1

須恵器

杯A 杯音5 外 面 ?イ立 □ 里
〔

168
SB7158

No2
軟質須恵器

杯Ad 杯吉Ь 外 面 正位 命
里
〔

115-7

194-5

SB7158

No7
軟質須恵器

杯Ad 杯音Ь 外 面 正位 タ
里
〔

115-8

194-4
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SB7158

床下 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯菩5 外 面 Pイ立 □ 里

小

SB7164

埋土中 5

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 P位 □ 朱

SB7181

埋土中14

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 正 位 ま
里
小 家

116-2

191-6

162-9

SB7200

埋土中24

須恵器

杯Ad 杯菩Ь 外 面 Pイ立 □ 里
¨

174
SB7200

埋土中25

須恵器

杯A 杯音S 外 面 正位 え 里
（

天
116-27

193-4

175
杯音5 外 面 正位

え 里
〔

天
193-4

SB7200

埋土中28

須恵器

杯A 杯音S 外面 Pイ立 □ 里
〔

128

SB7200

床下 3

軟質須恵器

杯A 杯 部 外面 正位 9 里
小

178
SB7200

下層 2

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正 位 乃 里

¨
「丙」

188-11

SB7200

炭層 2

黒色土器A
鉢A 鉢音S 外面 Pイ立 □ 里

小

SB7202

床下 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 正位 半 里

小
半

189-8 161-7

SB7202

床下 2

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 正位

上 朱 上
189-3

182
SB7203

No8
黒色土器A
杯Aa 杯音S 外 面 正位 八 里

小

117-24

186-2

159-9

SB7203

No20

土師器

小型甕D 体 部 外 面 正位 % 朱 福
117-30

193-5

カラー写真

PL-4

SB7203

No22
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位 十 里

（
「井」

117-25

189-12

SB7203

No27
黒色土器A
杯Aa 杯菩Б 外 面 P位 □ 里

（
138

186
SB7203

埋土中 9

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 ?位 □ 里

小

SB7209

埋土中 1

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外 面 正位

イ 里
¨

121-15

187-1

159-6

SB7218

埋土中 1

黒色土器A
杯Ae 杯 部 外 面 正位

外 里
（

「音」か
122-22

187-4

SB7218

埋土中 5

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音

`

外 面 正位
り孔 里

¨
142

SB7218

埋土中19

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正位 乱 里
〔

122-23

188-2

SB7218

埋土中20

須恵器

杯A 杯音

`

外面 正位
ノヽ_ 里

（

SB7218

埋土中21

須恵器

杯A 杯音5 外面 倒位
/、

里
小

193
SB7221

No2
黒色土器A
杯Aa 杯音6 外面 倒位

の 里
¨

の 146
123-16

191-9

SB7221

埋土中13

黒色土器 B
皿 Bか椀 底部 外面 □ 朱

SB7222

No4
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 正位 □ 里

小

SB7222

埋土中19

須恵器

杯A 杯 部 外 面 正位
可L 朱

SB7259

埋土中 7 古墳前期

須恵器

杯Ad 杯音

`

外 面 正位 漁 里
〔

188-1 160-1

SB7263

No18
須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正位
り|∈

里
小

127-17

188-4

SB7265

No5
黒色土器A
杯Af 杯音5 外 面 正位

一刀 里
¨

「刀」か

SB7265

埋土中11

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

〔

SB7265

埋土中12

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 ?イ立 □ 里

（

325
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202
SB7265

埋土中13

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外面 P位 □ 里

小
155

SB7265

埋土中34

須恵器

杯A 杯音6 外面 正 位
れ 里

（
「爪」か

SB7266

埋土中 7

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 正位
タ
ロ

里
〔 宮

128-6

183-1

158-1

SB7273

Nol
黒色土器A
杯Ae 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

小
158

SB7273

ピット4-2

須恵器

杯Ad 杯菩S 外面 ?位 □ 里
¨

SB7273

埋土中 7

須恵器

杯 A 杯菩S 外面 正 位

ニ 里
小

SB7273

2層 10

須恵器

杯A 杯音6 外面 P位 □ 里
小

SB7279

埋土中16

黒色土器 A
杯Aa 杯音6 外面 Pイ立 □ 里

小

SB7280

先行 トレンチ 2

須恵器

杯A 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里
小

SB7287

No3
須恵器

杯Ad 杯 部 外 面 正位
里
〔

「音」か

212
SB7301

No2
須恵器

杯Aa 杯音6 外 面 倒位 応 里
（

成
130-6

190-9

161-9

底部 外 面 淑 里
小

成
190-9

214
SB7305

Nol
黒色土器A
杯Aa 杯 部 外 面 倒 位 小 里

（
△
ロ

130-8

191-7

162-6

SB7313

フク±13

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正位
几 里

ヽ

SB7314

No17
須恵器

杯A 杯部 外 面 正位 軋 里
小

130-17

185-5

217
SB7326

掘り方 トレンチ

黒色土器A
杯Aa 杯音6 外面 P位 □ 里

小

218
SB7331

フク Ll
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 P位 □ 里

小

131-37

190-8

SB7354

No9
黒色土器A
杯Aa 杯音6 外 面 ?位 □ 里

小

132-20

190-6

220
SB7404

Nol
黒色土器A
杯Ae 杯音6 外面 正位

ニ
ロ

里
（

136-14

193-3

221
杯音5 外 面 正 位

里
〔

136-14

193-3

162-14

222
SB7404

カマ ド6

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

二
Ｌ

里
（

「音」か

223
SB7404

埋土中4

黒色土器A
杯Aか椀 杯音5 外 面 正位

困 里
い 「円」か

224
SB7404

埋土中 9

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 倒位

考 里
¨

225
SB7404

埋土中10

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位

ル
ロ

里
（

427

SB7404

埋土中18

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 ?イ立 □ 里

小

227
SB7404

埋土中19

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

（

228
SB7404

埋土中38

須恵器

杯Ad 杯音Б 外面 Pイ立 □ 里
（

SB7404

埋土中42

須恵器

杯A 杯菩5 外 面 倒 位
ん 里

小
更 420

183-6

SB7405

埋土中 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 P位 □ 里

〔

231
SB7409

埋土中

須恵器

杯A 杯音5 外 面 ?イ立 □ 里
（

422

326



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類と時期区分

232
SB7416

No15

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位 商 里

一
丙

138-17

188-7

160-8

SB7416

No21

土師器

杯A 杯音5 外 面 正位 困 里
〔 囚 425

138-16

190-1

SB7416

煙道内

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 P位 □ 里

〔

235
SB7422

No17
黒色土器A
杯Aa 杯音6 外 面 正位 た 里

¨
九

139-18

193-2

SB7422

No36
軟質須恵器

杯A 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里
ヽ

237
SB7422

埋土中81

須恵器

杯B 底 部 外 面
二ヽ 里

（
「主」か 436

238
SB7422

埋土中87

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 ?イ立 □ 里

小

SB7422

埋土中88

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小

SB7422

埋土中89

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

¨

SB7422

埋土中90

黒色土器A
杯Aa 杯音6 外 面 ?イ立 □ 里

（

242
SB7422

埋土中91

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 倒位

里
（

139-9

187-10

SB7422

炭化物層下No5
黒色土器 A
杯 A椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

（

244
SB7427

No15
黒色土器A
杯Aa 底 部 外 面 全 里

〔
「金」か

191 162-1

245
SB7427

埋土中 3

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 ?イ立 □ 朱

SB7427

埋土中 6

土師器

杯 Aか椀 杯音6 外 面 ?位 □ 里
（

247
SB7437

埋土中 3

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 正位

ナ
Ｆ 里

小
「南」

SB7459

埋土中 1

土師器

杯G 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里
（

SB7469

カマ ドNol
黒色土器A
杯Ae 杯音6 外 面 正 位

ニ 里
（

142-14

187-15

杯音S 外 面 正位
ユ
ロ

里
小

58
187-15

杯音5 外 面 正位 □ 里
〔

58

杯音Б 外 面 正位 □ 里
（

SB7477

埋土中15

黒色土器 A
皿 Bか椀 底 部 外 面 □ 朱

254
SB7479

埋土中 3

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

′ヽ
里
¨

255
SB7523

埋土中 3

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

小

256
SB7531

埋土中 3 古墳前期

須恵器

杯A 杯音5 外 面 正位 入 里
小

257
SB7532

Nol
須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正位
イ 里

〔

144-6

187-7

SB7534

No5
黒色土器A
杯Ae 杯音

`

外面 正位 壼 里
小

144-17

193-9

259
杯音Б 外面 倒位

里
（

SB7534

No6
須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 倒位 含 里
小

66
144-19

193-11

162-4

SB7534

埋土中 6

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 ?位 □ 里
（

SB7537

埋土中 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯菩6 外 面 ?位 □ 里

（

327
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263
SB7551

埋土中 4 4～ 5

黒色土器 A
杯Aa 杯音5 外 面 正位

ノ ｀ 里
〔

SB7552

No6
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 汽 里

小

146-18

185-3

265
SB7552

No8
黒色土器 A
杯Aa 杯音6 外面 正位 ハ

里
〔

146-16

185-1

SB7552

No9
黒色土器A
杯Aa 杯音S 外 面 Pイ立 □ 朱

杯音6 外 面 倒 位
¬ 里

〔

146-17

188-12

SB7552

Noll

黒色土器A
皿B 皿部 外面 倒 位 み 朱

146-22

185-2

269
SB7552

埋土中47

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正 位

ノ b 里
小

SB7552

埋土中48

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位 几 里

〔

SB7552

埋土中49

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

小

272
SB7559

埋土中 8先

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

小

SB7587

カマ ド内 3

須恵器

杯Ad 杯音S 外 面 正位 □ 里
（

145-23

274
SB7601

埋土中 5

土師器

杯 Aか椀 杯音6 外面 倒 位
右 里

（
有

193-8

275
SB7601

埋土中 6

黒色土器 A
椀 椀音5 外 面 倒 位

ノト 里
¨

192-5

SB7608

RIL中

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小

277
SB7610

No3
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正 位 ル

里
小

147-21

185-6

159-10

SB7610

No7
黒色土器 A
杯Aa 杯音5 外 面 正位 t 里

〔

147-22

185-11

279
SB7698

埋土中 1 弥生後期

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外面 正位 木 里

小
琴

158-9

SA/17005

埋土中 1

黒色土器 A
杯Aa 杯音6 外 面 上倒位

ム
曖

里
（

149-3

187-8

159-7

杯音5 外 面 下倒位
ヽ 里

（
又

282
ST7028

ピット2

黒色土器A
杯Aか椀 杯 部 外面 P位 □ 里

い

SD6008

埋土中 5 6～ 10

須恵器

杯Ad 杯部 外 面 正位
六 里

¨
大

284
SD7001

No5 7～ 8

須恵器

杯Ad 杯音S 外面 正位 奈
里
¨

「合」か 336

285
SD7001

埋土中 9 7～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯部 外 面 正位 ′

里
（

SD7001

埋土中20 7～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外面 P位 □ 里

い

287
SD7001

埋土中29 7～ 8

須恵器

杯A 杯 部 外面 P位 □ 里
小

288
SD7002

No5 7～ 8

黒色土器 A
杯Aa 杯音5 外 面 正 位 ∴ 里

（

151-8

186-8

159-11

SD7002

埋土中32 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正 位 4 里

小

163-8

290
SD7002

埋土中33 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 正位 t 里

ヽ

SD7002

埋土中34 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外面 正位

里
小

292
SD7002

埋土中35 7～ 8

黒色土器 A
杯Aa 杯音5 外 面 正位

奈 里
〔

328
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SD7002

埋土中36 7～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 アイ立

里
小

347

SD7002

埋土中37 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 Pイ立 □ 里

〔
348

295
SD7002

埋土中59 7～ 8

土師器

杯 Aか椀 杯音6 外 面 アイ立 □ 里
〔

349

296
SD7006

Nol 5～ 7
締
Ａｄ
須

杯 杯音S 外 面 正位 ケ 里
¨

長

5～ 7 杯音Б 外 面 正位 ケ 里
小

長

298
SD7006

No28 5～ 7

須恵器

杯Ad 杯音6 外 面 正位 十 里
〔

153-35

187-6

299
SD7006

埋土中89 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小
447

SD7006

埋土中121 5～ 7

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外 面 ?イ立 □ 里

（
448

SD7006

埋土中200 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音

`

外 面 正 位 牛 里
（

352
163-9

SD7006

埋土中201 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正 位

魚 里
（

来
191-3 162-5

303
SD7006

埋土中202 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外面 正位 ∴ 里

小
354

193-6 162-16

SD7006

埋土中203 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外 面 Pイ立 □ 里

（
355

SD7006

埋土中204 5～ 7

黒色土器A
杯Ae 杯音Ь 外面 正位 κ 里

（
「厨」 356

152-32

190-11

162-17

306
5～ 7 杯音5 外 面

寸 里
小

寸 356
190-11

SD7006

埋土中205 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小

SD7006

埋土中206 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

豊
里
小

SD7006

埋土中207 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外面 正位 拳

里
小

琴

SD7006

埋土中208 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小
359

SD7006

埋土中209 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外 面 正位

里
小

SD7006

埋土中210 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 ?位 □ 里

小

SD7006

埋土中211 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位 挙 里

小
琴

184

SD7006

埋土中212 5～ 7

黒色土器A
杯Ae 杯音6 外 面 正位 本 里

小
琴

152-31

183-7

159-5

315
SD7006

埋土中213 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音

`

外 面 Pイ立 □ 里
小

SD7006

埋土中214 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

小

SD7006

埋土中215 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小

SD7006

埋土中216 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯菩

`

外面 ?イ立 □ 里
¨

SD7006

埋土中217 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 ?位 □ 里

小

320
SD7006

埋土中470 5～ 7
締
Ａｄ
須

杯 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里
小

SD7006

埋土中471 5～ 7

須恵器

杯A 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里
（

322
SD7006

埋土中472 5～ 7

須恵器

杯Ad 杯音6 外面 Pイ立 □ 里
（

323
SD7006

埋土中473 5～ 7

須恵器

杯A 杯音5 外 面 ?イ立 □ 里
小

372

329
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324
SD7006

埋土中474 5～ 7

須恵器

杯Ad 杯音S 外 面 P位 □ 里
小

373
153-34

325
SD7006

埋土中475 5～ 7

須恵器

杯Ad 杯菩5 外 面 正位
|ヨ

里
（ □

153-36

326
SD7006

埋土中476 5～ 7

須恵器

杯Ad 杯音6 外 面 ?イ立 □ 里
小

327
SD7006

埋土中477 5～ 7

須恵器

杯A 杯音Б 外面 正位
上
ロ

里
小

376
187

328
SD7006

埋土中478 5～ 7

須恵器

杯A 杯音Б 外面 ?イ立 □ 里
小

377

SD7007

Nol 2～ 7
諦
Ａｄ
須

杯 杯音5 外 面 正位 圏 里
小

「□」か 378
155-29

184-10

SD7007

埋土中 1 2～ 7

黒色土器 A
杯Aa 杯音6 外 面 正位 □ 里

小
165

SD7007

埋土中 2 2～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外 面 P位 □ 里

小

SD7007

埋土中36 2～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外面 正位

里
小

379

SD7007

埋土中37 2～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 倒位 □ 里

小

SD7007

埋土中38 2～ 7

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 左横位

ノ1lt_′
里
小

155-8

185-10

SD7007

埋土中39 2～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 正位 困 里

小 円

2～ 7 杯音Ь 外面 倒位 □ 里
〔

382

SD7007

埋土中75 2～ 7
謎
Ａｄ
須

杯 杯音5 外 面 ?位 □ 里
（

155-30

338
SD7010

埋土中4 2～ 5

黒色土器A
杯Af 杯菩5 外 面 正位 イ 里

〔 「方」 427
192-10 162-11

SD7016

埋土中 1 弥生後期

須恵器

杯 A 杯 部 外 面 正位
□ 里

小
384

SD7023

埋土中 7 7～ 10

黒色土器A
杯Aa 杯音6 外 面 正位

里
¨

「有」か
156-20

192-4

7～ 10 杯 部 外 面 正位 ぬ 里
小

「有」

SD7031

埋土中 1(3区 )

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 正位

ニ 里
¨

SD7031

埋土中 1(4区 )

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 正位
十 里

〔
「十」

157-5

SD7032

砂層中 2 7～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 ?位 □ 里

〔

345
SD7032

第1層 2 7～ 8

土師器

杯 Aか椀 杯音Б 外面 正位 え 里
（

SD7036

埋土中 8

黒色土器A
杯Ae 杯音Б 外 面 P位 □ 里

（

347
SD7037

埋土中 2

須恵器

杯Ad 杯 部 外面 正位

上 里
〔

157-19

187-5

348
SD7038

埋土中 6 7～ 8

黒色土器B
皿Aか皿B 皿部 外 面 正位 几 朱

カラー写真

PL-4

349
SD7039

No8 2～ 7
課
Ａｄ
須

杯 杯音S 外 面 正位 本 里
（

琴

SD7039

埋土中19 2～ 7

土師器

杯Aa 杯音5 外面 正位
二 里

小

158-13

192-3

SD7039

埋土中74 2～ 7

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位

ノゝ 里
（

158-11

186-4

352
2～ 7 杯音5 外 面 正位

ノ
‐
し 里

〔

353
SD7039

埋土中75 2～ 7

黒色土器 A
杯Aa 杯音6 外面 正位 図 里

小 因
158-10

190-2

161-5

330



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類と時期区分

354
SD7039

埋土中76 2～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 正位 几 里

（
173

355
SD7039

埋土中77 2～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 倒位 □ 里

小
174

356
SD7039

埋土中78 2～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外面 正位 八 里

小
175

357
SD7039

埋土中79 2～ 7

黒色土器A
杯Aa 杯音S 外 面 Pイ立 □ 里

（
176

SD7039

埋土中134 2～ 7

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 左横位 孔
里
〔 更

158-39

183-4

158-4

359
SD7039

埋土中138 2～ 7

須恵器

杯Ad 杯音6 外面 Pイ立 □ 里
小

434
158-37

SD7039

埋土中220 2～ 7

須恵器

杯Ad 杯音Ь 外 面 正位
ユ
′

里
小

177
158-38

187-9

SD7039

埋土中222 2～ 7

須恵器

杯A 杯音5 外面 正位
ル 里

小
178

SD7039

埋土中223 2～ 7

須恵器

杯A 杯音5 外面 Pイ立 □ 里
小

179

SD7040

埋土中 1

黒色土器A
杯A 杯音Ь 外 面 正位

」 し 里
〔

180

SD7040

埋土中9

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 P位 □ 里

〔
449

365
SD7040

埋土中11

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外 面 P位 □ 里

小

366
SD7041

埋土中 8 1～ 4

黒色土器A
杯Aか椀 杯 部 外面 倒位

未 里
（

「木」か

SD7042

埋土中7

須恵器

杯A 杯音S 外面 Pイ立 □ 里
小

183

SD7052

Nol 1～ 7

須恵器

杯Ad 底 部 外 面
下 里

小
「下」

189-4

SD7052

埋土中 1 1～ 7

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 正位

几 里
小

159-18

185-4

SD7052

埋土中 2 1～ 7

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里

小

SD7052

埋土中 3 1～ 7

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 正位
ウ
Ｌ

里
（

宮
159-21

183-3

158-3

SD7052

埋土中10 1～ 7

黒色土器 A
杯Aa 底部 内面 Pイ立 □ 朱 450

373
SD7052

埋土中12 1～ 7

須恵器

杯Ad 杯音Б 外面 正位
オし 里

小
86

188-3 160-3

374
SD7052

埋土中245 1～ 7

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 正位

里
〔

159-19

191-10

375
SD7052

埋土中246 1～ 7

須恵器

杯Ad 杯音Ь 外面 正位
■７ 里

¨
「宮」か

159-20

183-2

158-2

376
SD7052

上面検出 3 1～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外面 P位 □ 里

¨

SD7055

埋土中下層 1 7～ 9

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外面 正位

几 里
小

186-3

SD7055

埋土中下層 4 7～ 9

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音S 外 面 ?位 □ 里

（

SD7072

埋土中6 7～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

モ 里
小

SD7072

埋土中 7 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯音S 外 面 正位 ん 里

小

186-6

SD7072

埋土中 9 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯 部 外面 正位

ノυ 里
小

382
SD7078

埋土中 1 6～ 7

黒色土器A
杯Ae 杯 部 外 面 正位 □ 里

小

SD7080

Nol 2～ 7

黒色土器A
杯Ae 杯音Б 外 面 正位

ス 里
〔

丙
162-5

188-8

SD7080

1層 中 4 2～ 7

黒色土器A
杯Aか椀 杯音S 外 面 正位

絵 里
¨

鹿の絵
162-6

194-10

163-15
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385
SD7083

埋土中 1

黒色土器A
杯Aa 杯音6 外 面 正位 ス 里

小

162-36

186-1

386
SD7083

埋土中17

須恵器

杯A 杯音5 外 面 正位
几 里

小

SD7102

埋土中 8 5～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外面 正位 二 里

（
主

388
SK6044

埋土中 2

黒色土器 A
椀 椀音Ь 外 面 正位

ω 里
（

の
162-12

SK6044

埋土中 3

土師器

椀 椀音Ь 外 面 正位 刀
里
（

刀
163-12

191-11

SK6408

Nol 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯音6 外 面 倒 位

/1N 里
〔

437

SK7050

埋土中 中世

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 ?イ立 □ 里

（
388

SK7056

埋土中 7～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位 曰 里

小
「□」か

SK7137

埋土中 6～ 7

黒色土器A
杯Ad 杯音6 外 面 正 位 矛 里

小
琴

163-32

183-13

159-3

394
SK7154

Nol 6～ 7

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 倒 位
里 里

〔
「更」

163

SK7202

埋土中 中世

須恵器

杯A 杯音6 外 面 正 位

ユ 里
（

「音」か
187-14

SK7229

埋土中10

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外面 正位 ふ 里

小
春

164-11

191-5

162-8

SK7273

埋土中 6～ 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小

SK7302

埋土中 1 7～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外面 倒位 ユ 里

ヽ

159-13

SK7369

ピット2-埋土中 7～ 8

黒色土器 A
椀 椀 部 外 面 正位 拳゙ 里

小
「琴」 389

165-32

184-2

159-2

SK7373

埋土中 2 6～ 7

須恵器

杯Ad 杯菩6 外 面 正位 □ 里
（

SK7413

Nol 7先

軟質須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里
（

SK7414

No20

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 倒 位 オ 里

〔
「方」か

166-5

192-1

SK7433

埋土中 1

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 正 位

斉 里
小

「音」か

SK7440

埋土中フク± 3

須恵器

杯A 杯 部 外面 Pイ立 □ 里
小

SK7447

Nol 7～ 8

黒色土器 A
椀 椀 部 外 面 正位

た 里
〔

又
166-16

194-1

161-11

7～ 8 底部 外 面
え 里

小
「又」

161-12

SK7447

No9 7～ 8

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正 位

Jし 里
（

166-17

186-9

SK7995

埋土中16

軟質須恵器

杯A 杯音6 外 面 正位 茶 里
小

「琴」か

SK7995

埋土中17

須恵器

杯A 杯音S 外 面 正位
ノヨ 里

（
用

190-5

SK8142

Nol
黒色土器A
杯Aa 杯音5 外 面 正位 ∴ 里

（

167-18

185-7

SK8142

下層 1

黒色土器A
杯Aa 杯 部 外面 正 位

し 里
（

167-19

186-5

SK8142

下層 6

軟質須恵器

杯A 杯音5 外 面 正位
」 ヒ 里

¨
102

SK8145

埋土中 6～ 8

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音

`

外 面 Pイ立 □ 里
小

SK8180

埋土中

黒色土器A
杯Aか椀 杯音

`

外 面 Pイ立 □ 里
（

332
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SK8235

埋土中 1

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 正 位

民 里
¨

SK8235

埋土中 2

黒色土器A
杯A 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

小

SK8235

埋土中 8

須恵器

杯A 杯音β 外面 正位
里
小

SK8254

埋土中 7

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 ?位 □ 里

小

SK8784

埋土中(フ ク土)1 6～ 7

須恵器

杯Ad 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里
小

1-3区

第 1検出面16 古代

須恵器

杯Aa 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里
〔

1-3区

第 1検出面20 古代

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里
¨

1-4区

第 2検出面 1 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

（

2-1区

第 1検出面104 古代

土師器

杯A 杯音6 外 面 ?位 □ 里
小

36

424
2-1区

第 1検出面145 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

JIヽ 里
小

2-1区

第 1検出面146 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外面 正位 ≒ 里

小
38

194-9 163-14

2-1区

第 1検出面147 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 倒位

＼ 里
（

2-1区

第 1検出面 257 古代

須恵器

杯Ad 杯部 外 面 倒位
八 里

小
成 40

古代 底部 外 面
八 里

（
「成」か

2-1区

第 1検出面325 古代

須恵器

杯A 杯菩6 外 面 ?位 □ 里
小

2-1区

検 出面 8 古代

土師器

杯 Aか椀 杯音5 外面 P位 □ 里
小

2-1区

検 出面 9 古代

土師器

杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 Pイ立 □ 里
¨

2-1区

検 出面10 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 ?位 □ 里

小

2-1-b区

第 1検出面49 古代

須恵器

杯A 杯音6 外 面 正位
茂 里

（
「成」

2-2区

第 1検出面249 古代

黒色土器A
杯Ae 杯部 外 面 正位

里
（

193-12

2-2区

第 1検出面250 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正位

民 里
小

2-2区

第 1検出面251 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

〔

2-2区

第 1検出面252 古代

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 ?位 □ 里

（

2-2区

第 1検出面253 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位

三ヽ 里
小

王ヽ

2-2区

第 1検出面254 古代

土師器

杯 Aか椀 杯音5 外 面 ?位 □ 里
小

2-2区

第 1検出面255 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 ?位 □ 里

〔

2-2区

第 1検出面256 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 底部 外 面

十
Ｊ

里
小

寸

2-2区

第 1検出面257 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 P位 □ 里

小

2-2区

第 1検出面258 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正位

L 里
〔

2-2区

第 1検出面259 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 正位

れ
フ

里
¨

「雪」
190-10 162-7

2-2区

第 1検出面260 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 右横位

ぢ
つ

里
（

446
2-2区

第 1検出面261 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 Pイ立 □ 里

小
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No

出
土
遺
構

時

　

期

器
　
　
種

部
　
　
位

内

・
外

書

き

方

記
載
内
容

墨
　

　

色

備
　
　
考

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

そ

の

他

447
2-2区

第 1検出面262 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 Pイ立 □ 朱 120

2-2区

第 1検 出面263 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯 部 外 面 正位 月 里

（
「因か□」か

2-2区

第 1検 出面264 古代

土師器

杯 Aか椀 杯音5 外面 Pイ立 □ 里
小

122

2-2区

第 1検 出面433 古代

須恵器

杯A 杯菩6 外面 Pイ立 □ 里
¨

123

2-2区

第 1検出面434 古代

須恵器

杯A 杯音Ь 外面 正位 困 里
（

「□」か
184-11 158-11

452
2-2区

第 1検出面435 古代

須恵器

杯A 杯音6 外 面 P位 □ 里
（

2-2区

第 1検 出面436 古代

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 ?イ立 □ 里
小

454
2-3区

第 1検出面 5 古代

黒色土器A
杯Ae 杯音5 外 面 正位 拳 里

〔 琴

455
2-3区

3層上面25 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位

^

里
¨

188

2-3区

3層上面91 古代

須恵器

杯Ad 杯音

`

外 面 P位 □ 里
小

457
2-3区

3層上面92 古代

須恵器

杯A 杯 部 外 面 Pイ立 □ 里
小

2-3区
3層上面
トレンチ壁面 古代

黒色土器B
皿B 底 部 外 面

ヽ 朱 「更」

3区

3層上面78 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 倒位 翼 里

〔
392

188-6 160-5

460
3区

3層上面79 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Б 外 面 P位 □ 里

小
393

3区

3層上面80 古代

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外面 倒位 内

里
（ 丙 394

188-10

3区

3層上面81 古代

黒色土器A
杯Aa 杯音Ь 外 面 正位

〇 里
小

194-8

3区

3層上面82 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

（

464
3区

3層上面83 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音6 外 面 Pイ立 □ 里

（

3区

3層上面84 古代

黒色土器A
杯Aa 杯音5 外面 Pイ立 □ 里

〔

3区

3層上面85 古代

黒色土器B
皿B 底 部 外 面 ¬ 朱 399

190-7

3区

3層上面86 古代

黒色土器 A
椀 底 部 外面 令 朱 琴

3区

3層上面204 古代

須恵器

杯A 杯音Б 外 面 ?イ立 □ 里
¨

469
3区

3層上面205 古代

須恵器

杯A 杯音Б 外 面 Pイ立 □ 里
小

3区

検 出面13 古代

須恵器

杯A 杯音Ь 外 面 正位 牛 里
小

3区

耕作土中 2 古代

須恵器

杯A 杯音5 外 面 倒位
ノ`、 里

（

3区

耕作土中 3 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音

`

外 面 倒位
ノ少 里

（

189-13 163-3

473
BSN
一括11 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音5 外 面 正位 西 里

〔
丙

188-9 160-7

474
BSN
一括12 古代

黒色土器 A
杯 Aか椀 杯音Ь 外 面 正位

斗 里
（

BSN
一括16 古代

須恵器

杯Ad 杯 部 外 面 正位
ん 里

小



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

第621表 硯・ (朱)墨痕土器

No

出
土
遺
構

時

　

期

他

種

類

図
面
転
用

黒
塁

・
朱
墨

使
用
部
分

墨
付
着
部
分

器
種

転
用
前
の

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

No

出
土
遺
構

時

　

期

他

種

類

図
面
転
用

黒
墨

・
朱
墨

使
用
部
分

墨
付
着
部
分

器

種

転

用

前

の

台
帳
番
号

図
版
　
Ｎ。

写
真
　
Ｎ。

1
SB7001

No37 朱 墨 底部、内面

須恵器

杯Ad 墨13

99-46

197-1

SB7619

No4 朱 墨 底部、外面

灰釉陶器

皿 墨 4

SB7001

No45 黒 墨 内面全部

須恵器

杯Ad 墨 14

SB7735

埋土中17 円面硯 黒 墨 硯部分 海

須恵器

円面硯 硯 6

148-24

195-1 164-1

SB7004

埋土中(フ ク土)7 朱 墨 底部、内面

須恵器

杯Ad 墨 15

SD7001

埋土中27 朱 墨 内面全部

須恵器

杯Ad 墨20

150-26

197-2

カラー
写真

SB7007

検出面 5 朱 墨 口縁部、内面

須恵器

杯 ]塾 25

SD7001

埋土中28 朱墨 杯部、内面

須恵器

杯A ]塾 21

SB7008

埋土中57 朱 墨 底部、内面

須恵器

杯Ad 墨24

SD7002

埋土中58 朱 墨 底部、内面

須恵器

杯Ad 墨22

SB7008

埋土中63 黒 墨 底部、内面

須恵器

杯Ad 』塾26

SD7007

埋土中166 転用硯 底部、内面

須恵器

杯 B 硯13

155-34

196-7 165-1

7
SB7011

トレンチ13 朱墨 底部、外面

須恵器

杯B 墨16

SD7023

北壁中 3

７

～

１０ 転用硯 底部、内面

須恵器

杯 B 硯 3

156-30

196-2

165-3

165-4

SB7015

床下14 朱 墨 底部、内面

黒色土器A

杯Ae 』塾27

104-26

197-3

SD7023

埋土中32

７

～

１０ 朱 墨 底部、内面

灰釉陶器

椀 墨 12

SB7019

No14
7

転用硯 黒 墨 底部、外面

底部、外面

底音6、 内面

須恵器

杯 B 硯 12

105-10

195-8 164-2

SD7039

No19 転用硯 底部、内面

須恵器

杯 B 硯 11

158-50

196-6 165-2

SB7019

床下 7
7

朱 墨 底部、内面

須恵器

杯 墨17

SD7052

埋土中241 転用硯 底部、内面

須恵器

杯 B 硯 4

160-18

196-4 165-6

SB7053

No21 転用硯 黒墨 底部内面 底部、内面

灰釉陶器

椀 硯14 195-4 164-7

SD7052

埋土中242 転用硯 底部、内面

須恵器

杯 B 硯 5

160-17

196-5 165-5

SB7078

埋土中 4

弥生

後期 朱 墨 底部、内面

土師器

杯A 墨18

SD7078

埋土中 7 黒墨

杯部、内面

底部、内面

須恵器

杯Ad 』肇5

SB7078

埋土中23
姓
劉 朱 墨 底部、内面 甕 』塾19

SD7083

埋土中22 転用硯 黒 墨 底部、内面

杯部、内面

底部、内面

灰釉陶器

椀 硯 7

162-41

195-2 165-8

SB7155

埋土中13 黒 墨

底部、内面

底部、外面

灰釉陶器

椀 』壁1

SK6044

埋土中 4 転用硯 黒 墨 底部、内面 底部、内面

須恵器

杯 B 硯 1

163-14

196-3 165-7

SB7206

No2 転面硯 黒 墨 底部、内面

底部、内面

底部、外面

須恵器

杯 B 硯 8

119-19

195-7 164-3

SK7229

埋土中28 朱 墨 底部、外面

灰 釉 陶器

皿 墨 2

164-14

195-6

SB7222

サプトレンチ5 黒 墨 底部、内面

灰釉陶器

椀A 墨 11

2-2区

第1検出面443
古代

黒 墨

底部、内面

底部、外面

灰釉陶器

椀 墨 6

SB7224

No14 転用硯 黒墨 底部、内面

底部、内面

底部、外面

灰釉陶器

椀 硯 15 195-5 164-4

2-2区

第1検出面603 黒墨 底部、外面

灰釉陶器

椀 墨 7

SB7263

No19 転用硯 底部、内面

須恵器

杯 B 硯 9

127-22

196-8 164-5

2-2区

第1検出面604 黒 墨

底部、内面

底部、外面

灰釉陶器

椀 墨 8

SB7263

No20 転用硯 底部、内面

須恵器

杯 B 硯10

127-23

196-9 164-6

2-2区

第1検出面605 黒 墨 底部、内面

灰釉陶器

椀 墨 9

SB7269

埋土中 7 転用硯 朱 墨 底音6、 内面 底部、内面

灰釉陶器

椀 硯16

128-24

195-3

2-2区

第 2検出面14 朱 墨 底部、外面

黒色土器A

皿B 墨10

SB7340

埋土中 9 転用硯 底部、外面

須恵器

杯 B 硯 2

132-10

196-1 164-8

3区

4層上面10 朱 墨 底部、内面

須恵器

杯Ad 墨23

SB7619

No2 朱 墨

杯部、外面

杯部、内面

土師器

杯A 墨 3

第622表 緑釉陶器

No 遺 物 番 号 器  種 残  存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 。 焼 成 色   調 産地・系譜 台帳番号 図版No

SB7008

埋土中74

緑釉陶器

移こ? 底部 (全 )

局

底  4.2cm

内 釉十景J離

外 釉十景J離

胎 細かい

焼 良

内 オ リーブ黄

外 〃 京者6産

図

写 真

SB7041

埋土中1区 22

緑釉陶器

椀 (土器片 )

口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎 少々粗い

焼 良

内 浅黄

外 〃 猿投産
写 カラー

写真
PL-5

SB7206

埋土中32

緑釉陶器

椀 (土器片 )

口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎

焼
　
　
、

非常に細かい

良好

内 にぶい黄橙

外  〃 猿投産
写 カラー

写真
PL-5

SB7263

埋土中28

緑釉陶器

瓶か ? (土器片 )

口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ

胎 少々粗 い

焼 良

内 灰 白

外 淡黄 京者F産
写 カラー

写真
PL-5

SB7280

床下ピット3

緑釉陶器

瓶か ? (土器片 )

口

昔
同
底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎 少々粗い

焼 良

内 浅黄

外 〃 猿投産
写 カラー

写真
PL-5
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SB7404

埋土中45

緑釉陶器

椀 全体(1/2)

口 13.2cm

高 3.7cm

底 5.9cm

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ+釉

胎 細かい (小粒子含む )

焼 良

内 浅黄緑

外 淡黄緑 京都産

図  197-6

写 真

7
SD6008

埋土中上層4

緑釉陶器

椀 底部(1/2) 底 6.2cm

内 回転ナデ+釉

外 回転ナデ+釉

胎 非常に細かし

焼 良

内 暗オ リーブ

外  〃 10c近 江産

図

写 真

SD7007

埋土中(3区 )199

緑釉陶器

皿 全体(1/2)

口 13.3cm

高 2.2cm

底 5。 8cm

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

内 淡黄

外 〃 京者5産

図

写 真

SD7039

埋土中317

緑釉陶器

瓶 (土器片 )

口

一月

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎  細かし

焼 良

内 浅黄

外 〃 9c猿 投産
写 カラー

写真
PL-5

SD7055

埋土中 5

緑釉陶器

椀

口縁部(1/8) 口

昔
同
底

内 回転ナデ +釉

外 回転ナデ+釉

胎 非常に細かい

焼 良好

緑

〃

内

外 10c近 江産

図

写 真

SD7061

埋土中12

緑釉陶器

椀 底部

口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎  細かい

焼 良

内 暗オ リーブ

外 〃 10c近 江産

図

写 真

SK6097

焼炭中21

緑釉陶器

椀

口縁音S(1/8) 口 15.Ocm

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎 非常に細かし

焼 良

緑

〃

内

外 10c近 江産

図

写 真

SK6097

焼炭中22

緑釉陶器

椀 (土器片 )

口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外

胎  細かい

焼 良

内 夢建纂
リー

外 緑 灰 白 10c近 江産
写  カラー

写真
PL-5

2-1区

第1検出面353

緑釉陶器

椀 底 部

口

一局

底

内 回転ナデ+釉

外 回転ナデ十釉

胎 非常に細かい

焼 良

内 灰オリープ

外 オ リーブ褐 10c近 江産

図
写

197-13
カラー
写真
PL-5

2-1区

第1検出面354

緑釉陶器

椀 ? (土器片 )

口

昔
同
底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎 非常に細かし

焼 良好

内

外 緑 10c近 江産
写  カラー

写真
PL-5

2-1-b区

南壁S12層 No9

緑釉陶器

椀 底 部

口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎 非常に細かい

焼 良好

内 オ リーブ灰

外 〃 10c近 江産
写  カラー

写真
PL-5

2-2区

第1検出面606

緑釉陶器

椀

口縁音5(1/8) 口 12.Ocm

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎  細かい

焼 良好

内 濃緑

外  〃 10c近 江産

図
写

197-11
カラー
写真
PL-5

2-2区

第1検出面607

緑釉陶器

椀 (土器片 )

口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎  細かし

焼 良

緑

〃

内

外 10c近 江産
写 カラー

写真
PL-5

2-3区

3層 中38

緑釉陶器

蓋 (土器片 )

日

高

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ十釉

胎  細かい

焼 良

内 灰 白

外 淡黄 京都産

図
写

197-12
カラー
写真
PL-5

3区

3層上面243

緑釉陶器

椀

口縁音5(1/8) 口

一局

底

内 回転ナデ十釉

外 回転ナデ+釉

胎  細かい

焼 良

内 淡黄

外 〃 京都産
写 カラー

写真
PL-5

3区

3層上面244

緑釉陶器

椀 (土器片 )

日

高

底

内 回転ナデ +釉

外 回転ナデ十釉

胎 少々粗 い

焼 良

内 浅黄

外 〃 京都産
写 カラー

写真
PL-5

第623表 特異な内面ヘラ磨 き土器・底部木葉痕土器・不明土器

No 遺 物 番 号 器  種 残   存 接合関係 法  量 整 形 の 特 徴 胎 土 。 焼 成 色  調 産地・系譜 図版No

SB7031

Nol
(製作意図は椀 )

黒色土器A

杯Aa 全体 (2/3)

口 13.9cm

高 5.7cm

底 5.4cm

内
放 射 状 ヘ ラ ミガ キ 十横 方
向ヘ ラ ミガ キ

回転 ナ デ外

胎 細かい (小砂粒含む )

焼 良

(焼成前に高台はずれる)

内 黒色

外 にぶい褐

図 107-5

198-1

SB7227

No5

黒色土器A

全体(1/3)

No4が接合 口 14.Ocm

高 6.8cm

底 6.3cm

内
様
ラ

文

へ

丸
向

十
方

キ
横

ガ
＋

ラ
ガ

デ

ヘ
ヽヽ
手ヽ

字
ラ
グ
転

十
ｔ
回外

胎 少々粗 い (粗粒子含む )

焼 やや良

内 黒

外 にぶい赤褐

図 124-20

198-2

173-2写

SK6044

埋土中 2

(墨書Nol)

黒色土器A

椀 完 形

14.Ocm

7.5cm底

内 査ラT子鼻ガキ
+横方向

外 回転ナデ

胎  細かい

焼 良

内 黒

外 灰 白

図

SK6097

8層 中10

黒色土器A

椀 全体(1/6)

口 14.4cm

高 6.2cm

底 7.8cm

内 粗い放射状ヘラ

外 回転ナデ

ガ キ

胎 少々粗 い (粗粒子含む )

焼 良

内 黒

外 にぶい黄褐

図 163-20

198-4

173-3写

SK8050

埋土中 2

黒色土器A

杯Aa 全体(1/4)

口 13.2cm

高 3.lcm

底 5。 2cm

(内 面黒色処理 されていない
)

内 丈ラt子鼻
ガキ+横方向

外 回転ナデ

胎 少々粗 い (粗粒子含む )

焼 良

内 黒 にぶい黄橙

外 橙

図 167-12

198-5

173-4写

SK8110

埋土中 2

黒色土器A

杯Aa 全体(1/8)

口 12.4cm

高 4.6cm

底 5.Ocm

(内 面黒色処理 されていない)

内 ラセン円状ヘラ ミガキ

外 回転ナデ

胎 少々粗 い (小砂粒含む )

焼 良

内 にぶい黄橙

外 にぶい橙

図 167-21

198-6

173-5写
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SK7376

Nol

土師器

杯D 全体(3/4)

口 10.6cm

高 4.lcm

底 6.Ocm

(底部外面木葉痕 )

内 ナデ

外 ナデ

胎 細かい (石英含む )

焼 良

内 にぶい橙

外 〃

図 165-33

198-7

173-14写

SB7521

埋土中 2

土師器

雀ヨヽP

口縁さ音S(1/8) 口 20.Ocm

高

底

内 輪づみ痕 十ナデ十 ミガキ

外 輪づみ痕 +オ サエ十ナデ

胎

焼

少々粗 い (小砂粒 を含む )

良

内 暗赤褐

外 にぶい橙 写

2-3区

2層上面29

土師器

鉢

口縁t音 6(1/8) 口 20.Ocm

高

底

内

外

胎 細かい (小砂粒 を含む )

焼 良

内

外

黒褐

にぶい赤橙 写 174-2

3区

3層上面371

土師器

小型甕X

口縁tttS(1/6) 口 19.Ocm

局

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 非常に細かい

焼 良好

内 黒

外 黒褐 写 174-3

3層上面372

土師器

小型甕X

口縁部(1/8) 口

一局

底

内

外

回転ナデ

回転ナデ

胎

焼

非常に細かい

良好 灰

里
　̈
里
¨

内

外 写 174-4

SB7528

埋土中 2

土師器

小型甕X

口縁部(1/8) 口 18.4cm

底

内 回転ナデ

外 回転ナデ

胎 細かい

焼 良

内 灰黄褐

外 〃 写 174-5

第624表 紡錘車

No

出
土
遺
構

時

　

期

材

　

　

質

残

存

度

形
　

　

態

長

　

　

径

短
　
　
径

厚
さ
（長
さ
）

重
　
　
日亘

そ

の

他

台
帳
番
号

図

　

　

版

写

　

　

真

SB7015

カマ ド内
古代 鉄 軸 鉄製品 0.35cm 0.3cm 6.5cm 1.58g

SB7041

床下
古代 鉄 ほぼ完形 鉄製品 5。 3cm 0.5cm 0.35cm 8。 73g

SB7147

埋土中 6
弥生後期 土師質製

１

一
２

土製品 5。 7cm 1.2cm
28-11

199-2
166-11

SB7187 不 明 鉄 軸 鉄製品 0.6cm 0.5cm 11.9cm 6.32g 212-6

SB7191

Nol 弥生後期 滑石製 完 形 石製品 4.3cm 0.9cm 1.05cm 28.Og
31-11

199-3
166-2

SB7191

No2 弥生後期 土師質製 完形 土製品 5。 4cm 0.6cm 1.40cm
31-12

199-4
166-5

SB7215

No6 古墳後期 (7C) 須恵質製 ほぼ完形 土製品 5.1cm 0.6cm 2.3cn 60.Og
122-10

199-10
166-16

SB7215

No7 古墳後期 (7C) 土師質製 ほぼ完形 土製品 4.Ocm 0.7cm 1.9cm 42.Og
122-11

199-11
166-15

SB7220

No9 古代 鉄 ほぼ完形 鉄製品 4.9cm 0.Scm 0。 4cm 212-10

SB7226

No7 弥生後期 〔赤雹基診
１

一
４

土製品 6.Ocm 1.8cm 199-5 166-7

SB7256

埋土一層
古墳前期 土師質製

１

一
４

土製品
推定

1.5cm

69-7

199-8
166-8

SB7256 古墳前期 土師質製
１

一
３

土製品
推定

5。 9cm
1 .Ocm

69-8

199-7
166-12

SB7269

Nol 古代 鉄

２

一
３ 鉄製品

推定

5。 2cm
0.5cm 0.25cm 12.79g

SB7287 古代 鉄 完 形 鉄製品 4.6cm 0.6cm 0.5cm 14.85g

SB7314 古代 鉄 ほぼ完形 鉄製品 4.5cm 0.3cm 0。 25cm 5。 36cm 油音5あ り 212-8

SB7343

フク± 4
混 入

1変紺
片

完形 土器片製品 4.lcm 0.5cm 0。 9cm 16.Og 199-12 166-6

SB7412 古代 鉄 完 形 鉄製品 5。 8cm 0.5cm 0.6cm 17.38g

SB7423

No4
混 入 土師質製 完 形 土製品 5。 lcm 0.6cm 1.2cm 31.Og 199-13 166-4

SB7494 古墳前期 土師質製
１

一
３ 土製品

推定

5。 Ocm
0。 6cm

72-18

199-9
166-14

SB7537 古代 鉄

１

一
２ 鉄製品

推定

4。 4cm
4.Ocm 0。 3cm 4.75g

SB7595 古代 鉄 軸 鉄製品 0.4cm 0.4cm 4.6cm 1.48g 212-3

SB7605 古代 鉄 軸 鉄製品 0。 7cm 0.25cm 23.4cm 15.53g 212-1



第 3章 出土遺物

No

出
土
遺
構

時

　

期

材

　

　

質

残

存

度

形
　

　

態

長
　
　
径

短
　
　
径

厚
さ
（長
さ
）

重

　

　

量

そ

の

他

台
帳
番
号

図

　

　

版

写

　

　

真

SB7655

No13
弥生後期 〔崇雹基彰 ほぼ完形 土製品 6.4cm 0.8cm 1.2cm 47.Og

29-23

199-6
166-3

弥生中期 土師質製 完 形 土製品 3.8cm 0。 4cm 0.8cm 12.Og
3-13

199-1
166-1

SD7007

B
混 入 土師質製

１

一
４

土製品 199-14 166-9

SD7042

埋土中22
混 入 土師質製

１

一
４

土製品
推定

6.5cm
1.2cm 199-15 166-13

2-1-b区

南壁セクションNol
鉄 軸 鉄製品 0。 25cm 0。 25cm 2.8cm 0.29g 217-7

2-2区

第 1検出面
鉄 軸 鉄製品 0.3cm 0.3cm 2 -Tcm 0。 23g

3区

3層上面378
混入

土師質製

赤色塗彩

１

一
２

土製品 5。 2cm 1.2cm 199-16 166-10

4区

水 田面
鉄 軸 鉄製品 0.4cm 0.Zcn 2.8cm 0.86cm

第625表 土錘・石錘

No

出
土
遺
構

時

　

期

材
　

　

質

残

存

度

形
　

　

態

長
径
と
幅

穴
の
直
径

最

　

大

穴
の
直
径

最
　
　
小

重

　

　

量

そ

の

他

台
帳
番
号

図

　

　

版

写
　

　

真

SB7001

埋土中80
古代 土師質 ほぼ完形

土製

円筒状大

(4.9)cm

2.2cm
1.2cm 1.lcm (20.0)g

99-49

200-7
167-10

SB7004 古代 土師質 完 形
土製

円筒状大

5.Ocm

3.lcm
1.2cm 1.Zcn 55,Og

101-9

200-8
168-4

SB7006

フク土
古代 土師質 完 形

土製

両すぼみ状大

6。 75cm

3.2cm
1.Ocm 0.9cm 65.Og

101-32

200-9
169-1

SB7008

No27
古代 土師質 ほぼ完形

土製

両すぼみ状大

7.4cm

2.6cm
0。 9cm 0。 9cm 48.Og

102-24

200-10
169-4

SB7011

埋土中 2区
古代 土師質

２

一
３

土製

両すぼみ状大 1 .5cm
0。 5cm 0.5cm 5

103-28

201-1
169-12

SB7013

No49
古代 土師質 ほぼ完形

土製

両すぼみ状大

7.5cm

2.6cm
1.Ocm 0.8cm 50.Og

104-18

201-2
169-5

SB7019

No5
古代 土師質 完形 土製円筒状大

5.1cm

2 -Bcn
1.3cm 1.Ocm 37.Og

105-12

201-3
168-10

SB7026

Nol
古代 土師質 完 形 土製円筒状大

5.1cm

3.3cm
L.Zcm 0.8cm 65.Og

105-28

201-4
168-8

SB7026

埋土中18
古代 土師質 土錘片 土製

SB7041

埋土中 1区23
古代 土師質 完 形

土製

両すぼみ状小

4.6cm

2。 3cm
1.Ocm 0。 7cm 20.Og

107-33

201-7
169-8

SB7041

埋土中 1区24
古代 土師質 ほぼ完形

土製

円筒状大

5。 8cm

2.8cm
1.4cm 1.2cm 44.Og

107-34

201-6
168-9

SB7041

埋土中 1区25
古代 土師質 完形 土製両すぼみ状

3.Ocm

l.7cm
0.4cm 9.Og

107-32

201-8
169-11

SB7053

No16
古代 土師質 完形 土製両すぼみ状

6。 7cm

3.Ocm
0.9cm 0.8cm 50.Og

108-19

201-5
169-3

SB7082

入ロピット内
弥生後期 軽石製

１

一
２ 軽石

7.Zcm
3.5cm

21-18

200-4
170-5

SB7082

入ロピット内
弥生後期 石 製 完 形 石

7.4cm
61.Og

21-19

200-3
170-9

SB7128 弥生後期 土師質

１

一
４

土製

両すぼみ状小

3.6cm

SB7256

1層
弥生後期 〔羞罫轟言 ほぼ完形 土器片 44.Og 200-5

SB7272

ピット1
弥生中期 土師質 完 形

土製

円筒状大

5.Ocm

3.2cm
1.Ocm 0.9cm 58.Og

1-2

200-2
168-6

SB7348 古代 土師質 完 形
土製

両すぼみ状小

3.4cm

1.4cm
0.4cm 0.3cm 5.Og

132-19

201-9
169-10

SB7398

Nol
古代 須恵質 ほぼ完形

土製

円筒状大

4。 4cm

5.7cm
2.4cm 1.8cm 146.Og

136-1

201-10
170-7

SB7422

No7土 器付近
古代 土師質 ほぼ完形

土製

両すぼみ状大

7 .Zcn

3.1cm
1.lcm 0.8cm 65.Og

139-18

201-11
167-3

SB7426 古代 土師質 完 形
土製

円筒状大

7.8cm

3.15cm
l.1cm 0.9cm 76.Og

137-21

201-12
167-2

338
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SB7478

Nol
古代

デイサイト

(緑簾石を含む)

完 形
石

両すぼみ状大

5。 3cm

2.6cm
0.9cm 0.9cm 46.Og

143-11

201-13
168-14

SB7478

No2
古代 土師質

２

一
３

土製

両すぼみ状大

9.Zcn

6. 8cm
0。 7cm 284.Og

143-10

201-14
170-1

SB7486

Nol
古代 土師質 完形

土製

円筒状大

5。 4cm

3.3cm
1.2cm 1.2cm 61.Og

143-16

202-2
168-1

SB7486

No2
古代 土師質 完 形

土製

円筒状大

5. 8cm

3.3cm
1.4cm 1.4cm 54.Og

143-17

202-1
168-5

SB7519

No5
古代 土師質 完 形

土製

円筒状大

6.4cm

3.5cm
1.3cm 1.3cm 75。 Og

143-24

202-3
167-6

SB7533 古代 土師質 完 形
土製

円筒状大

8.6cm

3.7cm
1.7cm 1.4cm 139.Og

144-8

202-4
167-1

SD7001 古代 土師質 ほぼ完形
土製

両すぼみ状大

5.9cm

3.Ocm
1.2cm 1.2cm

150-33

202-5
169-2

SD7006 古代 土師質 完形
土製

円筒状大

6.lcm

3.Ocm
1.lcm 1.Ocm 56.Og

154-24

202-7
167-7

SD7006 古代 土師質 ほぼ完形
土製

円筒状大

6.Ocm

3.lcm
1.2cm 1.Ocm 59.Og

154-25

202-6
168-2

SD7007 古代 土師質 完 形
土製

円筒状大

5。 5cm

3.2cm
1.3cm 1.lcm 56.Og

155-12

202-18
168-3

SD7011 古代 土師質
１

一
２

土製

両すぼみ状大 3.4cm
1.2cm 1.Ocm

156-15

202-9
168-12

SD7038 古代 土師質 ほぼ完形
土製

両すぼみ状小

5.lcm

l.4cm
0.5cm 0.5cm 10.Og

157-22

202-10
169-14

SD7038 古代 土師質 ほぼ完形
土製

両すぼみ状ガ

5.5cm

l.3cm
0。 5cm 0.5cm 8.Og

157-23

202-11
169-15

SD7039 古代 土師質
１

一
３

土製

円筒状大
1.Ocm

SD7052

Nol
古代 須恵質 完 形

土製

円筒状大

5。 9cm

4。 3cm
1.7cm 1.5ёm 125.Og

159-13

202-12
168-11

古墳前期 土師器 完 形
土製

円筒状大

7.Ocm

3.Zcn
1.2cm 1.lcm 76.Og

88-7

200-6
167-5

SK6432

埋土中
古代 須恵質 完形

土製

円筒状大

6.2cm

3.lcm
1.4cm 1.2cm 59.Og

163-37

202-13
168-13

SK7330

埋土中
古代 土師質 完形

土製

両すぼみ状大

4.7cn

2.Scn
1.Ocm 0.8cm 29.Og

165-7

202-14
169-7

SK7414

フク土一括
古代 軽石製 ほぼ完形

軽石

砲弾形
1.Ocm 0。 9cm 20.Og

166-10

202-15
170-6

2-1-b区
第 2検出面

東側 6
古代 土師質

３

一
４

土製

砲弾形

(4.0)cm

4。 lcm
0.8cm 0。 6cm 203-4 170-3

2-1区

第 2検出面
古代 土師質

１

一
２

土製

両すぼみ状小 2.2cm
0.6cm 0.6cm 203-3 169-9

2-1区

下層北壁 5層
古代 土師質

土製

両すぼみ状大

6.Ocm

4.3cm
0.4cm 0。 4cm 56.Og

9-12

200-1
170-2

2-2区

第 1検出面
古代 土師質

２

一
３

土製

円筒状大 2.6cm
0。 8cm 0.6cm 203-1 167-9

2-2区

第 1検出面
古代 土師質

２

一
３

土製

両すぼみ状大 2.9cn
0.9cm 0。 9cm 203-2 167-8

3区

3層上面
古代 土師質 ほぼ完形

土製

両すぼみ状小

4.5cm

l.6cm
0。 6cm 0.5cm 9.Og 203-9 169-13

3区

3層上面377
古代 土師質 土錘片

土製

円筒状大

3区

3層上面
古代 土師質 ほぼ完形

土製

両すぼみ状小

5。 7cm

2.lcm
0。 7cm 0.6cm 22.Og 203-8 169-6

3区

3層上面
古代 土師質 完 形

土製

両すぽみ状大

5.Ocm

2.9cm
1.lcm 1.Ocm 44.Og 203-6 168-7

3区

3層上面
古代 土師質 完形

土製

両すぼみ状大

7 .6cn

3.Ocm
0.9cm 0。 9cm 203-7 167-4

3区

一括55
古代 土師質

１

一
４

土製

両すぼみ状大

3区

検 出面
古代 土師質

１

一
４

土製

円筒状大

(3.0)cm

3.lcm
0.3cm 0。 3cm 203-5 170-4

339



第 3章 出土遺物

第627表 土器片製半円板

第626表 土器片製方形板 0不整形板

No

出
土
遺
構

時
　
　
期

土
器

の
器
種

加
工
前
の

表
面

の
状
況

残

存

度

長
　
　
径

短
　
　
径

厚

　

さ

重

　

　

量

そ

の

他

台
帳
番
号

図

　

　

版

写
　
　
真

SB7004

埋土中一括

須恵器甕

クト音Ь
敲 き文 土器片 7 .6cn 7.6cm 0.8cm 74.lg

101-10

203-10

3区

3層上面360 体音F
赤色塗彩 土器片 5。 8cm 5.1cm 0.6cm 29.7g 203-11

3区

3層上面361 体 部
赤色塗彩 土器片 3.9cm 3.3cm 0.6cm 10.lg 203-12

3区

3層上面362

一空
僻

赤色塗彩 土器片 4.Ocm 3.3cm 0.6cm 12.9g 203-13

5
3区

3層上面363

甕
鶴

波状文 土器片 4.5cm 2.9cm 0.6cm 10.6g 203-14

No

出
土
遺
構

時

　

期

土
器

の
器
種

加
工
前
の

表
面

の
状
況

残

存

度

長
　
　
径

短
　
　
径

厚

　

さ

重

　

　

量

そ

の

他

台
帳
番
号

図
　
　
版

写

　

　

真

SB7002 甕
榔

波状文
１

一
２ (3.1)cm 3.4cm 0.5cm 8.3g

SB7014 甕
鶴

波状文 完 形 6.8cm 4.2cm 0.7cm 38.9g 204-28

SB7077 一霊
僧

赤色塗彩 完 形 5.Ocm 3.2cm 0。 7cm 16.Og 387

SB7079 鉢

体部
赤色塗彩 完 形 4.4cm 3.2cm 0.6cm 13。 7g

SB7099 部
椰

赤色塗彩 完 形 5.4cm 3.2cm 0.4cm 12.Og

SB7082 一霊
鶴

赤色塗彩 完 形 5.6cm 3.6cm 0.Scm 19.lg
21-17

204-2

カラー写真

PL-1

SB7086 甕
僧

無文 完形 5.lcm 3.7cn 0.5cm 17.6g

SB7086 一亜
借

赤色塗彩 完形 4.6cm 3.Ocm 0.6cm 12。 lg

SB7086

タト音Ь
無文 完 形 4.7cm 2.7cn 0.7cm 13.4g

SB7086 一霊
鶴

赤色塗彩 完 形 4.2cm 2.6cm 0.5cm 9.3g

SB7095 十里
儒

無文

１

一
２

6) cm 3.6cm 0.6cm 16.2g

SB7101 一霊
借

赤色塗彩 完 形 6.Ocm 4.7cm 0.5cm 29。 lg

SB7101 一璽

榔
赤色塗彩 完 形 4.Ocm 3.2cm 0。 7cm 11.5g

SB7101 一
璽

榔
赤色塗彩 完 形 4.4cm 1.7cm 0.6cm 6.4g

SB7101 一霊
儒

無文 完形 5.Ocm 2.7cm 0。 7cm 15。 lg

SB7101

体音5

赤色塗彩 完 形 4.7cm 3.lcm 0。 4cm 11.7g

SB7104

ピット4

一亜
儲

赤色塗彩 完 形 6.2cm 3.5cm 0。 5cm 18.7g

SB7104

ピット4

甕

体部
赤色塗彩 完 形 3.2cm 3.4cm 0.4cm

SB7110 鉢・壺・高杯

体部
赤色塗彩 完 形 4.Ocm 3.4cm 0.6cm 13.8g

SB7110 鉢

体部
赤色塗彩 完 形 4.3cm 2.8cm 0.5cm 10.8g

SB7126 甕 (中 期か )

体部
漏J三毛目

２

一
３ (4.8)cm 3.8cm 0.6cm 15.6g

SB7132

体 部
無文 ほぼ完形 (5。 2)cm 3.lcm 0.7cm 20。 9g



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類と時期区分

SB7140 甕

体部
波状 完 形 5.5cm 2.6cm 0.8cm 19。 8g 406

SB7143 鉢

口縁音5
赤色塗彩 ほぼ完形 5.9cm 5.Ocm 0.6cm 25。 Og

SB7147 甕
儲

無文

２

一
３ 8) cm 3.Ocm 0.7cm 16.3g

SB7147

体音6
赤色塗彩

３

一
４ (3.7)cm 2.7cm 0.5cm 9.lg

SB7147

体部
赤色塗彩 完 形 6.Ocm 4.5cm 0.5cm 25.7g

SB7151 一霊
健

生
小

完 形 4.2cn 3_7cm 0.6cm 14.6g

SB7162

体 部
赤色塗彩 完 形 4.8cm 2.5cn 0。 7cm 18.8g 204-3

SB7163

No4 体 部
赤色塗彩 ほぼ完形 (5。 6)cm 4.Ocm 0.6cm 20。 3g

SB7177 一空
儒

赤色塗彩 完 形 4.5cm 2.7cm 0。 5cm 11.6g

SB7190 一霊
儒

赤色塗彩 完 形 5。 lcm 3.2cm 0.4cm 15.7g

SB7193

床直上 体音6
赤色塗彩 完形 4.5cm 2.7cn 0.6cm 12.9g

SB7195 一亜
儒

赤色塗彩 完形 5.Ocm 2.6cm 0.6cm 11.7g

SB7198 一亜
僻

無文 完形 5.6cm 3.Ocm 0.6cm 17.Og

SB7203 一亜
鶴

無文

３

一
４

3) cm 2.6cm 0。 6cm 10.5g

SB7206

体音5
赤色塗彩 完 形 5。 2cm 3.7cm 0.5cm 11.7g

SB7209 土師器甕

底部
無文 完 形 6。 7cm 4.Ocm 0.4cm 29。 3g

SB7213

埋土中

杯

部

高

脚
赤色塗彩 完 形 5. lcm 3.2cm 0.6cm 14.7g

SB7213

床下
一霊
僧

赤色塗彩
１

一
２ (3.5)cm 2.8cm 0.6cm 12.5g

SB7216

体 部
赤色塗彩 完 形 5。 8cm 3.Ocm 0。 8cm 20.3g

SB7220 一霊
儒

赤色塗彩 完 形 5。 7cm 3.Scm 0.5cm 14。 2g

SB7223

埋土中

土師甕

体音Ь
無文 完 形 4.3cm 3.2cm 0。 7cm 18.Og

SB7223

埋土中 体 部
赤色塗彩 完 形 4.3cm 3.2cm 0。 8cm 15.Og

SB7228

体 部
赤色塗彩 完 形 3.7cm 2.4cm 0.5cm 6。 9g 326

SB7228 一霊

榔
赤色塗彩

１

一
２ 6) cm 2.5cm 0.4cm 5.5g

SB7230 一霊
僧

赤色塗彩
３

一
４ o) cm 3.Ocm 0.6cm 12.6g

SB7230 鉢

体部
赤色塗彩

３

一
４ 8) cm 1.8cm 0。 6cm 5.8g

SB7235

埋土中
一霊
健

赤色塗彩 ほぼ完形 6) crn 3.4cm 0.7cm 18.5g

SB7235

床下
一里
儲

赤色塗彩
１

一
２

2.7cm 0.6cm

SB7235

埋土中

高杯

口縁部
赤色塗彩 完 形 5.Ocm 3.Ocm 0.5cm 10。 3g

SB7239 鉢

口縁 部
赤色塗彩 完 形 4.2cm 3.Ocm 0.5cm 333

SB7246 一亜

椰
赤色塗彩 完形・

4。 4cm 2.4cm 0.6cm

SB7246 土師甕

体部
漏J三毛目

１

一
２ (217)cm 4.2cm 0。 5cm 10.2g

341
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No

出
土
遺
構

時

　

期

土
器

の
器
種

加
工
前
の

表
面

の
状
況

残

存

度

長
　

　

径

短
　
　
径

厚

　

さ

重

　

　

量

そ

の

他

台
帳
番
号

図
　
　
版

写

　

　

真

SB7250 鉢
儒

赤色塗彩 完 形 6.Ocm 3.3cm 0.6cm 20。 4g

SB7250

床
一里
鶴

赤色塗彩 完 形 3.Ocm 2.Ocm 0.4cm

SB7250 一霊
鶴

赤色塗彩 完形 3.7cm 0。 7cm 17.3g

SB7252 一霊
鶴

無文 完 形 5.Zcn 4.Ocm 0.7cm 21.8g

SB7252 甕
鶴

波状 完 形 4.5cm 3.3cm 0.6cm 18.3g

SB7252 一空
鶴

無文 完 形 5.7cm 3.4cm 0.7cm 19.3g

SB7252

体 部
赤色塗彩 完 形 6.Scm 4.8cm 0.6cm 37.4g

SB7254 一亜

榔
赤色塗彩 完 形 4。 4cm 3.7cm 0。 5cm 11.lg

SB7255 一霊
鶴

赤色塗彩
３

一
４ (0.4)cm 3.Ocm 0.4cm 11.3g

SB7255 一空
鶴

赤色塗彩
３

一
４ (5.2)cm 0.4cm 14.5g

SB7256

1層

高杯か壺か

杯部
赤色塗彩 完 形 2.8cm 0。 6cm 14.Og 346

SB7257

埋土中

鉢か

体部
無文 完 形 4.5cm 2.9cm 0.5cm

SB7258 一亜
借

無文 完 形 2.7cn 0.6cm

SB7258

1層
一空
僧

赤色塗彩 完 形 4.8cm 2.8cm 0.6cm 11.7g

SB7258 一空
儒

赤色塗彩 完 形 4.8cm 2.8cm 0.6cm 13.Og
33-11

204-9

カラー写真

PL-1

SB7258 一霊
僧

赤色塗彩 完 形 4.8cm 3.lcm 0.6cm 17.9g

SB7270

埋土中
一霊
僧

無文 完 形 2.5cm 2.8cm 0.6cm 8.2g 352

SB7270

埋土中
一霊
僧

赤色塗彩 完 形 4.4cm 3.Ocm 0.6cm 13.6g

SB7271 一亜
僧

赤色塗彩 完形 4.5cm 2.5cm 0.6cm 10。 2g

SB7275

ピット4

一霊

螂

赤色塗彩

T字文
完形 4。 2cm 3.2cm 0.8ct 17.6g 355

SB7285

埋土中
鉢
榔

赤色塗彩 完 形 3.6cm 2.2cm 0.5cm 356

SB7293 一空
儒

無文 完 形 6.6cm 3.4cm 0.6cm 21.5g
34-10

204-29
171-9

SB7294 鉢
僻

赤色塗彩 完形 4.Ocm 2.2cm 0。 4cm

SB7307 十里
鶴

無文 完 形 3.2cm 2.6cm 0.6cm

SB7307 一璽

椰
無文 完 形 6.Ocm 4.2cm 0.6cm 16。 lg

SB7307 鉢
健

赤色塗彩 完 形
3。 lcm

3.3cm
2.lcm 0.3cm 204-15

カラー写真

PL-1

SB7313 一空
儒

赤色塗彩 完形 3.4cm 2.4cn 0.6cm

SB7318 鉢
儒

赤色塗彩 完 形 2.Scn 0.5cm 10。 3g

SB7322 鉢

口縁部
赤色塗彩

３

一
４ (4.3)cm 3.2cm 0。 6cm 13.9g

SB7329 十霊
鶴

波状

３

一
４ (5。 6)cm 4.7cm 33.7g

SB7330 一空
鶴

赤色塗彩 完 形 3.8cm 2.Ocm 0.6cm

SB7342

フク土

鉢

口縁部
赤色塗彩 完 形 3.4cm 2.6cm

342
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SB7343

フク土

壺か

体部
無文 完 形 4.Ocm 2.Ocm 0.6cm 8。 7g

SB7357 一亜
僧

赤色塗彩 完 形 4.Ocm 2.8cm 0.6cm 13.9g

SB7365 一霊
儒

赤色塗彩 完 形 4.Zcn 2.7cm 0。 4cm
35-120

204-10

カラー写真

PL-1

SB7365

体音6
赤色塗彩 完 形 4.lcm 3.Ocm 0。 6cm 13.lg

SB7365 一亜
僧

赤色塗彩 完 形 7.Ocm 4。 2cm 0。 7cm 37.Og

SB7372

ピット1

鉢

体音5
赤色塗彩

１

一
２ (3.0)cm 2.4cn 0.6cm 7.2g

SB7379 鉢

体部
赤色塗彩 完 形 4.Ocm 2.Scn 0.4cm

SB7381 鉢

口縁部
赤色塗彩 完 形 3.4cm 3.lcm 0.4cm

SB7381 一亜
僧

赤色塗彩
１

一
２

4) cm 3.9cm 0.5cm 13.lg

SB7383 甕

体音Ь
無文 完 形 5.8cm 3.8cm 0.6cm 20。 6g

SB7445 土師器甕

クに音6
無文 完 形 5.3cm 3.6cm 0.5cm 14.7g

SB7454

埋土中
一亜
儒

赤色塗彩 完 形 4。 2cm 2.Scn 0.6cm 9.8g

SB7458

埋土中

土師器甕

クト音6
無文

１

一
２

4.Ocm 0.4cm 8.9g

SB7472 弥生中期甕

体音Ь
カキロ

１

一
２ o)cm 6.2cm 0。 6cm 39。 lg

SB7472

体音6
赤色塗彩 完 形 4.9cm 2.Scn 0.5cm 10。 2g

SB7487

埋土中

甕
借

波状 完 形 6.2cm 3.Ocm 0.6cm 19.lg

SB7488

ピット7

鉢

体部
赤色塗彩 完 形 2.7cn 2.Ocm 0.5cm 3.9g

SB7488 一霊
僧

赤色塗彩 完 形 4.5cm 3.2cm 0.6cm 13.4g

SB7488

体音6
赤色塗彩 完 形 5.Ocm 3.5cm 0。 7cm 19.4g

SB7488 一霊
僧

赤色塗彩 完 形 6.6cm 4.Ocm 0.5cm 23.5g

SB7488

体音6
無文 完 形 2.lcm 2.2cm 0.4cm

SB7488

体 部
赤色塗彩 完 形 3.3cm 2.3cm 0.5cm 8.2g

36-9

204-12

カラー写真

PL-1

SB7488 杯

部

一局

杯
赤色塗彩 完 形 4.Ocm 3.3cm 0.6cm 10。 7g

SB7488 一亜
僧

赤色塗彩 完 形 4.7cm 2.3cm 0。 7cm 12.8g

SB7489 鉢

口縁部
赤色塗彩 完 形 4.3cm 2.7cm 0.6cm 9。 9g

SB7490

体音Ь
波状 完 形 4.Ocm 2.Ocm 0.6cm

35-16

204-16

SB7493 一亜
儒

赤色塗彩 完 形 4.Ocm 2.Acn 0.5cm 9.Og

SB7495 一亜
儒

赤色塗彩

３

一
４

0) cm 2.7cn 0.7cm 11.6g

SB7495 一霊
偶

無文 完 形 4.8cm 4.8cm 0.6cm 25。 3g

SB7499 土師器甕

体音Ь
刷 毛 完形 3.Ocm 2.Ocm 0.6cm 5。 4g

SB7500 鉢

口縁部
赤色塗彩 完形 6.Ocm 3.7cm 0。 4cm 17.7g

37-5

204-4

カラー写真

PL-1

SB7500 一霊
僻

赤色塗彩 完形 4.5cm 3.5cm 0.6cm 16。 8g
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No
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土
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構
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期
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版

写
　
　
真

SB7508 甕

体音6
波状 完形 5.Ocm 2.7cm 0。 4cm 10.Og 204-20 171-3

SB7517 甕

口縁部
波状 完形 3.Ocm 3.5cm 0。 7cm 14.2g

SB7517

周溝内
一霊
鶴

赤色塗彩
３

一
４ c/ cm 3.lcm 0.7cm 15。 4g

SB7519 高杯か鉢

杯
赤色塗彩

３

一
４ 3) cm 1.6cm 0.6cm 4.Og

SB7526 甕
借

波状 完 形 4.5cm 4.Ocm 0.4cm 20.Og

SB7544

施設

鉢

口縁部
赤色塗彩 ほぼ完形 3.8cm 3.Ocm 0.6cm 10.Og

SB7552 一亜
帰

無文

３

一
４ 3.Scm 0.6cm 12.Og

SB7564

堀 り方

高杯か鉢

杯音Ь
赤色塗彩

１

一
２ 0) cm 2.Scm 0.6cm 7.3g

SB7567 杯

部

一局

杯
赤色塗彩 完 形 5.6cm 3.2cm 0。 7cm 23.4g

SB7567 高杯

杯音5
赤色塗彩

１

一
２ 8) cm 3.Ocm 0.5cm 8.6g

SB7576 土師器壺

体音

`

無文

２

一
３ c/ cm 2.5cm 0.5cm 7.lg

SB7577 一霊

榔
赤色塗彩 完形 3.2cm 2.8cm 0.6cm 9.6g

SB7588

埋土中

土師器壺か甕

底部
無文 ほぼ完形 4.8cm 4.Ocm 0.6cm 21.8g

SB7588

埋土中
一霊
儒

赤色塗彩 完 形 4.6cm 3.4cm 0.5cm 15.5g

SB7593 甕
鶴

波状

１

一
２ (2.3)cm 2.4cm 0.6cm 5.8g

SB7598 甕

体部
無文 ほぼ完形 0) cm 2.7cm 0.7cm 9.7g

SB7603

埋土中

甕

体音Ь
波状 完 形 0。 4cm 2.5cm 0。 7cm 12.7g

SB7604

埋土中
一霊
鶴

赤色塗彩 完形 6。 5cm 3.3cm 0。 5cm 22.2g

SB7604

埋土中

甕

体部
波状 完形 5.6cm 2.3cm 0.6cm 10。 5g

SB7604

埋土中
一笠
借

赤色塗彩 ほぼ完形 2) cn 2.3cm 0.6cm 7.6g

SB7615

埋土中

土師器甕

体音Ь
無文 完 形 4.Ocm 2.8cm 0.5cm 8。 9g

SB7617

埋土中
一空
借

無文 完 形 3.7cm 2.6cn 0.5cm 8.7g

SB7617

埋土中
一霊
僧

赤色塗彩 完形 4.5cm 2.7cn 0。 5cm 8.6g

SB7617

埋土中

甕
儒

波状

３

一
４ 5) cm 2.6cm 0。 7cm 8.9g

SB7618 甕
僧

波状

１

一
２ 3.4cm 0.6cm 12.Og

SB7618

体 部
赤色塗彩

３

一
４

0) cm 3.4cm 0.6cm 15。 8g

SB7622 一霊
儒

赤色塗彩 完形 4.Ocm 3.Scm 0。 7cm 19。 5g

SB7624

埋土中 体音Ь
赤色塗彩

３

一
４ 3.3cm 0.6cm 13.2g

SB7627

埋土中

鉢

杯音6
赤色塗彩 完形 5.Ocm 2.2cm 0.5cm 8.Og

SB7627

埋土中

鉢

体部
赤色塗彩 完 形 3.8cm 2.5cm 0.5cm 10.5g

SB7627

埋土中
甕
借

波状

１

一
２ D/ Cm 2.7cn 0.4cm 8.6g

SB7627

埋土中

甕

体音Ь
波状 完形 3.Ocm 2.2cm 0.5cm 5。 8g

344
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SB7627

埋土中
一霊
儒

赤色塗彩 完形 6。 8cm 4.8cm 0.5cm 29。 4g
39-7

204-1

カラー写真

PL-1

SB7630

体音5
赤色塗彩

１

一
２ 8) cm 3.3cm 0。 6cm 10。 9g

SB7630

体 部
無 文 完形 4.Ocm 2.8cm 0.6cm 8.3g

SB7630 一霊
偏

赤色塗彩
１

一
２ 3) cm 4.Ocm 0.6cm 16.Og

SB7632 一霊
鶴

赤色塗彩
１

一
２ c/ cm 3。 2cm 0.5cm 8.5g

156
SB7634 鉢

杯音Ь
赤色塗彩 完形 5.Zcn 3。 2cm 0.Scm 14.7g

SB7635 一亜
偕

赤色塗彩
２

一
３ 6) cm 3.2cm 0.6cm 10.5g

SB7635 甕
鶴

波状

１

一
２

2) cn 3.2cm 0.5cm 7.6g

SB7639 土師器 甕

体音F
無文 ほぼ完形 4.8cm 3.Scm 0.4cm 10.8g

SB7639 甕

頸部
波状

３

一
４ (1.5)cm (2.5)cm 0。 7cm 12.2g

SB7642 一亜
借

赤色塗彩
１

一
２ (3.2)cm 2.8cm 0.4cm 5。 8g

SB7644 甕
僧

無文

３

一
４

2) cn 0.7cm 19.Og

SB7644

南溝 体音S
赤色塗彩

１

一
２ 6) cm 2.6cm 0。 7cm 9。 3g

SB7644

南溝

甕
鶴

波 状 完 形 5.5cm 3.6cm 0.6cm 17.8g

SB7645 甕
鶴

波 状

２

一
３ (4.1)cm 2.6cm 0。 6cm 10.7g

SB7646 甕

口縁部
波状 完 形 3.4cm 2.6cm 0.4cm 6.3g 204-19

SB7647

体音6
赤色塗彩 完形 4.5cm 2.Ocm 0.6cm 8.4g

SB7649 一亜
鋪

無文 完形 6.6cm 3.2cm 0.6cm 19。 3g

SB7649 甕
僧

無文

３

一
４ 3) cm 3.6cm 0.6cm 16.lg

SB7649 甕

体音5
波 状 ほぼ完形 3.4cm 0。 6cm 13.7g

SB7649

体音Ь
赤色塗彩 ほぼ完形 4.5cm 4.3cm 0。 6cm 16.lg

SB7650 一空
儒

赤色塗彩 完形 3.7cm 2.4cm 0.5cm 6.7g 204-14
カラー写真

PL-1

SB7654 甕
榔

波 状 完形 4.3cm 2.3cm 0.5cm 6.9g

SB7654 甕

体部
波状 ほぼ完形 1.6cm 0.5cm

SB7655

ピット1

甕

体部
無文 完形 5.Ocm 3.8cm 0。 6cm 18.7g

SB7655 甕
僻

波状 完形 4.8cm 3.3cm 0。 6cm 13.6g 205

SB7655 甕

体部
波 状 完形 5.7cn 4.Ocm 0.6cm 23.9g

SB7655 甕

体部
波 状 完形 6.5cm 3.Zcm 0。 6cm 20。 lg

SB7655

体音6
赤色塗彩 完形 5.Ocm 3.2cm 0.6cm 14.8g

SB7655 甕

体音6
刷 毛 完形 6.3cm 3.8cm 0.5cm 16.Og

SB7655

体音6
赤色塗彩

２

一
３ (5。 3)cm 4.7cm 0.6cm 24.5g

SB7655

体 部
赤色塗彩

３

一
４ (4.3)cm 4.Ocm 0.5cm 14.2g
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台
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真

SB7655 鉢

口縁部
赤色塗彩 完 形 4.3cm 2.5cm 0。 7cm 16。 7g 212

SB7655 一霊
僧

赤色塗彩 完 形 3.4cm 2.Scm 0.6cm 9.6g
39-22

204-13

カラー写真

PL-1

SB7655 一空
僧

赤色塗彩
１

一
２ (1.7)cm 2.7cm 0.5cm 4.lg

SB7656

床面下

鉢

体部
赤色塗彩

１

一
２ I )Cm 2.2cm 0.5cm 4.6g 215

SB7657

体音6
無文

１

一
２ 5) cm 4.8cm 0.5cm 21.4g

SB7657 一笠
鋪

無文 完 形 4.5cm 4.Ocm 0。 6cm 16.Og

SB7657 甕
儒

波状

１

一
２ (3.8)cm 3.2cm 0.6cm

SB7657 壺か

体音6

無文

１

一
２ o) cm 5。 2cm 0.7cm 30.lg

SB7673

体 部
赤色塗彩

１

一
２ 0) cm 2.5cm 0.7cm 6.4g

SB7676 壺か

体音Ь
赤色塗彩

１

一
２ (3.0)cm 3.Ocm 0.7cn 7.9g

SB7679 甕

体部
無文

１

一
２ 6) cm 3.8cm 0.4cm 10.3g 222

SB7680 鉢か

体部
赤色塗彩

１

一
３ 6) cm (1.8)cm 0.5cm 6.Og

SB7694 一霊
僧

赤色塗彩
１

一
２ 0) cm 2) cn 0.4cm 5。 3g

SB7695

埋土中

甕

クト音5

波状 完 形 4.6cm 3.Ocm 0.6cm 15.Og 225

SB7696 鉢
榊

赤色塗彩 完 形 3.5cm 1.5cm 0.5cm 4.2g

SB7703 古代土師器 甕

体音6
刷 毛

３

一
４ bJ cm 3.5cm 0.4cm 7.9g

SB7703

埋土中

鉢
鶴

赤色塗彩 完形 4.5cm 3.5cm 0.4cm 13.8g

SB7709

堀 り方 体音6

T字文

赤色塗彩
完形 4.5cm 3.Ocm 0.Scm 12.7g

SB7709

堀 り方
一空
鶴

赤色塗彩 完 形 5.Ocm 2.5cm 0.6cm 12.7g

SB7709

埋土中

甕か

体音6
無文 完 形 3.5cm 3.Ocm 0。 7cm 12.6g

SB7709

埋土中

甕
健

波状 完 形 5.Ocm 3.5cm 0.8cm 24.4g 232

SB7710 高杯か鉢

杯音β
赤色塗彩 完 形 4.5cm 2.Scn 0.7cm 15.Og

SB7713 鉢

体音6
赤色塗彩

１

一
２ 3) cm 2.5cm 0.6cm

SB7716

埋土中 体 部
赤色塗彩 完形 3.Scm 2.Scn 0。 7cm 8.6g

SB7733 甕
借

波状

１

一
２ (3.0)cm 2.5cm 0.6cm 7.9g

SB7733

埋土中
一笠
儒

赤色塗彩 ほぼ完形 (3.0)cm 2.3cn 0。 7cm 10。 2g

SB7733

埋土中
鉢
榊

赤色塗彩
２

一
３ o) cm 2.3cn 0.6cm 7.8g

SB7733

ピット3

鉢

体音5
赤色塗彩

３

一
４ (4.5)cm 4.2cm 0.5cm 22.9g

SB7740

埋土中

鉢

体音6
赤色塗彩

２

一
３ 0) cm 1.8cm 0.6cm

212
SB7741 杯

部

一局

脚
赤色塗彩 ほぼ完形 0) crn 3.2cm 0.6cm 16.lg

SB7741 高杯か鉢

杯部
赤色塗彩

３

一
４ 5) cm 2.Scn 0.6cm 8.6g

SB7745 調
椰

赤色塗彩 ほぼ完形 6) cm 2.7cm 0.7cm 13.6g
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SB7745 土師甕

体音5
カキロ 完 形 4.Ocm 3.5cm 0.8cm 18.lg

SB7750 一亜
焙

赤色塗彩
２

一
３ bJ cm 2.Zcm 0.6cm

SB7750 鉢
鶴

赤色塗彩
１

一
２ (2.8)cm 2.5cm 0.5cm 246

SB7750 鉢
鶴

赤色塗彩 完形 1.7cm 0.5cm

SB7750 高杯か鉢か

杯音Ь
赤色塗彩

１

一
２ (3.7)cm 3.4cm 0.5cm 12.6g

SB7762 土師器 甕

体音5
刷 毛

３

一
４ (5.2)cm 4.3cm 0.6cm 20。 2g 249

ＳＢ７７６］
高杯か鉢

杯音Ь
赤色塗彩

１

一
２ (3.5)cm 2.5cm 0.4cm 250

SB7765

埋土中
一霊
儒

赤色塗彩
１

一
２ (3.5)cm 3.Ocm 0.5cm

SB7765

埋土中

甕
儒

波状

１

一
２ 3) cm 3.2cm 0.5cm 13.3g 252

SB7765

埋土中
一霊
儒

赤色塗彩
１

一
２ (3.9)cm 2.7cm 0.5cm 11.Og

225
SB7767 一霊

儒
赤色塗彩

１

一
２ (4.5)cm 3.5cm 0.7cm 15。 Og

ST7018

ピット3

土師器 甕

体音5
無文 完形 5.Ocm 4.5cm 0.6cm 25。 Og

ST7027

ピット1

土師器 甕

体音Ь
無文 ほぼ完形 (5.0)cm 3.Zcm 0。 7cm 16.Og

SD6023 土師器 甕

体音6
無文 完 形 4.Zcm 3.Zcm 0.6cm 12.7g

SD6024 土師器 甕

体音6
無文 完 形 5。 Ocm 4.Ocm 0.6ёm 15.7g

230
SD7006 一亜

齢
無文 完形 5.Ocm 1.6cm 91.5g

SD7006 鉢
榔

赤色塗彩 完 形 3.3cm 2.5cm 0.6cm

SD7007 一亜
鶴

赤色塗彩 ほぼ完形 5.Zcm 3.3cm 0.5cm 17.8g

233
SD7007

埋土中
甕
榔

無文 完 形 3.8cm 2.Ocm 0.4cm

SD7007 鉢

口縁部
赤色塗彩 ほぼ完形 (2.7)cm 2.5cm 0.6cm

SD7007

埋土中

甕
鶴

無文 完形 4.Ocm 3.Ocm 0.7cm 17.3g

SD7014 土師器 壺

ク樟音5
無文 完形 5.7cm 2.5cm 0.5cm 10。 2g

237
SD7014 鉢

借
赤色塗彩 完形 3.8cm 2.Scn 0.5cm

42-10

204-11

カラー写真

PL-1

238
SD7014 甕

借
波状 完形 4.Ocm 2.Scn 0。 5cm

SD7014 甕
榔

波状 完形 3.8cm 2.Scn 0.6cm 10。 7g

SD7014 一軍
榔

赤色塗彩 完形 5。 4cm 3.7cm 0。 7cm 27.lg

SD7014 一霊

榔
赤色塗彩 完形 6.Ocm 4.Ocm 0。 6cm 24。 3g

SD7014 一亜
鶴

無文 完 形 5。 6cm 3.4cm 0.8cm 23.5g

SD7014

中央炭層
一笠
儒

赤色塗彩 完形 3.4cm 2.2cm 0.6cm

SD7014 一霊
借

赤色塗彩 完 形 3.4cm 2.2cm 0.6cm

SD7014 甕
儒

波状 完 形 4.5cm 2.4cn 0.6cm 13.6g

SD7014 一霊
儒

赤色塗彩 完 形 6.Ocm 3.2cm 0.5cm 22.4g 427
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真

SD7030

中央土器集中上層一括

鉢

体音5
赤色塗彩 ほぼ完形 (3.4)cm 2.5cm 0.6cm 10.5g

SD7030

中央土器集中上層一括 クト音S
赤色塗彩 完 形 4。 4cm 2.6ch 0.6cm 12.Og

SD7030 甕

体部
波状 完 形 4.8cm 3.Ocm 0.4cm 12.5g 204-22

SD7030 甕

体音5
波状

３

一
４ (4.0)cm 3.3cm 0.6cm 15。 6g

SD7030 鉢

口縁部
赤色塗彩 完 形 6.2cm 3.Ocm 0.5cm 13.8g 204-5

カラー写真

PL-1

土師器 壺

体音5
無文 完 形 4.8cm 3.2cm 0.4cm 13.lg

SD7030 甕

体部
波状

３

一
４ 6) cm 3.6cm 0。 5cm 13.2g

SD7030 甕

体音5
無文

３

一
４

o) cm 2.6cm 0。 6cm 11.7g
器面に穿

孔有 り

SD7038 甕

体部
波状 完形 4。 6cm 3.3cm 0.4cm 13.2g

SD7039 甕

体部
無文

２

一
３ o) cm 3.Ocm 0.6cm 11.9g

SD7039 土師器 甕

体音5
届J二毛目 完 形 4.Ocm 3.4cm 0.5cm 12.2g

SD7039 土師器 甕

体音6
漏J三色目 完 形 6.Ocm 3.8cm 0.6cm 22.Og

259
SD7039 甕

体部
波状 ほぼ完形 4.6cm 3.Ocm 0.6cm 11.7g 362

SD7039 鉢

体部
赤色塗彩

２

一
３ (2.8)cm 3.Ocm 0。 3cm 6.2g

SD7046 甕

体音5
波状 完 形 5.7cm 3.5cm 0。 4cm 11.Og

45-10

204-23

171-10
カラー写真
PL-1

SD7046

体音Ь
赤色塗彩 完 形 5。 2cm 3.Ocm 0.6cm 14.4g

45-9

204-7

SD7046

クト音5
赤色塗彩 完 形 3.Ocm 2.5cm 0.5cm 7.2g

SD7046

体音5
無文 完 形 3.5cm 2.6cm 0.6cm 10.5g

SD7046 高杯か鉢

体音5
赤色塗彩 完 形 4。 6cm 3.2cm 0.5cm 13.3g

SD7046 土師器 鉢

口縁部
届J二色目 完 形 7 .Zcn 4.Ocm 0.6cm 21.6g

45-11

204-27
171-11

SD7046 高杯か鉢

体音5
赤色塗彩 完 形 3.4cm 2.3cm 0。 7cm 8.5g

SD7046

体 部
赤色塗彩

１

一
２ (2.0)cm 2.}cm 0.5cm 3.3g

SD7046

体音6
赤色塗彩 完 形 7.5cm 4.2cm 0.6cm 27.2g

270
SD7046 土師器 甕

体音Ь
無文 完 形 4. 9cm 2.6cm 0.6cm 10.8g

SD7046

体音5
赤色塗彩

２

一
３ (3.7)cm 3.7cm 0.6cm 17.lg

SD7046

体音F
無文

１

一
２ (5.0)cm 3.2cm 0.6cm 15。 7g

273
SD7046 土師器 甕

体音5
無文 完 形 3.4cm 2.4cm 0.6cm 12.3g

SD7046 甕

体部
波文 完 形 4.Ocm 2.7cm 0。 7cm 12.2g

SD7046

体 部
赤色塗彩

２

一
３ bJ cm 2.5cm 0.6cm 8。 lg

SD7047

埋土中

甕

体音6
波状 ほぼ完形 (3。 7)cm 3.8cm 0.6cm 10。 7g

277
SD7052 土師器 壺

体音6
無文 完形 3.4cm 2.4cm 0.5cm 8。 8g

SD7052

頸部
T字文 完形 5.6cm 2.8cm 0.6cm 19。 2g

348
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279
SD7052 土師器 甕

体部
波状 完 形 3.8cm 3.4cm 0.5cm 8。 7g

SD7052 甕
儲

届JE毛 目
３

一
４ (4.0)cm 4.Ocm 0.5cm 14.Og

SD7052 鉢
借

赤色塗彩
３

一
４ (3.5)cm 2.8cm 0.5cm

282
SD7052 甕か

口縁部
無文 完 形 (3.7)cm 3.3cm 0.6cm 12.3g

SD7052 土師器 壺か

底部
無文 完 形 7.Ocm 3.5cm 0.9cm 26.2g

SD7052 土師器 甕

体音5
(無文)? 完 形 4.8cm 2.8cm 0.6cm 16.2g

SD7052 古代土師器 甕か

体部
無文

３

一
４ (6.8)cm 4.6cm 0.9cm 48.6g

286
SD7052 土師器 甕

頸部
直線文 ?

３

一
４ (3.2)cm 3.Ocm 0。 7cm 14.6g

287
SD7052 土師器 甕

体音Ь
無文

３

一
４ (4.5)cm 3.4cm 0.5cm 14.4g

SD7076

埋土中

高杯か鉢

体音Б
赤色塗彩

１

一
２ (2.5)cm 2 -Tcm 0.6cm

SD7077

埋土中
一霊
儒

赤色塗彩 完 形 3.8cm 2.3cm 0.6cm 257

SD7079

埋土中

甕
僧

波状 完 形 4.5cm 3.Ocm 0.8cm 19.6g

SD7080

下層

須恵器 甕

体部
敲 き 完形 5。 7cm 4.6cm 0.6cm 23.8g

SD7080

下層
一空
儒

赤色塗彩
３

一
４ (3.3)cm 2.5cm 0.4cm 260

SD7080

下層

甕
鶴

波状 完形 3.Ocm 2.2cm 0.5cm 7.7g

SD7080

下層

土師器 甕

体部
漏J二毛目

２

一
３ (4.8)cm 3.2cm 0.6cm 17.2g 262

295
SD7080

最下層
甕
榔

波状 完 形 5.5cm 3.8cm 0.7cm 27.3g 204-25

ＳＤ７０８制
土師器 甕

体部
無文

１

一
２ (3.5)cm 3.7cm 0.4cm

SD7080

最下層

土師器 甕

体部
無文

ｌ

一
２ (4.0)cm 3.2cm 0.6cm 12.8g 265

SD7080

最下層

土師器 甕

体部
無文

１

一
２

3.3cm 0。 4cm

SD7080

最下層

土師器 甕

体部
無文 完形 3.8cm 3.2cm 0.4cm

SD7083 土師器 壺

体部
無文 完形 3.2cm 2.4cm 0。 4cm 7.2g

SD7084

埋土中

鉢

口縁部
赤色塗彩 完 形 3.6cm 2.3cm 0。 4cm 6.3g

SD7084

埋土中

高杯か鉢

体部
赤色塗彩 完 形 3.5cm 2。 4cm 0.7cm 12.5g

SD7085

1層 ～ 3層
一霊
儒

赤色塗彩
２

一
３ (5。 5)cm 4-3cm 0。 7cm 25。 6g

SD7085

1層 ～ 3層
一笠
鶴

赤色塗彩
１

一
２ (4.0)cm 3.Zcn 0。 7cm 14.Og

SD7110

砂下層、54層

土師器 甕

体部
無文 完形 5.5cm 3.5cm 0。 7cm 21.3g

SK6105 鉢
儒

赤色塗彩
１

一
２ (2.5)cm 2.Scn 0。 7cm

SK6142

上層

土師器 甕

体音6
漏JI毛 目 完形 8.5cm 5.5cm 0.6cm 54.7g

SK6222 鉢
鶴

赤色塗彩 完 形 5.Ocm 3.2cm 0。 4cm 17.Og
47-4

204-8

カラー写真

PL-1

SK6307 甕
鶴

波状 完 形 2.Scn 1.4cm 0.4cm 2.2g

SK7009

埋土中

杯

部

一局

杯
赤色塗彩 完 形 3.5cm 2.4cm 0。 7cm

SK7105 一亜
儒

赤色塗彩 完 形 4.Ocm 2.8cm 0.6cm
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真

SK7105

体 部
赤色塗彩 完 形 3.6cm 2.8cm 0。 6cm

SK7105 一空
儒

赤色塗彩 ほぼ完形 5) cm 2.2cm 0.6cm 9。 7g

SK7135 杯

部

高

脚
赤色塗彩 ほぼ完形 2) cn 4.5cm 0。 5cm 18.8g

SK7146

埋土中 体 部
赤色塗彩 ほぼ完形 1) cm 3.lcm 0.5cm 12.lg

SK7230

埋土中

甕

体部
無文 完 形 4.Ocm 2.2cm 0.6cm 7.8g

SK7243

埋土中

杯

部

高

脚
赤色塗彩 完形 3.6cm 3.4cm 0。 6cm 14。 2g

SK7243

埋土中

土師器 壺

体音6
無文 ほぼ完形 (7。 8)cm 5。 2cm 0.4cm 35.3g

SK7243

埋土中 体部
赤色塗彩 完 形 6.2cm 3.2cm 0.6cm 20.lg

SK7328 甕

体音Ь
波状

１

一
２ (4.3)cm 4.Ocm 0.4cm 11.5g

SK7328 一霊
儒

赤色塗彩 完形 6.Ocm 2.4cm 0.7cm 11.lg

SK7343 土師器 甕

体音Ь
無文 完 形 6.Ocm 3.3cm 0.6cm 17.3g

SK7343 鉢

体部
赤色塗彩 完 形 3.2cm 2.4cn 0.5cm 9.4g

SK7351 鉢

体部
赤色塗彩

１

一
２ 2.5cm 0。 6cm 9.6g

SK7412

フク土一括
甕
借

波状 完 形 5.lcm 3.Ocm 0。 5cm 13.2g 204-21 171-6

326
SK7469

体音5
赤色塗彩 ほぼ完形 0) cm 2.}cn 0.6cm 12.3g

327
SK7483 鉢

頸部
赤色塗彩

３

一
４ (4.5)cm (2.0)cm 0。 6cm 22.lg

SK7483

体 部
赤色塗彩 完 形 5.8cm 3.5cm 0。 6cm 14.4g

SK7483

体音6
赤色塗彩 完 形 4.9cm 3.3cm 0。 6cm 6.4g

SK7520

体音6
赤色塗彩

２

一
３ 2.Zcn 0.Scm 9。 4g

SK7529

フク土
甕
僧

波 状

１

一
２ (3。 4)cm 2.7cm 0.7cm 11.Og

SK7628 甕

体音β
波状 完 形 3.Scm 2.6cm 0_5cm 7。 7g

333
SK7708 一霊

椰
赤色塗彩 完 形 4.Ocm 2.5cm 0.6cm 11.3g

SK7826 土師器 壺

体部
無文 完形 7.lcm 5.Ocm 0。 8cm 49。 6g

SK8039 土師器 甕

頸部
無文 完形 3.4cm 2.Zcn 0。 4cm 5。 3g

SK8070

体音5
無文

１

一
２ 2) cn 2.icn 0。 6cm 7。 2g 275

SK8156 甕
儒

無文 ほぼ完形 3.3cm 2) cn 0。 4cm

SK8222 鉢

体音6
赤色塗彩 完 形 5.Ocm 3.3cm 0。 3cm 9。 2g 277

SK8226 鉢

体部
赤色塗彩 完形 4.Zcn 2.Zcn 0。 6cm 12.3g

SK8310 甕

体部
波状 完 形 4.8cm 4.2cm 0。 4cm 16。 lg

SK8352 一空
鶴

赤色塗彩 完 形 3.6cm 2.Scn 0.7cn 11.Og

SK8386

体 部
赤色塗彩 完 形 5.3cm 3.5cm 0.6cm 19。 2g

SK8386 杯

部

一局

杯
赤色塗彩 完 形 7.Ocm 2.7cn 0.6cm 16.5g
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SK8386

体音Ь
赤色塗彩

１

一
２ (3.5)cm 3.Ocm 0。 8cm 15.5g 283

SK8405 土師器 甕

体音5
届Jf毛 目 完 形 4.3cm 3.3cm 0.6cm 11.8g

SK8746 一亜
儒

赤色塗彩 完 形 3.7cm 2.7cm 0。 7cm 13.7g 285

SK8476 鉢

体部
赤色塗彩 完 形 4.5cm 2.9cm 0.6cm 11.Og

SK8489 鉢

体音Ь
赤色塗彩 完 形 4.3cm 2.9cm 0.Scm 10。 4g

SK8551 一亜
儒

赤色塗彩 完 形 4.8cm 3.3cm 0.4cm 12.5g
55-17

204-6

カラー写真

PL-1

1-1-a区

南壁第11-b層 中

古代土師器 甕

体音6
無文 完 形 4.Zcn 2.7cm 0.6cm 12.Og 1

1-2区

第 1検出面 体音6
赤色塗彩

１

一
２

2) cn 3.Ocm 0.5cm 8.5g

1-3区

第 1検出面

土師器 甕か

体音6
無文 完形 3.5cm 2.Ocm 0.5cm 5。 3g

353
1-3区

第 1検出面

土師器 甕

体部
無文 完 形 5。 6cm 3.2cm 1.Ocm 21.2g

1-3区

第 1検出面

甕

体音Ь
波状 ほぼ完形 8) cm 3.5cm 0.5cm 23.4g 204-24

355
1-3区

第 1検出面

鉢

口縁部
赤色塗彩 完形 4.lcm 3。 2cm 0.5cm 8.5g

356
2-1区

第 1検出面 体 部
赤色塗彩

１

一
２

1.7cm 0。 7cm 7.7g

357
2-1区

第 1検出面

高杯か鉢

体音6
赤色塗彩 完形 4.5cm 2.2cm 0.7cm 10。 6g

2-1区

第 1検出面

甕

体音Ь
波状 完形 4.Ocm 2.3cm 0。 6cm 7.5g

359
2-1区

第 1検出面

土師器 甕

杯音6
無文 完形 2.2cm 2.2cm 0.6cm 5。 3g

2-1区

第 1検出面

一霊
儒

赤色塗彩 完形 3.6cm 2.9cm 0.5cm 10.2g

2-1区

第 1検出面 体音Ь
赤色塗彩 完形 2.8cm 2.5cm 0.5cm

362
2-1区

第 1検出面

一亜
鶴

赤色塗彩
１

一
２ 6) cm 3.Ocm 0.7cm 13.2g

21区

第 1検出面 体音Ь
赤色塗彩

３

一
４ (3.5)cm 2.3cm 0.5cm 7.3g

2-1区

第 1検出面 体音Ь
赤色塗彩

１

一
２ (2.7)cm 2.4cm 0.6cm

2-1区

第 1検出面

高杯か鉢

体音Ь
赤色塗彩 完形 3.lcm 1.6cm 0。 7cm

2-1区

第 1検出面

甕
鶴

無文

３

一
４

g) cm 3.2cm 0。 7cm 13.5g

367
2-1区

第 1検出面 体音6
赤色塗彩 完形 5.Ocm 3.7cm 0.7cm 18.3g

2-1区

第 1検出面

古代土師器 甕

体部
無文 完形 3.7cm 2.7cm 0.Scm

2-1区

第 1検出面

甕
僧

無文 完形 5.6cm 2.7cn 0.7cm 14.3g

2-1区

第 1検出面

甕

体音Ь
無文

３

一
４

2) cn (4。 3)cm 0.6cm 22.5g

2-1区

第 1検出面

土師器 壺

体音Ь
無文

１

一
２ D/ Cm (3.4)cm 0.5cm 8.6g

2-1区

第 1検出面

鉢

体音6
赤色塗彩

２

一
３

1) cm 3.2cm 0.5cm 10.Og

2-1区

第 2検出面

土師器 壺

体音6
無文 完形 4.7cm 3.5cm 0.5cm 17.3g

2-1区

第 2検出面

土師器 壺

体音5
無文

１

一
２

2) cn 2.7cm 0.6cm 9.9g

375
2-1区

第 2検出面

土師器 甕

体音5
無文 完形 6。 7cm 3.3cm 0。 4cm 16.5g
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真

2-1区

第 2検出面

鉢
僧

赤色塗彩 完形 3.4cm 2.7cm 0.5cm 8.Og

377
2-1区

第 2検出面 杯音Ь
赤色塗彩 完 形 5.5cm 2.Ocm 0。 7cm 8.5g

2-1区

第 2検出面

甕

体音6
波状

１

一
２ 3).cm 4。 lcm 0.5cm 18.6g

2-1区

検出面

甕
儒

無文

１

一
２ c/ cm 3.3cm 0.6cm 8.3g

2-1区

検 出面

鉢

体音5
赤色塗彩 完形 3.9cm 2.Scn 0.6cm 8.6g

2-1-b区

第 1検出面
一霊
偶

赤色塗彩
１

一
２ D/ cm 2.5cm 0。 7cm 9.8g

2-1-b区

第 1検出面 体音6
赤色塗彩 完形 5。 6cm 3.2cm 0。 7cm 19.2g

2-1-b区

第 1検出面
一笠
儒

赤色塗彩 完 形 4.lcm 2.7cm 0.7cm 12.7g

2-1-b区

第 2検出面

甕
僧

波状 ほぼ完形 4.3cm 3.6cm 0.4cm 14.Og

2-1-b区

第 2検出面

甕

体音5
波状 完 形 3.2cm 2.2cm 0.4cm 6.3g 204-17 171-1

2-1-b区

第 2検出面
一霊
僻

赤色塗彩
１

一
２ (4.0)cm 3.3cm 0.7cm 12.2g

2-1-b区

第 2検出面

甕

体音Ь
波状 完 形 5.1cm 3.5cm 0。 4cm 11.3g

2-1-b区

第 2検出面 口縁部
赤色塗彩

１

一
２ (2.5)cm 4.7cm 0.6cm 13.9g

2-1-b区

第 2検出面
一霊
儒

赤色塗彩 完形 4.2cm 2.2cm 0.6cm 8.4g

2-1-b区

第 2検出面

甕
健

波状 完 形 6.5cm 2.7cn 0.6cm 16.Og

2-1-b区

第 2検出面

甕

体音5
波状 完 形 2.7cm 2.7cm 0.4cm 6.7g

2-1-b区

第 2検出面
一霊
儒

赤色塗彩 完 形 3.2cm 2.4cm 0.4cm 13.Og

2-1-b区

第 2検出面

甕

体部
波状 完 形 5。 6cm 2.3cm 0.7cm 13.Og

2-2区

第 1検出面
一霊
鶴

無文 完 形 3.Ocm 2.4cm 0.6cm 8.3g

2-2区

第 1検出面
一霊
僧

赤色塗彩 完形 5.3cm 3.Ocm 0.6cm 17.4g

2-2区

第 1検出面
一亜
儒

赤色塗彩 完 形 3.2cm 2.3cm 0。 6cm 7.7g

2-2区

第 1検出面

一霊

榔
赤色塗彩 完 形 5,Ocm 2.6cm 0.6cm 12.7g 292

2-2区

第 1検出面

土師器 壺

体音6
無文 完 形 6.Ocm 4.Ocm 0.6cm 21.4g

2-2区

第 1検出面

土師器 甕

体部
届肝色目

１

一
２ (5.2)cm 3.7cm 0.4cm 12.7g

2-2区

第 1検出面

甕
借

波状

１

一
２ 3.5cm 0.7cm 19.Og

2-2区

第 1検出面
一亜
僧

赤色塗彩 完 形 2.3cm 2.2cm 0。 5cm 6.8g

2-2区

第 1検出面

甕
僧

波状 完形 3.4cm 2.8cm 0.4cm 6.5g 297 204-18 171-5

2-2区

第 1検出面 体音β
赤色塗彩 完 形 3.2cm 2.2cm 0.5cm 6.4g

2-2区

第 1検出面 体 部
直線文 完 形 5。 9cm 4.Ocm 0.6cm 22。 3g 204-26

2-2区

第 1検出面

鉢

口縁部
赤色塗彩 完形 4.5cm 3.lcm 0.6cm 9.8g

2-2区

第 1検出面
一霊
僧

赤色塗彩 完 形 4.8cm 2.7cn 0.Scm 13.9g

2-2区

第 1検出面

土師器 甕

体音6
無文

１

一
２ 0) cm 4.6cm 0。 6cm 19.6g

352



第 1節 篠ノ井遺跡群での土器分類 と時期区分

2-2区

第 1検出面

古代土師器 甕

体音Ь
届J二毛目 完 形 4.8cm 3.2cm 0。 6cm 12.5g

2-2区

第 1検出面

高杯

体音5
赤色塗彩 完 形 3.4cm 2.lcm 0.6cm 8。 7g

2-2区

第 1検出面

土師器 甕

体音5
届JE毛 目 完 形 3.5cm 2.9cm 0.6cm 9.7g

2-2区

第 1検出面

一空

榔
赤色塗彩 完 形 3.2cm 2.4cm 0.6cm

2-2区

第 1検出面

鉢

体部
赤色塗彩 完 形 3.2cm 2.4cm 0.Scm

2-2区

第 1検出面

土師器 壺

体部
無文 完形 7.Ocm 4.7cm 0.8cm 31.4g

2-2区

第 1検出面

土師器 甕

体音5
漏」二毛目 完形 5.8cm 4.Ocm 0.5cm 22.2g

2-2区

第 1検出面

土師器 壺

体部
無 文 完 形 4.7cn 2.8cm 0.4cm 9.6g

2-2区

第 1検出面
一亜
鋪

赤色塗彩
３

一
４ (4.5)cm 2.8cn 0.5cm 9。 9g

2-2区

第 1検出面

鉢

体部
赤色塗彩

３

一
４ (3.2)cm 2.6cm 0.6cm

2-2区

第 2検出面

一霊

榔
赤色塗彩

１

一
２ (3.0)cm 2.8cm 0.6cm 9.Og

2-2区

第 2検出面

甕

体部
波 状

１

一
２ 6) cm 4.7cm 0.6cm 22.Og

2-2区

第 2検出面

鉢

口縁部
赤色塗彩 完 形 3.2cn 3.Ocm 0.4cm 8。 2g

2-2区

西側 トレンチ 体 部
赤色塗彩

３

一
４ (4.4)cm 3.Ocm 0。 6cm 15。 6g

2-3区

2層上面

甕

体音6
波状 完形 3.Zcn 3. lcm 0.5cm 7.lg

2-3区

2層上面
甕
僧

波 状

３

一
４ 8) cm 3.2cm 0.6cm 11.4g

2-3区

2層上面 体 部
赤色塗彩

２

一
３ 0) cm 2.7cm 0。 7cm 12.4g

2-3区

2層上面

土師器 甕

体部
無文 完形 3.9cm 3。 9cm 0。 4cm 12.5g

2-3区

2層上面 体音6
赤色塗彩 完 形 4.8cm 3.Ocm 0.6cm 10。 4g

2-3区

3層上面
一亜
僻

赤色塗彩 完 形 4.5cm 3.2cm 0。 7cm 17.8g

2-3区

3層

高杯

口縁部
赤色塗彩 完形 6。 2cm 2.8cn 0.7cm 17.Og

2-3区 一霊
僧

赤色塗彩 完 形 2.Tcn 2.}cn 0.7cm 6.8g

2-3区 甕
鶴

波状 完形 4.6cm 2.4cn 0.6cm 11.6g

2-3区 鉢

体音Ь
赤色塗彩

３

一
４ 8) cm 3.Ocm 0.5cm 11.lg

2-3区 一笙

榔
赤色塗彩 完 形 5.Ocm 2.Scn 0.5cm 7.7g

2-3区 鉢

体音5
赤色塗彩 完 形 3.4cm 3.lcm 0.4cm 9.Og

2-3区

体音5
無文 完 形 4。 3cm 2.Zcn 0.6cm 11.3g

3区

3層上面
一霊
僧

赤色塗彩 完 形 4。 lcm 4.Ocm 0.6cm 19。4g

3区

3層上面 体 部

表面赤彩
剥離
無文

３

一
４ 6) cm 2.6cn 0。 5cm 6.3g

3区

3層上面
甕
僧

波状

１

一
２ (3.7)cm 2.3cm 0.7cm 10。 lg

3区

3層上面 体 部
無文 完 形 3。 9cm 2.7cn 0。 5cm 9.9g
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第628表 土器片製円板

No

出
土
遺
構

時

　

期

土
器

の
器
種

加
工
前
の

表
面

の
状
況

残

存

度

長
　
　
径

短
　
　
径

厚

　

さ

重
　
　
日亘

そ

の

他

台
帳
番
号

図
　
　
版

写
　
　
真

3区

3層上面 体音Ь
無文 完形 4.2cm 2.7cm 0.5cm

3区

3層上面
一霊
鶴

赤色塗彩 完形 4.6cm 3.3cm 0.6cm 15。 lg

3区

3層上面

甕

体音Ь
波状 完形 6.Ocm 3.5cm 0.6cm 16.5g

3区

3層上面

甕
僧

波状 完 形 4.9cm 3.Zcn 0.5cm 12.9g

3区

3層中

甕

体音5
波状 完 形 4.Ocm 3.6cm 0.5cm 10。 9g

3区

3層中

高杯か鉢

体音Ь
赤色塗彩 ほぼ完形 3.9cm z) cn 0.5cm 10.3g

3区

3層中

甕

体音6
波状 完形 6.5cm 2.8cm 0.5cm 13.6g

3区

3層 中

甕
儒

波状

３

一
４ (4。 2)cm 2.3cm 0。 7cm 13.6g

3区

第 4層上面 体音6
赤色塗彩

１

一
２

l)cm 2.6cm 0.4cm 7.3g

3区

検出面

甕
鶴

波状

１

一
２

4.5cm 0.6cm 22.6g

3区

検出面 体音5
赤色塗彩 完 形 4.Zcn 2.6cm 0.5cm 8。 8g

3区

検出面

一亜
鶴

赤色塗彩
２

一
３ (5.9)cm 3.5cm 0.5cm 24.6g

3区 一霊
儒

赤色塗彩

１

一
２

g) cm 3.5cm 0.5cm 14.Og

3区 一
璽

榔
無文 完 形 4.4cm 3.8cm 0.8cm 20.5g

No

出
土
遺
構

時

　

期

土
器

の
器
種

加
工
前
の

表
面

の
状
況

残

存

度

長
　
　
径

短
　
　
径

厚

　

さ

重

　

　

量

そ

の

他

台
帳
番
号

図
　
　
版

写
　
　
真

SB7012

埋土中

鉢か

杯音6
赤色塗彩 完 形 2.6cn 2.5cm 0。 7cm 205-5

SB7027

ピット52
鉢

体部
赤色塗彩 完形 6.3cm 5.3cm 0.6cm 16.7g 205-1

SB7086 一霊
鶴

赤色塗彩 完 形 3.2cm 3.Ocm 0.6cm 7.9g
22-13

205-6

SB7086

体音Ь
赤色塗彩 完形 3.8cm 3.5cm 0.5cm 9。 3g

22-14

205-7

SB7086

体音Ь
赤色塗彩 完形 4. lcm 3.5cm 0.6cm 10.6g

22-12

205-8

SB7101 高杯

杯部
赤色塗彩 完形 4.5cm 4.Zcn 0。 9cm 19。 3g

25-13

205-11

7
SB7154 土師 甕

体音5
無文 完 形 4.5cm 3.5cm Q.4cm 9.5g 205-22

SB7207

埋土中

須恵器 甕

底部

カキロか

キズ
完 形 6.5cm 6.Ocm 0。 8cm 37.Og 205-24

SB7207

床上

土師器 甕

体音5
無文 完形 3.7cm 3.4cm 0.5cm 7.8g 205-25

SB7235

埋土中

土師器 甕

体音Ь
届lE毛 目 完 形 5.4cm 4。 lcm 0.6cm 19。 lg 205-19

SB7245

埋土中24
土製品 無文 ほぼ完形 3.4cm 3.4cm 1.Ocm 12.9g

125-19

205-32

SB7256

1層

古代土師 甕

体部
カキロ 完形 6.Ocm 4.4cm 0。 5cm 20.Og 205-17

SB7500 土師器 甕

底部
ヘラ削 リ 完 形 7.8cm 7.Zcn 1.3cm 79.Og

37-4

205-21

SB7655 鉢
榊

赤色塗彩 完形 5.4cm 5.3cm 0。 7cm 25。 9g
39-21

205-2

SB7658 一笠
鶴

赤色塗彩 ほぼ完形 4.8cm 4.3cm 0。 4cm 15。 2g 205-4

SB7703 古代土師 甕

体音Ь
無文 完形 4.3cm 4.lcm 0.5cm 10.lg 205-23
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SB7709

埋土中

甕か

体音5
届肝色目 完 形 3.6cm 3.Ocm 0。 6cm 8.5g 205-14

SB7709

埋土中 体 部
赤色塗彩 完 形 3.8cm 3.2cm 0。 6cm 9。 9g 205-9

SB7767 甕

体音6
波状文 完 形 2.9cm 2.9cm 0。 6cm 6.Og 205-15

SD7007

体音Ь
赤色塗彩 完 形 4.4cm 3.8cm 0.5cm 205-10

SD7008 土師器 甕か

体音5
無 文 完 形 3.4cm 3.lcm 0。 7cm 9。 lg 205-26

SD7010 土師器

体部
無文 完 形 3.6cm 3.5cm 0.6cm 9。 8g 205-27

SD7030 壺か

クト音Ь
無文 完形 5.Zcn 5.Ocm 0.7cm 23.3g 205-28

SD7038 高杯か鉢か壺

体音6
赤色塗彩 完 形 3。 7cm 3.6cm 0.6cm 10。 6g 205-12

SD7039 土師器 甕

体音6
カキロ 完 形 5.Ocm 4.5cm 0.5cm 16.6g 205-18

SD7046

体 部
赤色塗彩 完形 5。 2cm 5.lcm 0.7cm 28.5g

45-8

205-3

SK7652 土師器 甕か

体音6
届J二毛目 完形 3.4cm 2.8cm 0.7cm 8.6g 205-20

2-2区

第 1検出面

甕

体音5
波状文 完 形 2.9cm 2.7cm 0.6cm 6.lg 205-16

3区

3層 中 体音6
赤色塗彩 完 形 4.4cm 3.9cm 0。 7cm 14.9g 205-13

3区

第 3層 中

土師器 甕

体部
無文 完 形 3.3cm 2.8cm 0.6cm 7.lg 205・ 29

3区

4層上面

壺か

体音番
無文 完 形 3.4cm 3.3cm 0.6cm 7.9g 205-30

3区

4層上面

壺か

体部
無文 完形 3.4cm 3.3cm 0.8cm 12.7g 205-31

第629表  フイゴの羽ロ

個別遺物No 遺 構 名 遺 物 No 残 存
A

溶滓付着部
B

還元青灰色部
台帳番号 図版No 写真図版No C

酸化黄橙色部
備  考

1 SB7179 埋土中 4 破 片

SB7201 埋土中42 破 片

SB7209 床 下 欠損部多 206-2 ○

SB7270 埋土中 1 欠損部多 206-4 ○

SB7375 埋土中 6 破 片 ○ ○

SB7543 埋土中 4 先端部ほぼ完形 ○ ○ 206-1 172-1 ○

SD7001 埋土中47 破 片 ○

SD7002 No9 先端部ほぼ完形 ○ ○ 206-5 172-2 ○

SD7006 埋土中535 欠損部多 ○ 206-3 ○

SK7041 埋土中 4 破 片 ○ ○

SK8235 埋土中10 破 片

2-3区 第 1検出面 第 1検出面38 両端部欠損 ○ ○ 206-6 ○
No20が接合
No14に なる

1-3区 第 1検出面 第 1検出面107 破 片 ○

1-3区 第 1検出面 第 1検出面108 破 片 ○

2-1区 第 1検出面 第 1検出面453 破 片 ○ ○

2-1区 第 1検出面 第 1検出面454 破 片 ○ ○

2-1区 第 1検出面 第 1検出面455 破 片 ○

2-1区 第 1検出面 第 1検出面456 破 片 ○ ○

2-2区 第 1検出面 第 1検出面609 破 片 ○ ○

2-2区 第 1検出面 第 1検出面610 破 片 ○

2-2区 第 1検出面 第 1検出面611 破 片 ○ ○

2-2区 第 1検出面 第 1検出面612 破 片

3区 3層 上面 3層上面353 破 片 ○

3区 3層上面 3層上面354 欠損部多 206-6 ○ No14に接合

3区 3層上面 3層上面355 破 片 ○

不明 (一括 ) BSN一括55 破 片 ○ ○

355



第630表 SK7277の鍛造剥片・他

サンプル

No
粒 状 滓

長径 短径 重 さ 写真図版

No
考備

サンプル

No
鉄塊のまJ片

長 径 短径 重 さ 写真図版

No
考備

1 粒状滓 172-3 精錬段階で出る 鉄塊の彙」片
鍛練する鉄塊彙J片

(弱 い磁力あ り)

0.22

0。 25

0。 97

0.55

0.25

第 3章 出土遺物

第631表  SM7006出 土玉類

サンプル

No
鍛造剥片 1

長径 短径 重 さ 写真図版

No
考備

サンプル

No
鍛造景J片 2

長径 短径 重 さ 写真図版

No
考備

鍛造景J片 1 172-5
段
る

冶
れ

＞

鍛
ら
り

錬
み
あ

鍛
に
力

手ヽ
磁

錬
相
＜

精
階 鍛造彙J片 2 0.47

1.27

0。 77

0。 72 0.72

0。 77

0。 95

No

出

土

遺

構

時

期

玉

の

種

類

材

質

色

調

残
　
存

度

長
　
　
径

ｃｍ

短
　
　
径

ｃｍ

厚
さ

（長
さ
）
ｃｍ

重
　
　
量
ｇ

出

土

状

況

穿

孔

方

法

図

版

　

Ｎ。

写

真

　

Ｎ。

1
SM7006

埋土中 1 古墳前期 勾玉 メノウ 明赤褐 完形

(幅 )

1.48

(厚 さ)

0。 65

(長 さ)

2.44 片側 207-2

カラー写真

PL-3

管玉 碧玉 暗オ リーブ灰 完 形

(長径 )

0.56

(短径 )

0.55

(長 さ)

2.09 両佃l 207-3

暗緑灰 完形 両惧l 207-4
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暗緑灰

完形

欠損後再生 (1.87) (0.63) 両側 207,5

カラー写真

PL-3

暗緑灰 完 形 片側 207-6

〃  23 臼 玉 ガラス コバルトブルー
(長径 )

0.36

(短径 )

0。 36

(長 さ)

0.21 207-7

スカイブルー

(グ リーン系) 207-8

〃  22 スカイブルー 0.27 207-9

スカイブルー

(グ リーン系) 207-10

〃   18 スカイブルー 207-11

スカイブルー

(グ リーン系) 207-12

スカイブルー 207-13

〃   11

スカイブルー

(グ リーン系) 207-14

〃  7

スカイブルー

(グ リーン系) 207-15

スカイブルー 207-16

〃  12

スカイブルー

(グ リーン系) 207-17

〃  13

スカイブルー

(グ リーン系) 207-18

スカイブルー

〃  16

スカイブルー

(グ リーン系) 207-20

〃   10

スカイブルー

(グ リーン系) 0。 12 207-21

〃 8

スカイブルー

(グ リーン系) 四角形 207-22

〃 9

スカイブルー

(グ リーン系) 207-23

〃 6

スカイブルー

(グ リーン系) 207-24

ガラス破片

スカイブルー

(グ リーン系) 破 片 (0.29) (0.25) (0.15) (0.001)

第632表 SM7016出土玉類

出

土

遺

構

時

期

玉

の

種

類

材

質

色

調

残
　
存

度

長
　
　
径

ｃｍ

短
　
　
径

ｃｍ

厚
さ

（長
さ
）
ｃｍ

重
　
　
日一里
ｇ

出

土

状

況

穿

孔

方

法

図

版

　

Ｎ。

写

真

　

Ｎ。

SM7016

埋土中12 古墳前期 管玉 碧玉 暗緑灰 完形 両側 208-3

緑灰 208-4

緑灰 208-5

〃  11 緑 灰 208-6

暗緑灰 208-7

緑灰 208-8

〃  5 緑灰 208-9

〃  4 緑灰 208-10

357
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No

出

土

遺

構

時

期

玉

の

種

類

材

質

色

調

残
　
存
　
度

長
　
　
径

ｃｍ

短
　
　
径

ｃｍ

厚
さ

（長

さ
）
ｃｍ

重
　
　
日一里
ｇ

出

土

状

況

穿

孔

方

法

図

版

　

Ｎ。

写

真

　

Ｎ。

暗緑灰 完 形 両側 208-11

暗緑灰 208-12

緑灰 208-13

1 暗緑灰 欠損後再生 208-14

SM7016

鏡付近 2 臼玉 ガラス スカイブルー 完 形
鏡付近

209-1

1 スカイブルー 209-2

SM7016

左玉集中24 スカイブルー
左玉集中

209-3

〃  25 スカイブルー 209-4

〃  23 スカイブルー 縦1/2欠 209-5

〃 3 臼 玉 3,t', / 3)\)tB 完形 両側 209-6

0。 52 209-7

209-8

〃  21 209-9

〃  19 209-10

209-11

209-12

〃   14

(分析資料 )

縦1/2欠 209-13

〃 9 完 形 209-14

209-15

〃  16 209-16

209-17

〃 5 0.27 209-18

0。 22 209-19

〃 1 209-20

〃 2 0。 25 209-21

〃 7 1/3欠損 (0.56) 209-22

なつめ玉 完 形 209-23

〃   10 臼玉 209-24

左玉集中22 1/3欠 (0.06)
左玉集中

縦1/2欠 (0.05)

縦1/2欠 (0.02)

SM7016

右腕部分9
右腕部分

209-25
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0.71 209・ 26

209-27

209-28

209-29

0.22 209-30

209-31

右腕部分 7 完 形
右腕部分

〃   11 縦1/3欠

縦1/3欠

(分析資料 )

縦1/3欠

(分析資料 )

Sヽ〔7016

覆土中7 古墳前期 完形 209-32

209-33

〃 5 横1/3欠 (0.56) 209-34

l 1/5欠 (0。 85) (0.25) 209-35

〃 3 完 形 0.24 209-36

209-37

〃   10 209-38

209-39

209-40

覆土中8 完形 209-41

〃  11

(分析資料 )

縦1/2欠 209-42

覆土中12 (分析資料 ) 破 片

〃   15

〃  16

第633表  その他玉類

No

出

土

遺

構

時

　

　

期

玉

の

種

類

材

　

　

　

質

色

　

　

調

残
　
存

度

長
　
　
径

ｃｍ

短
　
　
径

ｃｍ

厚
さ

（長
さ
）
ｃｍ

重
　
　
日一里
ｇ

出

土

状

況

穿

孔

方

法

図

版

　

Ｎ。

写

真

No・

SB6014

検出面① 弥生後期 自 玉 ガラス コバルトブルー 完 形 210-6

SB6014

検出面② :r/\/L lTtv- 210-5
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No

出

土

遺

構

時

期

玉

の

種

類

材

質

色

調

残
　
存
　
度

長
　
　
径

ｃｍ

短
　
　
径

ｃｍ

厚
さ

（長
さ
）
ｃｍ

重
　
　
量
ｇ

出

土

状

況

穿

孔

方

法

図

版

　

Ｎ。

写

真

　

Ｎ。

SB6014

検出面 3 スカイブルー

カラー写真

PL-3

SB6014

検出面 4 コバルトブルー 縦1/2欠 (0.34) (0.07)

SB6014

埋土水洗中 1 3)s)V|7tV- 完 形 210-7

SB6014

埋土水洗中 2 att1r,|7tV- 四角形 210-8

SB6014

埋土水洗中 3 att11n|7tV- 0。 37

SB6014

埋土水洗中 4 コバルトブルー 210-9

SB6019

NQ2 古墳前期 管玉 碧 玉 オ リーブ灰 2.37 両側 210-17

SB6019

NQ3 緑灰 210-16

SB7008

床下 土玉 土製品 橙

SB7024

弥生後期 管玉 赤玉 暗赤 1/5欠 0.27 (3.40) (0.38) 不 明 210-13

カラー写真

PL-3

SB7047

土勾玉 土製品 にぶい橙 その他 (1.09) (1.50)

SB7189

混 入 土勾玉 土製品 褐 灰 完 形 210-27

カラー写真

PL-3

SB7246

NQ8 古墳前期 自玉 蛇紋岩 暗緑灰 210-23

SB7254

古墳前期 勾玉 蛇紋岩 オ リープ灰

完形

欠損後再生 両側 210-24

SB7379

A-11区 混 入 管玉 蛇紋岩 緑 黒 完 形 両側 210-37

SB7383

古墳前期 管玉 細粒砂岩 灰 210-18

SB7387

NQ10 混 入 管玉 滑石 暗緑灰 210-36

SB7387

NQll 混 入 管玉 滑石 暗緑灰 210-38

SB7425

混 入 管玉 碧玉 暗緑灰 210-34

SB7427

混入 勾玉 滑石 里
¨

SB7428

埋土中 1 混 入 臼玉 ガラス スカイブルー 210-28

SB7428

埋土中 2 混 入 管玉 滑石 緑 黒 両側 210-39

SB7434

混 入 自 玉 滑石 オ リーブ灰 1/3欠 210-30

SB7551

カマ ド内 混 入 勾玉 ホルンフェルス 暗灰 完 形 片側 210-25

SB7566

弥生後期 土勾玉 土製品 赤色塗彩

幅

1.25

厚さ

1.35

長さ

2.60

SB7573

弥生後期 自 玉 ガラス コバルトブルー 0。 27 210-11

SB7577

弥生後期 土勾玉 土製品 赤色塗彩

幅

1.35

厚さ

0。 95

長さ

2.05

SB7716

混 入 管玉 細粒砂岩 オ リーブ灰 13。 94 両側 210-33

SB7770

土勾玉 土製品 橙

幅

2.53

厚さ

1.20

長さ

3.70

SB7517

西横上端 古墳前期 臼 玉 ガラス スカイブルー 210-22

カラー写真

PL-3

SⅣ17010

NQ32 弥生中期 管玉 碧玉 暗緑灰 縦1/2欠 両側
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SM7028

古墳前期 臼 玉 ガラス スカイブルー 完 形 209-43

カラー写真

PL-3

SM7035

壁 古墳前期 管玉 赤玉 暗赤 1/2欠 (1.50)

南壁土器

Nol内の土中 不 明 210-21

臼 玉 蛇紋岩 暗オ リーブ灰 209-45

暗緑灰 209-49

暗緑灰 209-48

暗緑灰 0.57 209-54

里
小

209-52

暗緑灰 209-55

暗緑灰

暗緑灰 209-46

暗緑灰 209-47

暗オ リープ灰 0。 27 209-51

暗オ リーブ灰 209-50

SM7036

NQ2 勾玉 滑石 緑灰 両側 209-44

SD6007

NQ5 弥生中期 管玉 碧玉 暗オ リーブ灰 210-2

SD6035

弥生後期 土勾玉 土製品 明赤褐

幅

0.96

厚さ

1.17 210-12

カラー写真

PL-3

SK6321

古墳前期 管玉 碧石 オ リーブ灰 両側 210-19

SK7045

3)\)H 3)\/ 橙 破 片

SK7258

混 入 勾玉 蛇紋岩 暗オ リープ灰 完 形

幅

1。 25

厚さ

0.44 片佃1 210-32

カラー写真

PL-3

SK7732

土勾玉 土製品 にぶい橙

幅

1.85

厚さ

1.24

SK7846

混 入 管玉 赤玉 暗赤 2/3欠 (0。 86) 不 明

カラー写真

PL-3

SK8109

古墳前期 管玉 赤玉 暗赤 完 形 0.25 両側 210-20

SK8005

の北ヨコNQ25 石製品 頁石 灰 黄 その他 (0。 94) (1.42)

2-1区

第 1検出面 混 入 土勾玉 土製 赤色塗彩 完 形

幅

1.40

厚さ

1.30 210-26

カラー写真

PL-3

2-2区

第 1検出面 混 入 管玉 細粒砂岩 オ リーブ灰 13.94 両佃l 210-35

2-3区

検 出面 混 入 自 玉 ガラス 3 )s)Vl7 tV- 縦1/2欠 (0.60) (0。 26) 210-29

第634表 古代石製品

No

出

土

遺

構

時

　

　

期

玉

の

種

類

材

　

　

　

質

色

　

　

調

残
　
存

度

長
　
　
径

ｃｍ

短
　
　
径

ｃｍ

厚
さ

（長
さ
）
ｃｍ

重
　
　
日一里
ｇ

出

土

状

況

穿

孔

方

法

図

版

　

Ｎ。

写

真

　

Ｎ。

SB6021 古代 石製丸輌 ホルンフェルス 里
¨

破 片 (1.20) (2.32)



第 3章  出土遺物

第 2節 篠ノ井遺跡群出土の金属製品について

今回の調査では、銭貨18枚、青銅製品20点、鉄製品165点が出土している。

銭貨の種類は、国産銭が皇朝十二銭の承和昌賓銭 1枚、寛永通宝 2枚、一銭銅貨 1枚、渡来銭が開元通

宝 3枚、天蒋通賓 1枚、至和通賓 1枚、熙寧元賓 2枚、元豊通賓 1枚、政和通賓 1枚、紹熙元賓 2枚、不

明 2枚であった。この中で特に注目されるのは、SB7404の 床面出土の承和昌賓 (図版211-14)であり、

長野県内の出土例 としては 2例 日となる。

青銅製品は、銅鏃 3′点、青銅鏡 3面、耳環 1′点、銅鈴 1′点、飾金具 2′点、帯金具 3′点、銅椀 1′点、銅印

1点、キセル 2点、不明 4点 であった。特に注目したいのは弥生時代後期の銅鏃、古墳時代前期の青銅

鏡、古代の銅印である。銅鏃は弥生時代後期の竪穴住居跡SB7128(図版211-1)O SB7488(図 版211-

2)か らの出土と、混入品として古代の大溝SD7052(図版211-3)か らの出土で、すべて柳葉形式のも

のである。古墳時代前期の青銅鏡は、古墳時代前期の木棺墓SM7006出土の獣形鏡 (図版207-1)、 木棺

墓SM7016出土の珠文鏡 (図版208-1)、 竪穴住居跡SB7250出 土の重圏文鏡 (図版211-12)である。獣

形鏡 と珠文鏡は木棺墓の副葬品である。重圏文鏡は竪穴住居跡の埋土中からの出土であり、この重圏文鏡

も本来は木棺墓に副葬されていた可能性が充分に考えられる。また、古代の竪穴住居SB7109出土の銅印

(図版211-13)は 円形で、右側 2分の 1の残存であったが、「大半」と刻まれた文字が残っていた。文字

とつまみ部分が意識的に鋳潰されていることから、断定はできないが、本来は「大伴」であったと考えら

れる。文字の刻み部分には、わずかに朱が残っていた。

鉄製品は、刀子52′点、鉄鏃27′点、紡錘車14′点、鎌 7′点、釘 6′点、U字形鋤先 3′点、苧引金具 3′点、輪状

鉄製品 3点、鉄斧 1点、不明49点 であった。刀子については出土点数は多いものの、形状の良好なものは

あまり多くない。鉄鏃については、弥生時代後期の竪穴住居跡SB7038か ら小形柳葉形式と考えられるも

のが出土し、 2-2区 第 1検出面からは、更埴市森将軍塚古墳や長野市東山 3号古墳出土の柳葉形式の鉄

鏃に類似 したものが出土している。また古代の竪穴住居跡SB7051や土墳跡SK7235か らは、茎部が螺旋状

に捩られて作られた非常に珍 しい柳葉形式の鉄鏃が出土している。長野県内での類似例は中野市厚貝山の

神古墳から、柄が螺旋状に捩られて作られた刀子が出土 (文献 1)してお り、年代は古墳時代中期の前半

から中頃とされている。この頃の県内出土の馬具の轡にも螺旋状に捩られて作 られたものが見られること

から、SB7051やSK7235出土の鉄鏃 もこの頃のものと考えられ、古代の遺構への混入品と考えられる。ま

た弥生時代中期の竪穴住居跡SB7272出 土の鉄鏃、弥生時代後期の竪穴住居跡SB7229 0 SB7541出土の鉄

鏃、SB7091出土の刀子、SB7187出 土の紡錘車の軸、古墳時代前期の竪穴住居跡SB7184出 土の刀子につ

いては、その位置付けを遺構の時期のものと考えるか、調査上の混入と考えるか、判断に苦しむものであ

る。またU字形鋤先については、古代の溝跡SD7002か ら錆びた 2つの鋤先が付着した状態で出土してい

る。これは破損品を2つ以上束ねていたものが、錆びで付着したものと考えられる。上記以外の鉄製品の

ほとんどは古代に用いられたものと考えられる。

文献 1 横山浩一「長丘村古墳調査 厚貝山の神古墳」『下高井』1953年
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金属製品観察表

第635表 青銅製品
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20-1区

東壁セクション 不 明 キセル (7.76g)

BIS

3

SB7014

フク土

古代

7 不 明 1.05g

SB7017 古代

8 銅鈴 全 体 2.4cm 2.58g 2.4cn I.7cn 175-6

SB7079 弥生

後期 不 明 0。 12g

SB7109 古代

6 銅 印 全 体 4.lcm 45。 46g 4.lcm 2.lcn 211-13

SB7128

フク± 2層

弥生

後期 銅鏃

ほぼ

完形 鏃 部 3.lcm 3.19g 3。 lcm 1.3cm

厚さ

0.4cm 1

カラー写真

PL-2

SB7250 古墳

前期 銅鏡 (重圏文鏡 ) 完形 鏡 3.2cm 3.36g 3.2cm

厚さ

0.lcm 211-12

カラー写真

PL-2

SB7303 古代

7 耳か ざり 完形 全 体 2.9cm 4.44g 0。 5cm 211-4 175-10

SB7421

NQ19

古代

7 飾金具 破 片 3.6cm 1.13g 211-9 175-7

SB7488 弥生

後期 銅鏃

lユ |ま

完形 鏃 部 3.4cm 3.62g 3.4cm 7.Zcn

厚さ

0.4cm

カラー写真

PL-2

SB7552 古代

7 帯金具 完形 全 体 3.3cm 4.75g 3.3cm 2.6cm 211-6

SL〔 7006 古墳

前期 銅鏡 (獣形鏡 ) 完 形 鏡 8。 2cm 42.21g 8.2cm

厚さ

0。 3cm 207-1

カラー写真

PL-2

SM7016 古墳

前期 銅鏡 (珠文鏡 ) 完 形 鏡 4.4cm 4.4cm

厚さ

0.2cm 208-1

カラー写真

PL-2

SD7052 古代

1～ 7 銅鏃

|ユ IF

完形 鏃 部 3.6cm 2.28g 3.6cm 1.2cm

厚さ

0.3cm

カラー写真

PL-2

SK8403 古代

7降 飾金具 破 片 5.9cm 4。 43g 2.lmm

破片その他多数あり

重さは全体量 175-9

2-1区

西壁 と南壁接点 不 明 巡 方 完形 全 体 2.7cm 2.01g 1.4cm 2.7cn 175-5

2-1区

第 1検出面 不 明 帯金具 完 形 全体 3.6cm 2.3cm 3.6cm 175-4

2-1-b区

南壁セクション 不 明 キセル (6.58g) 175-12

2-3区

2層上面 不 明 銅椀 口縁部 14.22g

口径

15。 2cm 175-2

3-E区

検出時 不 明 不 明 175-8

第636表 銭貨

No

出

土

遺

構

時

期

製

　

口田
　

名
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の
他

の
径

そ

　

の
　

他

台

帳

番

号

図

版
　
　
Ｎ。

写

真

No

1
20-1区

表採 不 明

銅銭

(寛永通費 ) 2.59g 2.2cm

BIS

1 175-14

20-1区

表採 不 明

銅銭

(開元通費 ) 3.52g 2.3cm

BIS

2 175-17

SB7404

床面 古代 6

銅銭

承和昌賓 1.13g 2.lcm 175-13

SK7045

中世

銅銭

(政和通費 ) 2.94g 2.3cm 211-26 175-27

SK7045

中世

銅銭

(至和通費 ) 2.69g 2.3cm 175-21

SK7153

中世

銅銭

(開元通費 ) 2.59g 2.3cm

SK7213

中世

銅銭

(紹熙元責 ) 3.36g 2.3cm 211-27 175-25
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SK7224

検出時 古代 5

銅銭

(紹熙元責 ) 0.56g 175-28

SK8413

中世

銅銭

(○元○○) 4.lg 175-29

SK8590

中世

銅銭

(開元通費 ) 3.55g 2.4cm 175-19

SD7021

古代 7降

銅銭

(熙寧元贅 ) 2.79g 2.3cm 211-22 175-22

1-1-b区

東壁西壁26層 不 明

銅銭

(寛永通費 ) 2.95g 2.5cm 175-15

1-1-b区

東壁耕土下中 不 明

銅銭

(1銭銅貨 ) 3.39g 175-16

1-3区

第 2検 出面 不 明

銅銭

(熙寧元責 ) 4.12g 2.4cm 211-23 175-23

2-1区

東壁216～ 2層 不 明

銅銭

(元○通費 ) 3.28g 2.4cm 211-25 175-26

2-2区

第 1検出面 不 明

銅銭

(天直通費 ) 3.33g 2.5cm 211-20 175-20

3区

3層上面 不 明

銅銭

(元豊通費 ) 3.33g 2.3cm 211-24 175-24
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SB6020 古代

6 刀子 刃部 6.5cm 3.13g 6.5cm 0。 9cm

SB7001

検出面

古代

6 不 明 3.Ocm 0.24g 218-30

SB7001

検出面

古代

6 刀子 全体 6.16g 5.Zcm 1.3cm 177-9

SB7008

フク土中

古代

7 鎌柄 破 片 2.8cm 4。 15g 178-7

SB7008 古代

7 刀 子 刃部茎部 4.4cm 2.26g 1 .Scm 1.Ocm

SB7008 古代

7 刀子 刃部 1.8cm 0。 19g 1.8cm 0.Scm 215-13

SB7009 古代

6 不 明 3.6cm 0.69g

SB7011

No10

古代

7 刀子 全 体 10.3cm 6.40g 3.8cm 1.2cm 177-6

SB7013

上層検出面

古代

7 刀子 全体

ほぼ

完形 17.5cm 10.86g 10.2cm 1.3cm 177-1

SB7013

炭化物層

古代

7 刀 子 刃部 2.8cm 0.48g 215-14

SB7013 古代

7 輪状鉄製品 全体 完形 2.2cm 5。 90g 2.2cm 1.5cm 2.Ocm 217-9

SB7015

カマ ド内

古代

7 紡錘車 軸 6.5cm 1.58g 0.35cm 176-2

SB7022

床下

古代

6 鋤 茎部

ほIF

完形 11.5cm 11.58g 11.5cm 213-15 176● 4

SB7026 古代

8 刀 子 茎部 2.4cm 0.46g 215-15

SB7029

カマド

古代

1 刀 子 刃部 6。 6cm 3.19g 0.9cm 0。 9cm 215-2

SB7029

カマド

古代

1 刀子 刃部 6.4cm 1.92g 6.4cm 0.8cm 215-1

SB7029 古代

1 刀子 全体 15。 9cm 15.88g 9.8cm 1。 2cm

SB7137カ マド

No7が接合 214-4 177-3
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SB7029

No24

古代

1 刀 子 全体 8.2cm 3.3cm 0.9cm 214-3

SB7029 古代

1 刀 子 刃部 7.3cm 3.50g 7.3cm 0.7cm 215-3

SB7029 古代

1 刀 子 茎部

|ユ IF

完形 5.6cm 2.84g 5.3cm 215-4

SB7029

床下

古代

1 不 明

SB7030 古代

5 刀子 鉢

|ユ IF

完形 15。 2cm 7.34g 8.2cm 1.lcm 177-5

SB7038 弥生

後期 鉄鏃 鏃 2.8cm 0.70g 2.Scn 0.9cm 176-21

SB7041

床下

古代

7 紡錘車 紡 輪

|ユ |ご

完形 5.3cm 8.73g 5.3cm 176-6

SB7051

床土中

古代

8 鉄鏃 鉢 完 形 8。 9cm 4.13g 8.9g 0。 7cm 213-26 176-33

SB7051 古代

8 不 明 3.4cm 1.95g

SB7054 古代

7 U字鋤先部分 破 片 6。 3cm 8.46g 216-2 178-2

SB7082

第 2層

弥生

後期 不 明

SB7091 弥生

後期 刀子 茎部

|ユ |ご

完形 5.5cm 3.17g 215-16

SB7091 弥生

後期 刀 子 茎部

ほぼ

完形 6.lcm 7.02g 215-17

SB7095 弥生

後期 不 明

SB7108

床下

古代

6 鉄 釘 全 体 5。 7cm 3.12g 212-22

SB7111 古代

5 鎌柄 破 片 3.Zcn 1.76g 178-6

SB7136 古代

7 刀子 刃部 7,7cm 3.03g 7.7cm 0。 8cm 215-6

SB7144 試
２ 刀子 刃部・茎部

全体

1/3 5.9cm 1.70g 1.3cm 1.Ocm

SB7155 古代

10 不 明 (10g)

SB7160 古代

7 不 明 (10g)

SB7161 古代

7 不 明 4.9cm 1.07g 218-13

SB7174 古代

7 刀子 茎 部

ほぼ

完形 5.Zcn 3.45g 215-18

SB7184

埋土中位層

古墳

前期 刀 子 全体

|ユ IF

完形 14.lcm 10。 96g 177-7

SB7187 弥生

後期 紡錘車 軸 11。 9cm 6.32g 212-6 176-3

SB7191 弥生

後期 鉄鏃 鏃 3.Ocm 1.49g 3.Ocm 1.2cm

SB7201 古代

7 鏃 茎部

ほぼ

完形 4.6cm 1.08g 213-19

SB7203 古代

7 刀子 刃部 3.3cm 1.72g 3.3cm 0.8cm

SB7205 古代

7 刀 子 刃部

ほぼ

完形 10。 2cm 3.97g 10.2cm 0.8cm

SB7207 古代

7 苧引金 全体 完形 8.6cm 6.24g 8.6cm 1.4cm 212 176-13

SB7208 古代

2 鉄鏃 全体 5.6cm 2.35g 2.2cm 0.5cm 213-23

SB7215 古代

1 刀 子 刃部 7.3cm 3.34g 7.3cm 1。 4cm
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SB7220 古代

10 鋤 全体 8.4cm 7.98g 3.9cm 2.3cm 176-27

SB7220 古代

10 刀子 刃部・茎部 7.5cm 3.05g 3.Ocm 1。 lcm 177-16

SB7220

No9
古代

10 紡錘車 紡輪

ほ|ま

完形 4.9cm 10.53g 4.9cm

SB7229 弥生

後期 鉄鏃 全体 6.78g 3.9cm 0.6cm

SB7243

No3

古代

1 刀 子 刃部・茎部 6.9cm 6.54g I.7cn 0.7cm 177-2

SB7262 古代

5 鉄鏃 全体 7.3cm 2.19g 3.Ocm 0.8cm

SB7265 古代

7 不 明 (30g)

SB7269

Nol
古代

3 紡錘車 紡 輪 5.2cm

推定

5。 2cm 176-8

SB7269

No2

古代

3 鉄 鏃 全体 完 形 17.lcm 12.08g 8.7cm 1.7cm 176-28

SB7272 弥生

中期 鋤 鉢 6.6cm 2.56g 4.5cm 0.3cm 176-32

SB7287 古代

3 紡錘車 紡輪

}ユ IF

完形 14.85g 4.6cm 176-9

SB7301 古代

6 刀 子 全体 7.7cm 3.14g 4.Scm 0.8cm

SB7303 古代

7 不 明 3.7cn 1.71g

SB7305 古代

7 刀 子 鉢 9。 5cm 9。 19g 3.8cm 1。 lcm 177-13

SB7308 古代

5 不 明 218-15

SB7314 古代

5 紡錘車 軸、紡輪

|ユ IF

完形 (7.6) (8.55) 4.5cm 212-8 176-5

SB7348

埋土中

古代

4 不 明 4.5cm 1.75g 177-28

SB7348 古代

4 不 明 5。 4cm 0.53g

SB7391

床面下

古代

7 鋤 鏃 4.9cn 0。 96g 4.9cm 0.9cm 176-23

SB7391

床面下

古代

7 鉄 鏃 鏃 3.8cm 1.97g 3.lcm 0.6cm

SB7404 古代

6 刀 子 刃部 。茎部

全体の

1/2 6.5cm 1.89g 2.5cm 0。 9cm

SB7407 古代

7 刀 子 全体 10.Ocm 4.68g 4.5cm 0。 8cm

SB7408 古代

4 刀 子 刃部 。茎部 5.7cm 2.86g 2.2cm 0.9cm

SB7412 古代

5 紡錘車 紡輪 完形 17.38g 5。 8cm 212-12 176-10

SB7422 古代

7 不 明

SB7422 古代

7 苧引金具 全体 完形 11.8cm 19.61g 11.2cm 2.4cm

SB7423

ピット1

古代

8 不 明 2.9cm 0.39g

SB7425 古代

4 不 明 4.Zcn 4.19g 218-6 177-22

SB7428 古代

7 刀子 全体 8.77g 4.9cm 1.4cm

SB7429 古代

7 刀 子 刃部 6.Ocm 3.37g 6。 Ocm 1.lcm 215-9
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SB7434 古代

7 不 明 3.6cm 1.16g 218-17

SB7439 古代

6降 刀子 刃部 5.6cm 3.25g 5。 6cm 1.3cm

SB7440 古代

7 不 明

SB7440 古代

7 不 明 5.Ocm 2.35g 218-18

SB7440

床面

古代

7 刀子 刃部・茎部 6.3cm 2.62g 4.6cm 1.Ocm

SB7450 古代

7 不 明

SB7470 古代

6先 刀子 鉢

ほぼ

完形 10。 lcm 3.05g 5。 8cm 0.6cm 214-9 177-8

SB7488 弥生

後期 不 明 3.5cm 1.43g 218-11

SB7489

の周辺 (第 2面 ) 不 明 刀子 刃部

ほぼ

完形 11.2cm 7.79g 11.2cm 1.4cm 215-11

SB7517 古代

5 刀 子 刃部 5.9cm 1.23g 5。 9cm 1.lcm 215-12

SB7519 古代

5 鋤 茎部 5.3cm 2.60g 213-20

SB7533 古代

5 鉄 釘 全体

ほぼ

完形 4.Ocm 6.82g 212 176-19

SB7537 古代

10 紡錘車 紡輪 3.9cm 4.75g

推定

4.4cm 212-14 176-11

SB7541 弥生

後期 鉄 鏃 鏃音5

ほぼ

完形 5.9cm 6.27g 5.9cm 1.9cm 213-6 176-26

SB7591 古代

9 不 明 3.6cm 2.89g 218-26

SB7593 弥生

後期 不 明 7.Scn 0.71g 177-21

SB7595

不 明 紡錘車 軸 4.6cm 1.48g

SB7602 古代

10 鎌 全体 完 形 16。 Ocm 16.Ocm 2.6cm 217-2 178-9

SB7602 古代

10 輪状製品 3.9cm 6.35g 217

SB7605 古代

10 紡錘車 軸

|ユ IF

完形 23.4cm 15.53g 176-1

SD7001 古代

7～ 8 不 明 11.4cm 2.28g

SD7002

Noll砂 層

古代

7～ 8 U字形鋤先 2′点か 鋤 先

ほぼ

完形 22.4cm 138.78g 6.8cm 216-1 178-1

SD7005 古代

7～ 8 不 明

SD7006 古代

5～ 7 苧引金 全体 完 形 8.7cm 4.94g 8.7cm 0.9cm 212-17 176-14

SD7006 古代

5～ 7 刀子 鉢 8。 9cm 4.47g 3.9cm 215-20 177-11

SD7006 古代

5～ 7 不 明

SD7006 古代

5～ 7 鋤 茎部

ほぼ

完形 6.5cm 1.86g 213-22

SD7007 古代

2～ 7 不 明

SD7032 古代

7～ 8 刀子 刃部・茎部 3.4cm 1.27g 2.lcm 0.9cm 215

SD7033 古代

7～ 8 刀子 茎部 4。 lcm 2.56g 215-22
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SD7033 古代

7～ 8 不 明 9.1cm 3.34g 218-1 177-24

SD7039 古代

2～ 7 鋤 全体 6.lcm 2.13g 2.8cm 0。 7cm 213-11 176-30

SD7052 古代

1～ 7 不 明 4.9cm 1.83g 218-33

SD7059 古代

6～8 鐵 茎 部 6.lcm 3.55g 213-24

古代

7 U字鋤先部分 破 片 3.3cm 5。 86g 216-3 178-3

SD7087

2層

古代

1～ 7 鎌 鉢 15.Ocm 17.69g 15.Ocm 2.9cm 178-8

SK6150 古墳

前期 不 明

SK7012

中世 不 明 2。 2cm 0。 38g 218-7 177-27

SK7031

中世 鉄 釘 全体 5。 5cm 10。 60g 212-20 176-18

SK7089

中世 不 明 4。 3cm 1.29g 218-27

SK7140 古代

6先 刀 子 刃部・茎部

全体の

1/2 7.4cm 4。 24g 1.2cm 215-23 177-12

SK7229 古代

8 鋤 全体 6。 lcm 1。 99g 2。 9cm 1.3cm 213-5 176-24

SK7235 古代

9 鐵 全体 4.9cm 2.32g 2.lcm 0。 9cm 176-31

SK7235 古代

9 鐵 軸 9.lcm 2.73g 213-27 176-34

SK7254

中世 不 明 4.6cm 1.48g 218-20

SK7353

中世 不 明

SK7412 弥生

後期 刀子 刃部・茎部

節 の

1/2 9.2cm 2.92g 1.lcm 215-24 177-15

SK7457 古代

8降 鉄 鏃 茎部 3.8cm 0。 97g

SK7653 古代

7降 鉄 斧 全体 完形 9.Ocm 108。 16g 9.Ocm

2.lcm

4.Ocm 217-8 177-20

SK8039 古代

不明 刀子 刃部 4。 3cm 3.19g 4.3cm 1.3cm 215-25

SK8254 古代

10 不 明 1.9cm 0。 15g 218-32

SK8254 古代

10 不 明 4.2cm 1.51g 218-5

SK8683 古墳

前期 鉄 釘 全体 5.6cm 6.37g 212-21

2-1区

第 1検出面 不 明 鉄鏃 全体 9.5cm 11.44g 5。 7cm 2.lcm 213-9 176-25

2-1区

第 1検出面 不 明 刀 子 刃部

ほIF

完形 9.4cm 4.33g 9.4cm 0.8cm

2-1区

第 1検出面 不 明 不 明 6.3cm 10。 64g 218-10 177-30

2-1区

第 1検出面 不 明 不 明 (7.4cm) (3.61g) 218-2 177-29

2-1区

第 1検出面 不 明 不 明 3.4cm 1.32g 218-3 177-25

2-1区

東壁2-1層 不 明 不 明 (0。 69g) 218-34

2-1区

検出面A18 不 明 鎌 全体 完形 25。 2cm 25.2cm 6. Ocm
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2-1区

検出面A18 不 明 不 明 5。 7cm 1.29g 218-23

2-1区

検出面 1括 不 明 不 明 (5.Og)

2-1-b区

第 1検出面 不 明 鉄鏃 鏃音

`

5。 Ocm 1.34g 5.Ocm 0.9cm 213-4 176-22

2-1-b区

第 1検出面 不 明 不 明 3.4cm 1.23g 218-22

2-1-b区

南壁セクションNQl 不 明 紡錘車 軸 2.8cm 0.29g 212

2-2区

第 1検出面 不 明 刀 子 刃部 。茎部 5.3cm 3.29g 0.8cm

2-2区

第 1検出面 不 明 刀子 刃部 4.7cm 3.54g 4.7cm 1.Ocm 215-26

2-2区

第 1検出面 不 明 鉄鏃 茎 部 10.Ocm 6.69g 213-16

2-2区

第 1検出面 不 明 不 明 (1.68g) 218-29

2-2区

第 1検出面 不 明 刀 子 刃 部 5.8cm 5。 94g 5。 8cm 1.lcm 215-29

2-2区

第 1検出面 不 明 鎌 先 破 片 4.4cm 6.23g 178-4

2-2区

第 1検出面 不 明 不 明 6.4cm 3.01g 218-28

2-2区

第 1検出面 不 明 刀子 刃 部 3.Ocm 2。 30g 3.Ocm I.Zcn 215-30

2-2区 ヽ

第 1検出面 不 明 紡錘車 軸 2.7cn 0.23g 212-5

2-2区

第 1検出面 不 明 鋤 鏃音6 完形 6.3cm 1.57g 6.3cm 1.4cm 213 176-20

2-2区

第 1検出面 不 明 鉄 釘 全 体 8.2cm 5。 6g 176-15

2-2区

第 1検出面 不 明 不 明 3.6cm 1.42g 218-24

2-2区

第 1検出面 不 明 鎌 先 破 片 4.4cm 3.54g 217-5 178-5

2-3区

3層上面 不 明 刀子 刃部 5.7cm 1.25g 5,7cm 0.6cm 215-28

2-3区

3層上面 不 明 不 明 5。 5cm 16。 19g 218-9 177-23

3区

北壁中 不 明 不 明 4.2cm 5。 15g 218-8

3区

表土 不 明 釘 全体 完 形 12.Ocm 明治以降の釘

3-北区

第 1検出面 不 明 輪状製品 全 体 完 形 2.9cn 3.07g 2.Scn

4区

水 田面 不 明 紡錘車 軸 2.8cm 0。 86g 212-4

不明

3層上面 不 明 鋤 茎 部 2.9cm 1.79g 213-25

不明

検出面 不 明 刀子 茎 部 4.6cm 2.Og 215-32

不 明

不 明 不 明
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第 3節 篠 ノ井遺跡群出土の本製品について

石川条里遺跡低地境の溝、自然堤防上の土坑、井戸などから30点余 りの木製品が出土している。弥生時

代中期から中世にわたる幅広い時代の木製品であるが、古墳時代前期のSK6048出土の容器類など特殊な

製品もあり注目される。低地の杭列 (SA)か らは多数の杭を取 り上げたが、その中で加工形状の傾向が

わかる杭の一部を掲載 した。以下に時代・時期をおって記述する。

弥生時代中期～後期

石川条里遺跡側の低地か らは、水田遺構に関連する溝SD6007か ら曲柄着柄鍬の身部 (219-2)、 杭列

SA5001か ら組み合わせ鋤の柄 (219-5)と 判断される農具が出土している。前者の曲柄鍬は扁平で、着柄

部幅が刃部幅よりやや狭 く肩部をわずかに作 り出す形態である。同形態の曲柄鍬は、弥生中期後半に静岡

県角江、長崎遺跡、神奈川県影向寺遺跡など東海地域を中心に類例をいくつか見ることができる。弥生後

期以降は大形の曲柄鍬が主体であり、着柄部は細 く断面半円に近い形状が一般的である。本遺跡で中期の

曲柄鍬が全国的な傾向と同一であったことが確認された。 (219-3)は 曲柄鍬の着柄部 と同一の形状であり

有頭部が削 りだしで、先端が尖ることから、農具の装着に関連する楔 としての機能が浮かび上がる。なお

県内で弥生中期の農具が出土した遺跡は、中野市七瀬遺跡についで本址で 2遺跡日である。

低地境のSK6075か らは同一形状の板材が 2枚並列 して出土した (221-50222-1)。 均一な厚みをもち完

存する板材で粗雑な削り痕が観察された。使用した痕跡がないことから小形ではあるが何 らかの製品の素

材 と判断される。弥生中期SA5001構築材 (223-40223-5)は 、用材として割 り材が主体を占め、鋭角な先

端をもつ。先端の作 りだしにおいては同一の面を 1度 もしくは 203度の削りによる単純加工が大半を占

める。弥生後期SA6009構築材 (244-8～ 244-13)は用材 として丸木材がもっとも多い。先端加工は数方向

から同一面を数度にわたる削りによって鋭角に作 りだす (224-90224-10)も のと、 2方向から 1度ないし

2度の削 りで鋭角にする 2種類がある。弥生時代の杭列 2条の構築は、統一的な用材からなり、弥生中期

の構築材の樹種は、29。 5%が クリ、26.5%が コナラ節で、弥生後期の構築材の樹種は、コナラ節が26.6

%、 クヌギ節が16.4%であった。

古墳前期

農具では集落域の井戸SK6142か らえぶ り (横鍬)(1)が 出土した。当該期に集落から農具が出土する

例は稀で、貯木、加工場所でない限りは水田もしく水路に伴っている。刃部幅が広 く鈍角に着柄 される横

鍬は整地具 とされるものであるが、鋸歯状の刃部をもたない本例が水田耕作以外の用途で用いられた可能

性が高い。えぶりの形態は多様であるが本例 もほかに類例がない。同じく集落内の井戸SK6202か らは高

杯 (220-3)、 器台 (220-1)、 方形の槽 (220-2)な どの容器類の他梯子 (221-1)、 井戸SK6307か らは火鑽

臼 (219-7)、 井戸SK6048か らは部材 (219-80219-90223-3)な ど生活具がいくつか出土した。SK6202出

土の器台には入念に黒漆が塗られている。黒漆製品の類例は二重県城之腰遺跡、群馬県三ツ寺遺跡などに

あり、豪族居館関連の遺跡に多く見出すことができる。器台、高杯 ともに破片であるため全形が不明であ

るが、いずれも古墳前期の土器には存在 しない器形である。高杯は器厚が厚 く今J物の可能性 もあるが、器

台はシャープな外形稜線から挽物 と判断した。これらの製品は当該期の本遺跡の集落としての特殊性を示

唆する資料である。

低地からは梯子 (221-10221-2)、 用途不明の部材が数点出土した。SA6003構築材 (223-80223-9)は 、

用材 として丸木材が主体を占め、鋭角な先端をもつ。先端の作 りだしにおいては同一面の数度の削りによ

る緻密な加工痕を残すものが多い。
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古代～

製品は全て集落内の井戸内か らの出土で、SK8253か ら同形態の方形の曲物 (折敷)が 4点 まとまって

あ り、SK8100に は小形の竪杵がある。竪杵は均一径の円筒形掲 き部に、一回 り径 を縮小 した円筒形握 り

部 となる。この比較的短い同筒形態は、古代末 もしくは中世に帰属すると判断される。低地の杭列は時代

が限定できないが、先端部に木肌面 を残す粗雑な杭先が 目に付 く。SA6007は、丸木材 を主体 とし割 り材

が少数使われている。

※本遺跡出土木製品の一部は、石川条里遺跡の報告と重複する。

※木製品の樹種同定は石川条里遺跡に含めて行った。このため、石川条里遺跡報告書に、同定根拠及び解説所見が掲載さ

れているので参照されたい。
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木製品観察表

第638表 木製品

図版番号 器  種
長 さ×幅 ×厚 さ (径)cm

欠損の計測値 は十αで表示

出土地点

時代・時期
木取 り 遺存状態 形態 。加工・表面の特長 樹 種

219-1 横鍬
(え ぶ り)

50。 7× 18.6× 3.8 SK6142
古墳前期

柾 目 刃部の一部欠損
習歪稀線禁冒%鯛弩震な姦旨骨労象燿急指F肥罵鍵轟菖をい 、
柄穴は方形に近い隅丸の形状 となり鈍角に装着されたと判断さ
れる。

クヌギ節

219-2 曲柄平鍬 27.4+α ×4.6× 1.2 SD6007
弥生中期

柾 目 着柄部先端わずか
に欠損 萄蝙鷲笑雇票手羅労奮早じ尻彩票TttЪ『労錬禁嘉笛乱げたし

り薄 く尖 り気味になる。

カバノキ
属

用途不明
農具か

SD6007
弥生中期

柾 目 ほぼ完存
先端わずかに欠損 守偲塞零舞薔r了略追伐乱bttT義子「晃孫r嚢菅夕

端など削

219-4 竪杵 23.0+α ×7.3× 6.8 SK8100
中世

削 りだ し 片側の敲打部のみ
残存 野票異孫8寝扇喜ダ警篇朱畠ξ之議号梵ま′

な`削りがある。敲S0129

219-5 鋤柄
組合わせ鋤

34.7+α ×3.0+α ×2.8 SA5001
弥生中期

削 りだ し 両端木端欠損 禦穀?顎TF髪録殿革f:繰 .席魏
|が
高讐£属度

を作り幅コナ ラ節

219-6 木札状木製 1+α ×2.3× 0 SK6235
中世

斜 め 一端の木 口欠損 頭部は両木端からの削りにより圭形となる。表面は割 り取 りの
ままである。

ヒノキ

火鑽自 24.5+α ×3.0× 2.3 SK6307
古墳前期

柾 目 両端木 口欠損

菅F貫套昴需芸都iを至あF贄算雰彙誉需[ξ;讐な書[層各
形上に近い断面形 となる。

ス ギ

219-8 用途不明
部材

21.0+α ×9.0× 5。 5 SK6048
古墳前期

柾 目 一端の木 口/片側
木端の一部欠損

]僣夢1蒻麒 絋 巫 電『醐
219-9 用途不明

削 り暦か
6.6+α ×6.8+α ×3.6 SK6048

古墳前期
柾 目 一部残存 平面台形状にな り、断面は不正形である。片面に削 り痕が顕著

に残 る。

S0023

220-1 器台
(挽物 )

6.3+α (器高
53.0(推 定底径

SK6202
下層
占墳前期

脚部の一部残存 害雇|ま量羨県塗鯵Tえ管F贅岳F底吾窪漕為ふ了翫下農ふ機管。
トチノキ

220-2 槽
(考」物 )

56.3× 6.5+α ×3.6+α SK6202
古墳前期

柾 目 片側縁の一部残存 長方形の槽の一部で、縁か らシャープな湾曲の内今Jり である。
表面は滑 らか。

ケヤキ

高杯
(挽物 )

2.5+α (器高
29.8(推 定底径

SK6202
古墳前期

杯部先端の一部残
存

水平 口縁 とな り内面に幅0.5cmの溝が彫 られている。内外面に

炭化痕が残 る。

ケヤキ

220-4 敷
板

折
底

1× 27.3× 0。 8 SK8253
古代

柾 目 完 存 借督今象蔦浩蒸み叢;累 3警え菅Fガ害足仕労場雇rを紹製農
が多数あ り、炭化痕が一部に残 る。

ヒノキ

220-5 敷
板

折
底

29.0× 11.2+α ×1.4 SK8253
古代

柾 目 約1/2残 存片側の
木端欠損 借言i晏弄奮晉をコあ番l首甚霞磐ポ参曇:しFttλ倉条豊ま

に残 る。

ヒノキ

220-6 敷
板

折
底

28。 2+α ×23.3+α ×1,0 SK8253
古代

柾 目 周縁大部分欠損木
端の一部残存

残存す る木端面にはカキ底状の段が削 りだされた痕が残る。 ヒノキ

220-7 折敷
底板

28.0+α ×15.3+α ×0。 85 SK8253
古代

柾 目 周縁大部分欠損木
回の一部残存

残存す る木 口面にはカキ底状の段が削 りだされた痕が残 る。 ヒノキ

221-1 梯 子 73.4+α ×11.4× 11.2 ２
期ＳＫ６２０鰤

丸木
芯もち

一端の木 口欠損 削
を

の
面

ら
然

か
自

縁
はＭ

勧
部
著

頭
顕０

は
す
痕

だ
り

り
削

作
も

を
れ

段
ず

り

い
に
る

状
す

み
く

込
薄

切
丸

材
よ

。

木
に
す

丸
り
残

モ ミ属

221-2 梯 子 66.1+α ×12.5× 11.1
面出

期
検
前

・２
２
墳

２０
第
古

木
も

丸
芯

両端木 口欠損
表面摩滅

芯を残し断面長方形に削りだしているが両木端には自然面を残
す。段部は大きな削りにより扶られている。

モ ミ属

221-3 建築部材 39。 4+α ×7.4+α ×7.5+α × SD6002
古墳前期

角 材 木表/片側の木端
の一部が残存

方形の断面形状 とな り片側の木端には段があ り残存部の表面は

滑 らか。

モ ミ属

221-4 用途不明
素材か

20.5× 11.2× 3 SK6075
弥生中期

柾 目 完 存 ら翌努珍辣籟蒋:鬼倉IF署潜遮伐乱げ潰県層マT裏曇舎ふ斑
の削 りで角が傾斜する。

モ ミ属

用途不明
素材か

SK6075
弥生中期

柾 目 ほぼ完存
片面一部欠損 ηT高暴含急巣黒層京Y2断サ寒角ふ九使Fに

粗い削り痕があ

222-1 部材
用途不明

83.5× 19.6× 9.4
面出

期
検
中

１
４
生

２．
第
弥

板 目 ほぼ完存
片側の木端一部欠
損

1/4割 り材を素材とし芯部側、
する。片面一部に削りが残り、

形
あ

方
が

長
り

面
削

噺
肺

と
の

り
断悧

剛Ⅷ向
222-2 部材

用途不明
50。 8+α ×15.0+α ×2.4 SK8253

古代
板 目 一端の木 口/片側

の木端欠損 菅F奈曇醤招断?製糸幾:′ 駆T省望埜蕊夕
。木端は平坦に削

222-3 部材
用途不明

59.0+α ×19.0+α ×2.2 SK8253
古代

板 目 一端の木口/両側
の木端欠損

残存木回は切断の削りにより断面が傾斜する。木裏面に肖『 り痕
が残る。23と 同一製品。    ‐

222-4 音6材
用途不明

43.9+α ×14.0+α ×2.9 SK8253
古代

板 目 一端の木口/片側
の木端欠損 菅F奈曇醤櫂断?製糸媛:′ 男T省望製蔦夕

。木端は平坦に削

部材
用途不明

3+α ×14.5× 2 SK8253
古代

板 目 両端の木 口欠損
擦沈農奈月言′集皇菩だ翫琴震身!盤を:発言薔二重量pま

れた

222-6 部材
用途不明

28.6+α ×6.5+α ×1.0 SK8253
古代

板 目 一端の木口/両側
の木端欠損

断面長方形で均一な厚 さの板材。木裏面に粗い削 り痕がある。

222-7 部材
用途不明

42.5+α ×7 20-1
第 1検出面
古代 ～

板 目 一端の木口/木端
の一部欠損

裏
所

木
ガ情］

豚
レ

明
ょ『̈

残

の
１
．

モ ミ属

222-8 音防オ
用途不明

60.0+α ×2.9+α ×2.0 SK6307
古墳前期

斜 め 両側の木端欠損
栞藝2奢風鯛琴:導損塞だ民2た 象蒜房些窯奮蜀齢晋畳箸ilる

。

222-9 部材
用途不明

59。 3+α ×9.7+α ×0.6 SK6307
古墳前期

板材
板 目

両端の木 口欠損
吾震椛否晃点2県造:::|:治を省牟′繁蒜劣上爺1駒齢習え吉c

モ ミ属

223-1 用途不明 57.5+α ×5。 4× 3.1 SK6307
古墳前期

だ
ち

削
芯

一端の木口欠損 存
る

残
尖。

に
る
平

な
水

形
ょ

角

に昨棚蜘獅神椰
ν
す

モ ミ属



第 3節 篠ノ井遺跡群出土の木製品について

図版番号 器  種
長 さ×幅 ×厚 さ (径 )cm

欠損の計測値 は十αで表示

出土地
`点

時代 。時期
木取 り 遺存状態 形態・加工・表面の特長 樹 種

223-2 杭 か 23.6+α ×9.0× 6.5
面出

期
検
中

１
４
生

２．
第
弥

割 り材1/
4

一端の木 口欠損 芯部、木端側か らの鋭角 な削 りにより先端 を尖 らせている。削
り長は短い。杭 と判断 した。

223-3 用途不明 24.8+α ×11 SK6048
古墳前期

割 り材1/
4

一端の木 口欠損
獲循12介員彩|ま見梁森ネ9彎犯写聖准が先2夕

端部断面は角

223-4 杭 85.9+α ×10.8× 3.4 SA5001
弥生中期

板材
柾 目

頭部/先端の一部
欠損 雲奮耕ぶク

の鋭角で単純な削 りにより先端 を作 りだ している。

223-5 杭 46.7+α ×5.0× 2.3 SA5001
弥生中期

割り材1/
8

頭部欠損 記真憐貌蒼為J脊暴響;斃品を経γ畠香Υムを「
いる。芯部側

223-6 杭 11.5+α ×4 SA6001
古代

木
も

丸
芯

頭部欠損 あ嘉皇劣夕経懲彙嘉言催ぢ留ιそよ奮Pか
らは表面を削る程度コナラ節

223-7 杭 38.3+α ×5。 3 SA6002
古代

丸木
芯もち

頭部/先端一部欠
損 危召冒熱鼻響警嚢写多

角な削りにより先端を作りだす。先端部コナラ節

223-8 杭 30。 4+α ×4。 1 SA6003
古墳前期

木
も

丸
芯

頭部欠損 ふ有男:i夕 縄祭臭ξ云針
な削りにより先端を作りだす。 1方向ヒメコウ

ゾ

223-9 杭 23.8+α ×3.3 SA6003
古墳前期 ち

木

も

丸

芯
頭部欠損

たな冒集鼻害警頒写針
角な削りにより先端を作りだす。先端部ヒメコウ

ゾ

223-10 杭 19.3+α ×2 SK6006
古代

丸木
芯もち

頭部/先端一部欠
損 患夏口′

らヽの鋭角で数度の削 りにより先端 を作 りだす。削 り長 キブシ

223-11 杭 89.0+α ×10 1-1-C
第 1検出面
古代 ～

木
も

丸
芯

頭部欠損
嘉在罰ぢ農察籍象F警馨ρ:|;箕患為薇夕

を作りだす。同じ箇

224-1 杭 67.5+α ×4 SA6007
古代

丸木
芯もち

頭部欠損
鼻な基書農稚雹宅警琴象剛蒋男寺&裡黎鬼省′

だす。先端部以コナラ節

224-2 杭 69.9+α ×4.6 SA6007
古代

木
も

丸
芯

頭部欠損 警奮冒集鼻響警畠手警酎ぢ愕ι躾ま′綾耕島方乱TttЪ 秀ゞ菅:5

224-3 杭 34。 3+α ×4 SA6007
古代

割 り材1/
4

頭部欠損
蕪馨‰ 奄学flに

長い削 りがあ り、鋭角 な数度の削 りによ り先 クヌギ節

杭 32.6+α ×6.4× 3.4 SA6007
古代

割 り材1/
8

頭部欠損
蕪馨‰ 奄攣∫

1に
辱

い削 りがあ り、鋭角な数度の削 りによ り先

杭 18.2+α ×2 SA6007
古代

木
も

丸
芯

頭部欠損
書真昇書 を機年F単

純な削 りにより先端 を作 りだす。先端部に

224-6 杭 22.2+α ×2.7 SA6007
古代

丸木
芯もち

頭部欠損 4方向から鋭角な数度の削りにより先端を作 りだす。

224-7 杭 22.0+α ×3.1 SA6007
古代 ち

木

も

丸

芯
頭部欠損

摯奪舅なク
鋭角で単純な削りにより先端を作 りだす。先端は水

224-8 杭 51.7+α ×3.1× 3.0 SA6009
弥生後期

材
目

角
板

頭部欠損 杭
す

用
だ

転
り 臭奔辣弁岳|:東早2摯ξF数

の削明こより先端を作
224-9 杭 11.7+α ×3.5 SA6009

弥生後期
丸木
芯もち

頭部欠損
11在口Fヽ

らの鋭角な数度の削りにより先端を作 りだす。削 り長 クヌギ節

224-10 杭 12.6+α ×2 SA6009
弥生後期

木
も

丸
芯

頭部欠損
患在口′

らヽの鋭角 な数度の削 りにより先端 を作 りだす。削 り長

224-11 杭 24.2+α ×2 SA6009
弥生後期

丸木
芯もち

頭部欠損 え哀男段象農慕2讐Pな
削りで先端を作りだす。片面に刃こぼコナラ節

224-12 杭 16.5+α ×2 SA6009
弥生後期

丸木
芯もち

頭部欠損 2方向か ら 1度の鈍角な削 りで先端 を作 りだす。 ケヤキ

224-13 杭 14.8+α ×2 SA6009
弥生後期

木
も

丸
芯

頭部欠損 2方向か ら 1度の鈍角な削 りで先端 を作 りだす。 クヌギ節

224-14 杭 38.4+α ×6.0 1-1-C
第 1検出面
古代 ～

丸木
芯もち

頭部欠損
警在日Fヽ

らの鋭角な数度の削りにより先端を作 りだす。削 り長
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第 3章 出土遺物

(1)概 論

調査により収集された資料は合計14,503′点におよぶ。

ほかに玉類が139点、それ以外は石器製作途中に石暦と

どである。その内訳については第639表に示す。

第639表 石器組成

その内道具 として認定できる資料は1,307点 で、

して弾き出された資料および性格不明の河原石な

第 4節 篠 ノ井遺跡出土の石製品について

総 数 母 岩 石  暦 狩猟具 収 穫 具 調 理 具

名称

数量 2,506

原 石

24

石 核

63

争J片砕片・両極

1,066  0 34

石 鏃

55

打製石斧

30

石包丁

15

磨石

347

凹石

62

調  理  具 力日 工 旦
（

武器形品

敲石

163

台石

21

刃器

91(12)

微剥

200

磨製石斧

39

石錐

7

砥石

108

みがき石・玉石

29  0 40

軽石製品

75

加工痕景J

19

磨製石鏃

6

総数 玉 関 係

名称

数量 240

原石

12

石核

11

剥片ほか

78

管玉

34

臼玉

99

勾玉

6

総数 特 殊 遺 物

19

角礫

7

穴開石

6

珪化木

2

石製円盤

4

)は刃器素材
総 数 搬 入 礫

名称

数量 11,738

河原石

10,739

板状石

471

軽石

528

時期的には縄文時代晩期末から古代まで、広範な諸時期を包括する。包含層中遺物の中心的時期は、晩

期末 (氷 1式期)か ら弥生時代中期後半 (栗林式古段階)に あり、大部分の資料が該期に相当すると判断

できる。大陸系 (半島系)磨製石器の存在を積極的に評価し、その主体的時期を弥生時代中期に位置付

け、栗林式特にその成立期までの「石器群」と解釈しておく。

「石器群」を構成する器種の割合では、全体の45%を採集調理具が占め、栽培に関連するであろう収穫

具が10%、 狩猟を司る石鏃が4.2%あ る。組成比から判断できる文化的な位置付けは、採集・狩猟の段階か

ら初期栽培段階にあると考えられる。

以下出土資料について報告するが、記述は 7つの項目につき実施した。

①材質、②製作法、③A分類 (形態的類別)・ B分類 (機能的類別)、 ④法量 (大 きさ)、 ⑤遺存状態、⑥出

土状況 0出土地区 (遺構)、 ⑦科学分析である。

①についてはパリノサーベイ社に岩石鑑定を依頼した (註 1)。 ただし名称に関しては益富壽之介『原

色岩石図鑑』 (保育社刊1984年)に従い、岩石学的な細別名称は遺物台帳にのみ記載し、本文中では割愛

した。②は石材選定後、素材が形成されるまでの技術に関して簡単にふれ、③Aで遺物の形態的視点から

の観察・類別を、③Bで機能的側面からの観察・類別を記した。③A・ ③ B・ ⑦の詳細は次頁の通りであ

る。④・⑤については、器種別に石器観察表 (第 656表～第681表)お よび石器属性表 (第 640表～第655表 )

にまとめた (註 2)。 ⑥は本文遺構の概要で記述し、器種別に出土分布図 (S=1/2000)を 別途作成した (第

29図 ～第62図 )。 ⑦では石器表面の使用・装着の痕跡および付着物について、さらに石材の材質鑑定および

産地推定につき分析機器を用いて実施した。詳細は第 4章第 7節 9)～ (41に 一括して収録している。
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第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

③A。分類法

記述 1.原材から製作用素材の獲得までを、その方法により区分する。

(礫素材 と剥片素材、加工 と無加工 )

2.素材獲得時の諸属性について観察、表 として掲載。

(礫 と景J片、景J片 の縦長・横長)

3.形態的特徴により区分する。分類は全体形を基本 とし、形の構成要素に準じて細別。

例)打製石斧・・全体形～・頭部～・刃部 (平面形・断面形)～
4.機能的観察を機器観察に基づ き計測、表として掲載。

例)打製石斧 …機能部値 (刃 幅・刃角・刃部角etc)、 使用痕跡 (長 さ・幅 0痕跡型)。 文中 ( )

は平均から除 く。詳細は註9)参照。

5。 欠損状態について観察、表 として掲載。欠損の部位は黒塗 りを残存部 とし、器種ごとにアル

ファベットで、状況 (欠損断面)はカタカナで記載。

③B.観察法

機器 1.ルーペ (Vixen× 3。 5、 コクヨメタルホルダー×20、 他)・ ・・・・・全資料 (石材鑑定含む)

2.顕微鏡 (実体顕微鏡 Nたon SMZ10× 60ま で)・ ・・・・・・石鏃・刃器類・打製石斧・磨製石斧・

石錐・UF・ 祗石・みがき石・玉石

(金属顕微鏡 OLYMPUS BX60M× 500ま で)・
00000刃 器類・石錐・みがき石 0玉石

※ (走査電子顕微鏡 O SEM× 1000ま で)・ ・・・・・刃器類・磨石類の一部

※ (電解放射型電子顕微鏡・FE―SEM× 1000ま で)・ ・・刃器類・みがき石・玉石

図化 1.写真実測※ (長焦′点撮影)・ ・・・・・・・・・・・・・石核・石鏃・打製石斧・磨製石斧・

写真 1.顕微鏡撮影装置                  石錐・磨石類・みがき石・玉石

(Nたon SMZ10× 3。 30× 100× 20・ ×40ま で)・ ・・ 00000石 鏃・石錐・打製石斧・磨製石斧・

刃器類・祗石・磨石類の一部

OLYMPUS BX60M× 12.50× 250× 500× 125ま で)・ ・・・・石錐・刃器類・磨石類・みがき石・

玉石の一部

※ (SEM× 1000× 5000× 1000ま で)・ 00000000000刃 器類・磨石類の一部

※ (FE―SEM× 100・ ×5000× 1000ま で)・ ・・・・・・・・・・刃器類・みがき石・玉石の一部

※ (Nicon OPTIPHOT― POL、 XTP・ ポーラライザーく下・直行ニコル〉安山岩・頁岩の岩片

⑦.分析法

使用痕分析

a痕跡のタイプ分析 (③ B観察法機器 2.顕微鏡に基づ く)

b痕跡部の元素解析 (電子顕微鏡SEM・ FE―SEM)

付着物分析

a付着物の元素解析 (FT―IR=ワーリエ変換赤外分光分析・島津FT―IR4200型 )

(電子顕微鏡SEM・ EDX=エネルギー分散型分光器)

石材産地分析

a黒曜石の産地推定 (エネルギー分散型蛍光X線分析・機器中性子放射化分析 )

b岩石の薄片鑑定 (偏光顕微鏡薄片鑑定)

註(1)※ は委託事業である。実測は表記された資料に限り、輸長野協同データセンターによる遺物写真を利用 した。

使用痕跡・付着物の元素解析に関しては川崎テクノリサーチ株式会社、石材鑑定および産地分析はパ リノ0サーヴェイ株

式会社に委託。詳細については例言および第 4章第 7節参照のこと。

註9)計測法・実測法は町田 1995、 1996に 基づ く。
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第 3章 出土遺物

は)原石 (図版 225、 第28029図、PL185)

争J片争J離に供される原材で、一度も景J離作業の実施されなかった資料。自然面 (争J離面および節理面の

風化面)に覆われた転石で、総数24点 を収集 (図版225No l～ 4)。 形状には争j片状または石核状の 2例

が、ほぼ同数ある。すべて黒曜石材で法量は平均値2。 6× 3.5× 1.6cm、 14.lgを 計測する。

0)石 核 (図版2250226、 第28029図、PL1850186)

剥片の彙J離生産を主目的とした個体群で、一回以上争1離作業が実施された資料。総数63点。すべて黒曜

石で、法量は平均値で黒曜石2.6× 3。 4× 1。 7cm、 15.6gを 計測する。争J片争J離は節理面を打面とし、以下 2

種の方法に基づ き実施されている。

第 1種―原石から直接争J片余j離 を行 う例 (図版225No 5～ 7・ 図版226No 8～ 11)。

第 2種―原石あるいは石核から大きめな景J片 を景J離 し、これを石核 として争j片景J離 を行 う例 (図版226

No12～ 14)。

打面の転移率は30%、 再生はなく、転移に伴う作業面の移動は同一面あるいは2面に限定される。作業

黒曜石

□ 原石

●石核
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雑
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0
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・
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第28図 原石・石核法量相関

第29図 原石・石核出土分布
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第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

面に残された争j離面の最大値は1。 4× 1.6cIIl平 均で横長、最終的な景j離角は平均で78度を測る。

に)余J片 ・砕片 (図版 2270252、 第30～ 36図 、第640～ 642表、PL187)

争J片彙J離作業において加工の施される属性を担った対象を景j片 とし、これが景J離される過程において産

出された製作に不適な資料を砕片とする。具体的には石鏃を第一義的な製作物 とする目的的な素材景J片か

ら、刃器そして石錐にいたる道具類の生産に要する争J片 までを包括し、製作途上での出現段階と素材部位

を考慮し、 2種 4類に区別する。すなわち原石の表皮が片面 1/2以上認められる余J片 を 1種・表皮が 1/2以下

の景J片 を2種 とし、各々で両極景j離痕を有する争J片 をA類 (図版227No l～ 7・ 図版252No54～ 56)、 石鏃

製作などに関与する素材用余J片 をB類 (図版227No 8～ 11)と して抽出する。ttjttA類 については石核な

いしは楔 としての位置付けが可能であり、ほかと区別 し分布図・グラフを作成した。

A類総数は34点 を収集。石質は黒曜石26点 0チ ャー ト1点 ・頁岩 5点・砂岩 1点・ホルンフェルス 1点

である。法量は平均値で黒曜石2.1× 1:7× 0.8cm、 2.7gを計測   第640表 剥片A類類型数

する。打撃に基づ く形状変異は上下両端部形の組み合わせによ

り類別。 I類 (面 と面)OⅡ類 (面 と線図版227No 7・ 図版252

No54)・ Ⅲ類 (面 と点)・ IV類 (線 と線図版227No 4～ 6・ 図版

(cm)4。 0 (Cm)4.0

形状型 IV V VI 他 計

黒曜石

チャート

その他

26

1

7

●黒曜石

○チャー ト

．
　

．●
　
・　（品一．

△
　
　
●

。

＾
ｖ
　
　
▲

△
　
。▲　　・　　・●．̈
▲

△

△
◇
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鯛
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H III Ⅳ V Ⅵ
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●Ob l個  ,_1
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●●●●OΨ

▽その他 1個

ち〈畿:〉引固t
■  1個
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□  1個
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剥片A類法量相関 (黒曜石 0チ ャー ト)

●Ⅳ類

OV類 1・ 0

◇Ⅵ類
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(材質別)
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第31図 剥片A類・ B類出土分布
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第3章 出土遺物

252No55056)・ V類 (線 と点図版227No l)・ Ⅵ類

(点 と点図版227No 2 0 3)で ある (第640表 )。

B類の総数は83点 (366。 9g)、 争J片 1種では50′点

(479。 7g)、 2種 で94点 (516.lg)、 砕 片 で393点

(537.6g)で ぁる。         ｀

打製石斧や石包丁など、大形の争J片石器製作に関

わる石暦 (大形景j片 と呼ぶ)に も同様な類別を与え

る。石核はわずかに 4点 (2,173g)で ぁ り、数種

の石材に別れる。余J片 1種・景J片 2種では頁岩 (≠

粘板岩割ate)の石材が主体であり、全体の66.5%を

占めている。ほかに安山岩 (Anddte=板状)・ 砂岩 (Sandstone)・ 珪岩 (Quartzle)・ ホルンフェルス (HornfeL)な

どが主なもので、扮岩 (Porphyr_ 第642表 剥片・砕片遺構別出土数(大形)

le)や 輝岩 (PhrOxe」te)が 少量

ある。

A Ch

■ Sh

・ H智~l  t3...▲
1-2     4
2-1
●●●●●●▲▲■
2-2
●●●●●▲▲
2-3

・ M・・・   
・ N

第32図 剥片1種出土分布

“

)石 鏃 (図版 2280229、 第37038図、第643表、PL1880189)

刺突・殺傷の想定できる資料。製作上、打製 と磨製の 2者に区別でき、計61点 を収集する。打製は製品

41点・失敗品14点で、火成岩 を主体 とし黒曜石47点・チャー ト4点・頁岩 2点・安山岩 1点・玄武岩 1点

である。磨製では製品 3点・失敗品 3点で、頁岩 4点・安山岩 1点・ホルンフェルス 1点である。

形態的視′点から全体形が無茎な I類 5′点 (打製 2′点・磨製 3′点)と 有茎なⅡ類52′点 (打製のみ52′点)を

大別し、基音6お よび側辺部の形状に基づき細別する。

IA類―平らで直線的な基部を呈する例 1′点 (磨製No42)

B類―基部が内湾する例。扶りが浅 く全長の1/6以下で、脚部の開き角が120度以上をBl類 3点 (五

第641表 剥片・砕片遺構別出土数 (小形)

争Jtt B 争J片 1 余J片 2 砕  片

弥生遺構 Ob Ch Sh Ob Sh Ob Ch Sh Ob Ch Sh

中
　
期

SB
SK
SM
SD

後
　
期

SB
SK
SM
SD

その他 44 67

小  計 17 83

総 計
83′点

(366.9g)

50′点

(479.7g)

94′点

(516.lg)

393′点

(537.6g)

tJ

■。

子J片 1 子J 片 2(砕片) 石  核

弥生遺構 Sl Qu An 板 Sa Ho 他 Sl Qu An 板 Sa 他 Sl An Ho 他

中
　
期

Ｂ

Ｋ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

後
　
期

Ｂ

Ｋ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

その他 35 173 34

小  計 22 38

総 計 96点 (8,719.2g) 346′点(7,305.2g) 4′点(2,173g)
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第33図 剥片 2種出土分布

第34図 砕片出土分布
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第35図 大形剥片 1種出土分布
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〈大型景J片 2〉
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角形鏃 No36、 磨製No40041)と し、扶 りが深 く開 き角 120度以下 をB2類 1点 (二又No35)

とす る。

ⅡA類―平らで直線的な基部を呈する平基例 4点 (No18031032)。

B類一基部が内湾する凹基例31点 (No4～ 17019～ 30)。

C類―基部が外湾する凸基例 2点 (No33034)。

以上のほか、形状不明な例 1′点 (No37)がある。

上記類別を補佐する側辺部の形状には、外湾例18′点と直線的な例28′点、内湾する例 2′点がある。これら

には側辺部が屈折し張り出し部状となった所言胃飛行機鏃が含まれ、その大きさ・位置によって 2類に区別

する。

イ類―張り出し部長さが全長の1/2以上を占める例 (No4～ 7・ 10011)

口類一張り出し部長さが全長の1/2以下の例 (No 9 012～ 17)。 この中には脚部末端にわずかに張り出

し痕跡を留める例 (No13～ 17)を 含む。
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第37図 石鏃法量相関
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第36図  大形剥片 2種出土分布
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第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

このほか、側辺先端部に屈折した先細 りの認められる例 (No13～ 22)がある。

機能的側面は使用による先端部の損傷・装着痕跡・付着物について観察 した。機器は実体顕微鏡 (～ ×

100)・ 金属顕微鏡 (～ ×500)の各適応倍率を使用し、実測資料すべてにつき実施 した。結果14′点 (23%)

に先端部の損傷が、22点 (36%)に装着痕 Pと 考えられるキズや摩耗痕が確認できた。付着物は18点 (30

%)の資料に認められた (PL226-3)。 先端部の損傷は明瞭ではないが、衝撃景Jtt Pと 考えられる小景J離

痕が観察できた例 (No18、 PL226-1)や 先端の丸 く変形した例 (No35078079、 PL226-2)が認められ

た。図中●が使用痕跡、○が装着痕跡を示 し、付着物はスクリーントーンで表示 している。
｀
法量については、全体値を類型別に第643表に平均値で提示 した。数値上では長さ1.5cm未満が小形、

1.5cm～ 2.5cm程度を中形、2.5cmを 越えるものを大形、3.Ocm以上を特大形に区分でき、磨製石鏃は特大形

に属 し、重量で3.Ogを 越す。

形態的類別から除外 した資料に、技術的に製作途中の失敗品と考えられる資料がある。製作の進行度合

いにより細別 し、打製石鏃では素材の全体成形時に留まる資料を失敗品 1(9′点No102)、 成形後基部

の意識的作出のある資料 を失敗品 2(6点 No3)と する。磨製石鏃では素材の全体成形争J離時に留まる

資料を失敗品 1(1′点)、 成形後に研磨工程に移行 した資料を失敗品 2(2点 No38039)と する。

欠損状況は部位 としてDOFが 、状況ではハが多く、欠損率は77%である。

第643表 石鏃属性

平均値 法  量 (全体値 )
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第 3章 出土遺物

“

)打製石斧 (図版230～ 232、 第39040図、第644表、PL19001910200)

大形の打製石器で、主に掘削等の作業が想定できる資料。堆積岩を主体 とし頁岩 (粘板岩)24′点・安山

岩 6点、計30点 を収集。製作法は 2種認められ、採集岩を直接敲打余J離する第 I種 (No 4 013)と 余J片 を

景J取 し敲打争J離する第Ⅱ種 (Nol～ 305～ 12014015)に 大別できる。石器の形態的類別は全体形 とその

構成要素頭部・胴部・刃部の形状に基づ き実施する。

概括し全体形を類別すると、 4類 5細別 となる。

A類―全体の形状を長方形様に整える例 3′点 (Nol・ 204)。

B類―全体 を撥形・台形様 (Bl)に 整える例 2点 (No506)。 Bl形態を基本 とし、刃幅が7.Ocm

以上、重さで250g以上の大形例をB2類 4′点 (No 9 015)と するb

C類―全体 を8の字形に整える例 1点 (No14)。

D類―瓢形に整える例 1′点。

上記のほか、欠損し全体形が不明な資料 19′点 (No30 708010～ 13)がある。

頭部の形態には、素材争J離時の縁辺をそのまま残す例 と加工整形する例 2者があり、両者を区別するこ

となく類型化すると4類ある。直頭状の 1類 3点 (No 6 0 9015)、 尖頭状の 2類 2点 (No4)、 円頭状の

3類 5点 (No10205)、 斜頭状の 4類 7点 (No 3 014)で ある。

刃部の形態は使用状況を反映し、類別は使用後の形状変

化 を示す と考えられる。直刃の 1類 2点 (No12015)、 尖

刃の 2類 2点 (No4)、 円刃の 3類10点 (No 107080

10011013014)、 斜刃の 4類 5点 (No 2050609)に 類

別。刃部の作出は原則的に争1離時の片面 0片刃 3点 を利用

すると推定できるが、鋭利な刃部を残す例は少なく、刃部

再生に際し両面・両刃16点 と化 したものが大半である。以

上各類別 と全体形 との相関は第644表に示す。従前の形態

区分ではA類が短冊形に、B類が撥形、C類が分銅形に相

当し、D類はB類あるいはC類の形態項に包括される。

機能的視′点では刃部に摩耗・線状痕を、基部 (胴部・頭

部)に装着痕を確認した。観察はルーペ と実体顕微鏡 (×
図
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第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

5～ ×20)を使用し、全資料に対 して実施した。刃部では19点 (91%)に 摩耗痕が確認でき、その内 7点

(37%)の 資料に線状痕が観察できた (PL227)。 装着痕 と考えられる基部の摩耗痕跡は11点 (79%)に 確

認できた。作図中スクリーン部分が痕跡の範囲に相当し、実線は線状痕 (作用)の 方向を表現 している。

写真の引き伸ばし倍率は×1.5× 3.3である。摩耗・線状痕はいずれも土に対 して使用された型に近似 し、

線状痕の入斜角は刃縁に対 し90度前後を主体 とする。

法量については第644表に各形態別の平均値 を提示 した。現存する数値からは長さ14cm(幅 6 cm)以 上

が特大形に、12cm以上14cm未満 (幅 4 cm)が大形に、 9 cm以上12cm未満を中形 とし、中形が主体である。

欠損資料が全体の 6割 を占め、部位では刃部付近 (506)が40%あ る。

第644表 打製石斧属性

平均値
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第40図 打製石斧出土分布

仔)磨石 ・凹石・敲石 (図版233～ 241、 第41～ 44図、第645表、PL192～ 198)

する・たたく等の作業を想定できる資料。特徴的で最 も頻繁な用法に基づき磨石・凹石・敲石を類別す

る。総数572点 を収集。火成岩を主体 とし、安山岩392′点・砂岩85′点・花同岩27′点・閃緑岩27′点・凝灰岩 3

点・流紋岩 1点・玲岩 3点・頁岩 (粘板岩)13点・珪岩 6点・ホルンフェルス 7点・角礫岩 3′点・ハンレ

イ岩 2点・チャー ト2点・不明 1点である。河原石をそのまま使用する例が主体で、形状 と大きさの視点

から磨石・凹石を類別 し、 2類16細分する。

磨石・凹石

≪形状≫

I類―長幅比で 1:1か ら3:2ま でに該当する例。平面形状は円形・楕円形を基本 とする。細別は扁平率

を換算し、幅厚比で0。 55未満を1類 122点、0.55以上を2類200点 とする。

Ⅱ類―長幅比で 3:2よ り長さの比率が高い例。楕円形で棒状を呈する。幅厚比で0。 55未満を 1類 11点、

383



第 3章 出土遺物

0.55以上を2類23点 とする。

その他、素材の選択性により礫児状あるいは板状を呈 し平面形が不整形な例 10′点 (No~69～ 710119・ 121)

と欠損面を再使用 した例12点 がある。さらに重量で700gを越え、手に持つことが明らかに困難な台石様

を呈する例 4点 (No1200122)を 加える。

上記のほかに欠損により形態不明のもの32点がある。

≪大きさ≫

a類―長さが7.Ocmを 越える例 (1 la類82点 Nol～ 11・ 26027・ 1000101010301050111～ 11301160117、 Ⅱ

la類 11点 No56～ 600650104、  12a類 73点 No12～ 230250106～ 108011001140115、  Ⅱ2a類 22点

No24061～ 64)。

b類―長さ6.Ocm以上7.Ocm未満の例 (1 lb類 3点 No28029、 Ⅱ lb類 0点、 12b類 14点 No41～ 46、 1020

1090118、 Ⅱ2b類 2点 No66・ 68)。

C類―長さ4.Ocm以上6.Ocm未満の例 (1 lc類 24′点No30～ 40、 Ⅱ lc類 0′点、 12c類 38点 No47～ 55、 Ⅱ2c

類 1点 No67)。

d類一長さ4.Ocm未満の例 (1 ld類 13点No72～ 76、 Ⅱ ld類 0点、12d類75点 No77～ 97、 Ⅱ2d類 5点 )。

機能的視点からの類別は、する・たたくの 2大別が可能で、砥石 と兼用する例 3点がある。観察はルー

ペ (× 5)を併用 し、この時′点で使用面の不確かなものは除外した。作図中実線内が摩耗範囲に相当し、

矢印は運動方向を、アバタは敲打範囲と形状を示す。写真の引き伸ばしは×1.5で行った (PL2320233)。

また摩耗面については、実体顕微鏡 (× 50)・ 金属顕微鏡 (× 100 第 4章第66図 A.B・ 第67図 A)を用い

た使用痕観察を、さらには走査電子顕微鏡 (× 100050001000 第 4章第65図 A～ CO第66図 C～ E・ 第67

図B.C)に よる使用痕観察および摩耗面元素分析を実施 した。詳細は第 4章第 7節9)に記載。
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第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

〈摩耗面〉

摩耗面はその使用が面全体に広がる例が主体である (PL232-1～ 3)。 片面のみ認められる例は193′点、

両面に認められる例が141点、側面使用例は15点 ある。すべて複合 した例は24点 である。

〈敲打痕〉

1類―小さな粒状の凹み単位 ①.1～ 0。 5cOが集合 し、花弁状の凹部を形成する例25′点 (No100～ 1050107・

1160117、 PL232-4)。

2類―アバタ状を呈する例57点 (No1040108～ 1120120、 PL232-6)。

3類―細長い溝状を呈する例 1点 (No106)。

4類―すり鉢状を呈する例27点 (Nol13～ 122、 PL232-5)。

以上の属性は独立したものばかりではなく、摩耗面を主体的に有する磨 (擦)石が347点、敲打面 (凹

部)を主体とした所謂凹石が62′点ある。これら以外が敲石に相当し163′点ある。敲石はその大半がⅡ類・a

類に相当するが、磨石・凹石と同様に形状と大きさの視′点から細分し、以下のように扱う。

敲 石

≪形状≫

ア類―長軸の両端に敲打痕が認められる例74点 (Nol～ 7020～ 41、 PL233-3)。

イ類―上下いずれか一方のみに敲打痕が認められる例38点 (No8～ 19)。

ウ類一全面にわたり敲打痕が認められ球状を呈する例 7′点 (ハ ンマー 1類No30～ 33、 PL232-7)。

工類―形状と敲打痕に統一性がなく、不規則な例 3′点 (ハ ンマー 2類 )。

また敲打部の争J落が著しく打製石斧の刃部状を呈する例 6点 (敲打痕 5類No13～ 15、 PL233-2)と 、

欠損面を再使用した例 6′点 (敲打痕 6類No21023～ 26)がある。
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第 645表 磨石・ 凹石・ 敲石属性
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第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

さらに、ア・イ類には短軸の表裏あるいは側面に敲打痕の認められる例がある。

≪大きさ≫                                          
′

特大形―長さが16。 Ocmを 越える例28点 (No 2 0 4 0 5 0 8015035～ 41)。

大形―長さ13.Ocm以上16.Ocm未満の例42点 (No106～ 709～ 12024・ 27)。

中形―長さ11.Ocm以上13.Ocm未満の例22′点 (No13021026028～ 29034)。

小形―長さ7.Ocm以上11.Ocm未満の例41点 (No 3 014016～ 20025030～ 33)。

その他、長さ7。 Ocm以下の例が 2点 と、欠損により測定不能な例28点がある。

〈摩耗面〉

摩耗面は全体の30%の 資料に認められ、片面のみの例が25点、両面に認められる例が17点 ある。側面使

用例は 3例のみである。

〈敲打痕〉

1類―小さな粒状の凹み単位が集合 し、花弁状の凹部を形成する例 6点 (No27028、 PL233-1)。

2類―アバタ状を呈する例 a類 47′点。特に端部の使用に関しては、アバタ状の敲打に余J離痕跡を伴 うb

類35′点 (No306～ 9012017018023029～ 33035037)と 摩耗面が伴 うC類 46′点 (No 3 0 4 010019・

22024・ 25030～ 320340370400 PL233-3)、 さらには摩耗面のみとなった d類28点 (No 102050
6011016020021036038～ 42)に類別が可能である。

以上、 1類は表裏面に敲打痕の認められる例に属 し、凹石 と同様な類別に当たる。また 2a類は磨石 0

凹石の表裏・側面に形成された敲打痕 と同類に当たる。端部使用の 2b類以下で、特に摩耗面の伴 うCO

d類は74点 に上 り、全体の45%を 占める。

法量は各類別ごとに平均値を第645表に示す。

欠損状況では圧倒的に完形資料であり、磨 (擦)石で94%・ 凹石で90%・ 敲石で82%に相当する。

侶)み が き石・玉石 (図版2620263、 第45046図、第6460647表 、PL2180219)

こする・みが く等の作業が想定できる資料。礫表面に擦痕・線状痕が確認できる資料を「みがき石」、礫

表面が光沢に覆われた資料を「玉石」とする。総数69′点を収集。堆積岩を主体 とし、チャー ト28′点・頁岩

(粘板岩)20′点・砂岩10′点・ホルンフェルス 3′点・シル ト岩 2′点・流紋岩 2′点・石英はん岩 2′点・真珠岩 1

点・花商岩 1′点である。

河原石をそのまま使用する例に限られ、形状 と大きさの視′点から類別を行 う。

≪形状≫

磨石類 と同様な基準により、 I類 (長幅比で 1:1か ら3:2ま でに該当する例 )・ Ⅱ類 (長幅比で 3:2よ

り長さの比率が高い例)お よび 1類 (幅厚比で0.55未満)02類 (0.55以上)を 区別する。

「みがき石」総数29′点、 11類 6′点・12類 7′点・I11類 6′点・I12類 5′点・形態不明 5′点。

「玉  石」総数40′点、 11類 13′点・12類 18′点・I11類 2′点・I12類 7′点。

≪大 きさ≫

磨石・凹石 と同様な基準により類別を行 うが、 d類以下をさらに 3類に区別する。 d類 (長 さ3.Ocm以上

4.Ocm未満)・ e類 (長 さ2.Ocm以上 3。 Ocm未満)・ f類 (長 さ1。 Ocm以上2.Oc五未満)と する。

「みがき石」・ 1 lb類 1′点、 1 lc類 5′点 (PL218-1～ 5)、 12c類 2′点 (607)、 12d類 4′点 (8～ 100

14)、 12e類 1′点、Ⅱ la類 4′点 (11016017020)、 Ⅱ lb類 1′点、Ⅱ lc類 1′点 (15)、 Ⅱ2a類

3′点 (18・ 19021)、 Ⅱ2c類 1′点 (12)、 Ⅱ2d類 1′点 (13)。

「玉 石」・・ 1 lb類 1′点 (PL219-2)、  I le類 5′点 (103～ 6)、 1 lf類 7′点 (7～ 12)、 12e類 5′点

387



第3章 出土遺物

(13015～ 17)、 12f類 13′点 (14018～ 28)、 Ⅱ ld類 1′点 (29)、 Ⅱ le類 1′点 (33)、 Ⅱ2d類 2

点 (30031)、 Ⅱ2e類 5点 (32034～ 37)。

機能的視点か らは礫表面に擦痕・線状痕・光沢が観察できる資料 を類別 した。いずれ も肉眼で十分確認

できるが、実体顕微鏡 (～ ×100)・ 金属顕微鏡 (～ ×500 第 4章第54図 第68069071図 A、 第70図 A.B)を

併用 し観察 した。さらに礫表面の観察には電界放射型走査電子顕微鏡 (FE―SEM)を 用い、「みが き石」 3

点 (第 4章第68～ 70図 B～ D)・ 「玉石」 3点 (第 4章第71072図 A～ C)の試料に対して元素分析を行っ

た。詳細は第 4章第 7節 9)に記す。

法量は各類別ごとに平均値を第6460647表 に示す。

欠損例は少なく「みがき石」で80%・ 「玉石」で100%が完形である。
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第646表 みが き石属性
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り)台 石 ・石皿 (図版 2420243、 第47048図、第648表、 PL1990200)

する・たた く (つぶす)等の作業が想定でき、置いて使用 された資料6全て安山岩で、総数21′点を収集

する。製作法は 2種認め られ、河原石 をそのまま使用する例 (1種)と 素材に加工 を施す例 (2種)があ

る。加工には全体の整形 (板石の整形)と 、機能部の作出 (皿部の形成・目たて)があ り、形状・大 きさ・

技術的視′点か ら類別 を行 う。

l ttA類―厚さ 7 cm以下の扁平な河原石を直接使用する例 13′点 (No103～ 608)。

B類―板状の素材をそのままで使用する例 2点。

2種A類―厚さ 7 cm以上のやや厚い扁平な河原石の側面を加工 し使用する例 5点 (No7)。

B類―板状の素材を利用し、全体を板状に仕上げた例 1′点 (No2)。

機能的視′点からの類別は、つぶす・するの 2大別が想定できる。観察・作図・写真については磨石類に

準ずる。各類別における摩耗面上の差異は観察できない。使用面に皿部が形成されず、67%の資料に表裏

両面使用が認められる。また他機能 との併用は使用の共時を問わねばならないが、敲打部 (4類)の認め

られる例 3点 (No2)と 祗面 (2類)の認められる例 2点がある。

法量は大半の資料が欠損してお り平均化は難しい。概略は第648表に示す。欠損状況は完形率が52%。
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第648表 台石・石皿属性
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00 刃器 (図版 244～ 253、 第49050図、第649表、PL201～ 210)

項目中提示した器種以外で、機能部として刃部を有する資料。加工を伴う資料と伴わない資料の 2者が

ある。打製石斧など大型の争J片石器製作と同材を用いる資料を大形彙J片素材の刃器とし、石鏃などと同材

(黒曜石・チャー ト)の資料を小形刃器と呼称する。大形刃器は堆積岩を主体とし、頁岩 (粘板岩)72′点・

硬質頁岩 5′点・ホルンフェルス 1′点・デイサイト3点・珪長岩 1′点・砂岩 5点・安山岩19′点、総数106′点で

ある。このほか、大形刃器には素材と考えられる余J片 が12点 (PL208-1～ 7)あ り、材質の内訳は安山

岩 (板状)11点 0頁岩 (粘板岩)1点である。また微細な景J離痕跡を有する石暦例は200点 あり、黒曜石

195′点・硬質頁岩 4′点・安山岩 1′点である。

以下、形状・加工状況・大きさの視′点から類別する。

≪形状≫

1類―争j片 をそのまま使用する例39点。

a類―半月形状 (あ るいは貝殻状)を呈する例 6′点 (図版246No14～ 19)。

b類―楕円形あるいは長方形を呈する例27点 (図版245No 7～ 13)。

C類―石鎌状を呈する例 6点 (図版248No29～ 33)。

2類―争J片 に加工を施す例の内、素材の形状をそのまま活かす例が23点 あり、加工により全体形を変形

させる例が43点 ある。後者については、別に3類～5類 として類別する。

a類―切断を伴い板状を呈する例11点 (図版2460247No20～ 28、 cf板状刃器)。

b類一背部に加工を施す例 2点 (図版250No43044、 cf横刃型石器)。

C類―刃部を争J離加工により作出する例 3′点 (図版250No45046、 cf削器・掻器)。



d類―刃部に研磨を施す例 7′点 (図版245No l～ 6)。

3類一石鎌状を呈する資料 14′点 (図版249～ 251No34～ 42)。

4類一打製石包丁14′点 (図版252No47～ 53)。

5類一磨製石包丁15点 (図版253No l～ 8)。

6類二微細な剥離痕跡を伴 う例200′点 (図版244No l～ 10)。

≪大きさ≫

特大形 I類―長さ13.Ocm以 上の例 (lc類 4点・2a類 1点・3類 3

点・5類 1点 )。 石鎌状の例はlc類 で長幅比 3:1に 、

3類で 2:1を示す。

大形Ⅱ類一長さ9.Ocm以上13.Ocm未満の例。

(la類 1′点01b類
3′点01c類

1′貞・2a類 2′点03類 4′点04類 6′貞・5類 4′点)。

中形Ⅲ類一長さ7。 Ocm以上9.Ocm未満の例。
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に該当し、打製石包丁は 2:1～ 3:1の値 を示す。

小形Ⅳ類一長 さ4。 Ocm以上7.Ocm未満の例 (lb類 5点・2a類 2点 02b類 2点・2c類 1点・2d類 4点 04類 1

点・5類 1点 )。 板状では長幅比 1:1に、刃部研磨例は 2:1を示す。

極小 V類一長さ4.Ocm未満 (lb類 1′点・2a類 1′点・2c類 1′点02d類 2点 )。

以上のほか、欠損により分類不能な資料が34′点ある。

機能的視′点では、石器の表面観察 を実施 した。実体顕微鏡 (～ ×120)を 用いて全資料に、金属顕微鏡

(～ ×500)は図版作成資料61点 に対 して観察 を行 った (PL229～ 231、 第 4章第50～ 53図、第55～ 64図 )。

この内10′点の資料については、走査電子顕微鏡にて×1000ま での観察 と元素分析 を実施 した (第 4章第55

図～第64図 )。 刃部と器体部を区別せずに使用痕跡を観察しており、観察表中に装着痕についての記述は

ない。また 6類微細な景j離痕を伴う資料 (所謂使用痕有る石暦)については、実体顕微鏡による使用痕跡

の有無を確認したに留めた。作図中のスクリーン部分は実体顕微鏡下での痕跡範囲に相当し、使用痕付図

矢印は使用痕撮影部分である。写真は×250× 500× 1000× 1000で撮影した。類別に伴う痕跡の差異および

観察結果は第 4章第 7節 121に 詳述。

αD 磨製石斧 (図版254～ 256、 第51052図、第650表、PL2110212)

伐採・切断・加工 (撃・削)の作業を想定できる資料。総数39′点を収集、両刃石斧24′点・片刃石斧 8点・

不明 7′点である。堆積岩・火成岩を主体 とし、頁岩 9′点 (片刃 4′点以下同)・ 閃緑岩 8点 (2′点)・ ハンレ

イ岩 8点・緑色片岩 2点・蛇紋岩 2点 (1点 )・ チャー ト1点・安山岩 2点・デイサイ ト質ガラス岩 1点 (1

点)・ 輝緑岩 2′点・流紋岩 1′点・黒雲母石英片岩 1′点・白雲母片岩 1′点・砂岩 1点である。製作は余j片余J離

→争j離成形→敲打整形→研磨の工程をとり、両刃石斧未製品 2点・片刃石斧未製品 1点がある。形態的な

視′点から形状・大きさの属性を類別の要′点とし、 2類 12細分する。

≪形状≫

両刃石斧 I類―表裏両面に刃区の作出が認められる例24点。

片刃石斧Ⅱ類一片面にのみ刃区が作出される例 8点。

≪大きさ≫

大形 a類―長さ12.OcIIl以上20。 Ocm未満の例 (I類15点・II類 2点 )。

中形 b類一長さ8.Ocm以上12.Ocm未満の例 (I類 1点 )。
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小形 C類一長 さ5。 Ocm以上 8.Ocm未満 の例 (I類 7点・II類 5点 )。

極小 d類―長 さ5.Ocm未満 の例 (I類 1点・II類 1点 )。

≪型式≫

長さ8。 Ocm以上、厚さ3。 Ocrrl(扁 平率で幅厚比0.55)以上、重量で300gを 越える例 を伐採斧 とする。こ

の内、厚さ4.Ocm・ 重量で600gを 越え、刃角が80度以上を大型蛤刃石斧 と呼称 し1類 とする (14点 )。 長さ

13。 Ocm以下、厚さ3。 Ocm以下、重量で300gを 下回る例 を加工斧 2類 と呼称する (25点 )。 ただし片刃石斧

については、長幅比 1:1～ 2:1な いしは 5:2ま でに該当する例 を扁平状 とし (7点 )、 5:2な いしは 3:

1以上に該当する例を柱状 とする (1点 )。

1la類 (14点 Nol～ 9)。  12a類 (1点 No18)。     12b類 (1点 )。

12C類 (7点No19～ 22)。  12d類 (1点 No15)

Ⅱ2a類 (2点 No10 0 11)。  Ⅱ2C類 (5点 No12～ 14016)。 Ⅱ2d類 (1点 )。

以上のほか、欠損により形状不明 7点 (No17)がある。

頭部の形態は直頭状を呈する 1類 10点 (No 2 0 3 0 5 010014015016019)、 尖頭状で 1と 3の中間的形態

の 2類 7点 (No 4 018021)、 円頭状の 3類 5点 (No 7 012013)で ある。 1類は特大・大形の両刃石斧また

は扁平片刃石斧に、 2類は中形・小形の両刃石斧に認められる。

刃部形態では直刃の 1類 5点 (No 8 012～ 14)、 斜刃の 2類 3点 (No 30 6022)、 円刃の 3類 12点 (No

409010011015～ 17020021)である。各類と石斧の大きさには特別な対応関係がなく、 3類円刃の占める

率が高い。以上各類別 と全体形 との相関は第650表に示す。

機能的視′点では刃部に摩耗・線状痕を、基部 (胴部・頭部)に装着痕を観察 した。機器はルーペ (～ ×

20)と 実体顕微鏡 (～ ×50)を使用 し全資料に対 して実施 した (PL2280229)。 ただし1点のみ金属顕微

鏡観察を実施 している (第 4章第53図 -3、 撮影倍率 ×50)。 結果刃部20′点中17′点 (85%)に 、基部 13′点中

3′点 (23%)に痕跡が確認できた。作図中スクリーン部分・実線 (刃部のみ抽出し実測)表現は打製石斧

と同義である。

欠損状況では完形が11点 (28%)で、欠損例が高率である。刃部を欠 く例は10点 (26%)あ り、 8点が

大形・中形の石斧である。基部を欠 く例は11点 (28%)あ り、 8点が中形・小形の石斧である。

法量は各類別ごとに平均値を第650表にまとめた。
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第52図 磨製石斧出土分布

α幼 石錐 (図版 229、 第53～ 55図、第651表、PL189)

穿孔作業を想定できる資料で総数 7′点。堆積岩を主体とし黒曜石 3′点・チャー ト1′点・頁岩 1′点・安山

岩 2点である。素材となる争J片 には安山岩や頁岩 (粘板岩)の大形材、黒曜石・チャー トの小形材があり、

加工を行わない例 (第 1種)と 彙J離加工を施す例 (第 2種)に 区別できる。ただし大形材は 1種のみ確認

できた。

l種一素材の端部をそのまま使用する例 4点

(No46～ 48)。

2種―素材の側辺部に、長軸の1/2以上にわたり押圧景J

離を施す例 3′点 (No43～ 45)。 器体幅に対する

刃部幅が 1/2以上あり、刃部の区別が不明瞭なA

類 (No43044)と それが1/2未満で区別が明瞭な

B類 (N045)がある。

刃部の作 り出しは、表裏両面からの作出が基本で 3点

ある。機能部断面形は円形 a(4点 No43～ 45)と 三角

形 b(3点 No46～ 48)の 2つがあり、 bは大形材 との

結び付 きが強い。ただしaは bの使用経過上の形態と判

断でき、厳密にはbの範疇である。

機能面に関しては、実体顕微鏡 (～ ×120)・ 金属顕微

▲
▲
０
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第53図
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鏡 (× 200)を 使用 し、全資料を観察 した。 7点中 6点 に使用痕跡が確認できた。作図中矢印が痕跡の範

囲に相当し、写真は×200× 50で撮影 した (PL226-4)。 使用痕に関する詳細は第 5分冊第 4章第 7節9)

に記した。

法量全体値は大形材を頁岩系・安山岩系の 2つに区別 し、平均値を第651表に示 した。

欠損状況は明瞭でなく、全て完形と判断した。

第651表 石錐属性
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OЭ 祗石 (図版257～ 260、 第56057図、第652表、PL213～ 216)

研 ぐ作業を想定できる資料で、総数108点 を収集。堆積岩を主体 とし、砂岩62点・頁岩35点 ・凝灰岩 4

点・安山岩 7′点である。研磨作業は荒研 ぎから仕上げまでの工程差があり、砥石の粒度・鉱物組成差によ

り選択されている。ここでは砂岩系と頁岩・凝灰岩系に 2大別 して考える。製作法には河原石をそのまま

用いる I種 と争J片彙J離作業を経て整形するⅡ種があり、以下形状 と大きさの視′点から類別する。

≪形状≫

I種―河原石 をそのまま用いる例には 3種類あ り、扁平な河原石 を使用する 1類21点 (No32～ 340

36)・ 棒状あるいは不整形な礫を使用する2類 3′点 (No37038)・ 厚みのある河原石や礫を使用する

3類 13点 (No39～ 41)に 区別できる。

H種―整形加工を伴 う例には扁平 (断面形状が長方形に近い)と 肉厚 (断面形状が正方形に近い)の 2

種 類 が あ り、幅 厚 比 で0.7以 上 の 肉厚 例 a類28点

(No15～ 21025～ 31)と 0.7未満の扁平例 b類25点 (No

509～ 14022～ 24・ 35)に 区別できる。

≪大きさ≫

大形一長さが13.Ocm以上、重さが300gを 越える例 9点。置祗

石が主体。

中形一長 さが9。 Ocm以 上13.Ocm未 満の例13点。これ らは9.Ocm

～11.Ocmの 一群 4′点 (手持ち砥石が主)と 11。 Ocm～ 13.0

cmの一群 9′点 (手持ちないしは置砥石)に 区別が可能で

ある。

小形―長さが9.Ocm未満の例 8点。手持ち石覇 。

以上のほか、欠損により形状が不明な例77点がある。

機能的側面からの類別は、機能部を構成する砥面の状況から行
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う。砥面数では 2面以上を数える複数例が主体であり、表裏 2面 を使用する例70点・側面を使用する例76

点である。祗面は使用により形状変化を伴い、平坦状を呈する例 (ア 類10%)、 凹面状を呈する例 (イ 類

5.6%)がある。また溝を構成する資料が42%あ り、多面体状を呈する例は 1′点 (0.9%)で ある。観察は

ルーペ (× 5)と 実体顕微鏡 (× 20)を 使用 し、主に摩耗痕の範囲と粒度を記録 した (PL233-4～ 6)。

作図中平面の矢印は運動方向を表現し、☆は頁岩・凝灰岩系を、★は砂岩系を表示している。

第652表 砥石属性
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00 軽石製品 (図版263、 第58059図、第653表、PL217)

浮岩 (軽石)は 603点 の出土がある。この内、研磨痕跡や穿孔など、明らかに使用ないしは加工の痕跡

の認められる資料75′点に対して類別を与える。形状と大きさの視′点からの類別は磨石類に準じる。

≪形状≫

形状は84%の資料が長幅比 1:1～ 3:2の I類に相当しているため、特に類別を与えない。ただし細別

として扁平率を換算し、幅厚比0.55未満を1類 18点、0。 55以上を2類 51点 とする。 2類はさらに0.70以上
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をA類に、それ以下をB類 とする。

≪大きさ≫

a類―長さが7.Ocmを 越える例 (la類 2点、2a類12点 )。

b類―長さ6。 Ocm以上7。 Ocm未満の例 (lb類 1点、2b類 5点 )。

C類一長さ4。 Ocm以上6.Ocm未満の例 (lc類 7′点、2c類 17′点)。

d類―長さ410cm未満の例 (ld類 8点、2d類 17点 )。

以上のほか、欠損により形態不明の資料 6点がある。

機能的視′点からの類別は、使用痕跡の状態・加工の形状に基づいて行 う。

ア類―外面の一部に何 らかの使用痕跡が認められる例65点。溝状あるいはキズ様の痕跡ある例が 8′点、

面状あるいはケズリ様の痕跡  第653表 軽石製品属性

ある例が13点、磨面のある例

が44点 である。

イ類す穿孔の痕跡が認められる例 4

点 (図版263Nol1012)。

キズ様の痕跡は平均で3:4× 0.46m、

ケズリ様の痕跡は5。 0× 3.2cm、 磨面は

3.5× 2.6cmである。それぞれの痕跡を

持つ資料の法量平均は、キズ様5.8×

5。 8× 4.lcm、 52.lg、 ヶ ズ リ様6.8×

5。 9× 4.4cm、 66.7g、 穿孔のある 2類

7。 2× 6.1× 4.7cm、 76.lgでぁる。

各類別ごとに法量平均は第653表に

示す。
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CD 加工痕跡 を留め る石暦

争j片象J離 を伴 う道具製作に関し、遺跡内にて行われたであろう生産行為の結果を表現し得る資料を一括

する。この場合打製石斧等の大形品を製作する際に出現する個体群 と石鏃等小形品を製作する際の個体群

が予想できるが、大形例に関しては不明瞭で識別困難であった。小形例では石鏃製作に関連すると想定さ

れる資料が 9′点、対象器種が想定できない資料が10′点ある。

CO 石製円盤 (図版 236、 PL193-98099)

作業内容は不明だが、円盤状に整えられた石製の資料 4′点がある (図版236No980 99)。 砂岩 1′点・安山

岩 3点である。法量は平均値で4.7× 4.6× 1。 4cm、 38.4g。

l171 穴開石 (図版 263、 PL220-1～ 6)

作業内容は特定できないが、表面の一部に穴部を有することから、装飾品ないしは留め具などの用途を

予想できる資料。総数 6′点を収集。堆積岩を主体 とし、砂岩 2′点・ホルンフェルス 2′点・ハンレイ岩 1点・

安山岩 1′点である。穴部の形成過程には 2種あり、自然状態の例 I種 5点 (図版263No 1 0 2)と 加工に

よる例Ⅱ種 1点 (PL220-6)が ある。 I種では重量で100gを 越える例 2点 とそれ以下の例 3点 (No10

2)があり、前者は欠損により不明瞭ではあるが、穴部が貫通しない可能性もある。Ⅱ種は表裏面から工

具による回転穿孔が施され、側面は研磨仕上げとなる。穿孔途中の未完成品 Pの可能性がある。

CD 角礫様の石 (図版 263、 PL220-14～ 19)

四角柱状を呈する角礫様の石が 7′点ある (図版263No16018)。 材質は全て安山岩で、一部に礫面を残す

か、あるいは切断面 (破砕面)Pで構成される。法量は平均で5.7× 5.2× 4.3cm、 209。 8gでぁる。作業内

容を特定することはできないが、面の一部に摩耗部が認められることから、する・みが くなどの作業を想

定することも可能である。

09 珪化木 (PL220-708)

加工品ではないが、遺跡内に搬入された石の中に、植物化石である珪化木 2点がある。



第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

00 玉作 り関連資料 (第 60・ 61図、第654表、PL2210222)

勾玉・管玉などの玉類および他の石器類 とは材質を異にし、玉作 りに関連すると考えられる資料を一括

する。琥珀21%・ 珪化岩15%・ ガラス15%・ 碧玉14%が主なところで、材質は17種 にも及ぶ。玉製品の詳
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第 3章 出土遺物

細は第 4章第 5節で扱い、玉作り関連資料の性格と材質別内訳を第654表に示す。

関連資料には原石・石核に相当する資料が23′点 (9。 2%)、 余j片類が58′点 (24%)・ 砕片が20′点 (8.4%)
あり、いずれも玉類製作に関わる原材と考えられる。余j片類には両極争J離痕を留める余JttA類が 1点 と扁
平状の例39′点・核状の例18′点があり、原石の分割・素材争1片余J離段階の資料が大部分である。ただし酸化
鉄変質岩に 1′点のみ、角柱状に加工整形した段階の資料が確認できる (PL222-47)。 研磨過程を裏づける

資料は砥石も含め出土していない。また関連資料と同材の玉類は赤玉製管玉 4′点と酸化鉄変質岩 1′点が収
集されているのみである。

第654表 主作 り関連資料内訳
石材

器種

赤  玉 酸化鉄変質岩 碧  玉 珪 化 岩 玉 ズ イ フリント 真 珠 岩 凝 灰 岩 石  英 高温型石英 ヒス イ 合  計

数
個

重
＜

数
個

重 さ
(g)

数
個

重 さ
(g) 艦,冒 gF

数
個

重
＜

数
個

重
＜

数
個

重 さ
(g)

数
個

重
＜

数 1重 さ
(個 )|(g)

重
＜

数
個

数
個

重
＜

数
個

重
＜

原  石 224。 1 0 1 485.5
石 核 1,941.0 1 2,297.5

争JttA
0

1

景J 片 862.6 270。 2
1,684.0

砕  片 01     0 21  5.8 01     0 01     0

管 玉 11  4.9 01     0 01     0 01     o

合  計 331(196。 9) 3,011.3 16 i 403.1 13 1 275。 3 3i 85.5 31 17.9 8i 138。 7 1:  0。 1 li  20。 4 (4,604.3

)は、欠損品を含む

Iv

lC ・X 赤[■■
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類ぁ〈冥戸〉 ち

tttKヌ 5個

・ D
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第61図 原石・剥片類出土分布 (玉作関連 )

ID 搬入礫 (第655表、PL220-9～ 130 PL223)

上記以外に、遺跡内に搬入された河原石が10,739′点 (2,035kg)、 板状節理の発達 した岩片が471点 (27

kg)、 使用面の不明瞭な、あるいは欠損 した軽石が528点 (8 kg)あ る。詳細は第655表に示す。河原石の

中には付着物の認められる例があり、タール状 〔漆〕付着物が48′点 (PL220-9～ 13)・ 炭化物が 1点 0赤色

粉状付着物が 7′点ある。タール状付着物に関しては、フー リエ変換赤外分光分析装置および走査電子顕微

鏡による元素分析 を実施 した。結果は漆 と判明したが、詳細は第 4章第 7節 (4)に 記した。またSK8189の
埋土中から一括 して出土 した棒状の河原石14点がある。この内敲打痕を持つ例が 1′点 (PL223-7)と 磨

面を持つ例が 1点 (PL223-8)で 、ほかの12点には使用痕跡は確認できなかった。

401



第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

第655表 搬入礫内訳

石 凝灰岩争J片 軽  石 タール状 (漆 )付着 赤色付着 炭化物付着 合  計

数 (個 ) 重さ(g) 数 (個 ) 重さ(g) 数 (個 ) 重さ(g) 数 (個 ) 重さ(g) 数 (個 ) 重さ (g) 数 (個 ) 重さ(g) 数 (個 ) 重さ(g)

SB 2.341 1.034.286.0 13,870.0 1,603.0 974.0 2,656 1,050,733.0

SD 329,356.5 5,302.1 3,208.2 201.0 861.0 1,322 338,928.8

SK 409.586.5 55 3,972.6
419,084.4

SA/1 4,968 113,135.0
113,285.0

ST 3,030.0 194.0 3,233.0

SA

SX

SF 14.0
14.0

SL
186.5

3層上面 156 7,217.9 627.5 128.0 8,027.4

壁 9,608.0 45.0 9,712.0

検 出面 76,038.5 2,545.7 1,979。 2 212.0 80,775。 4

不 明 50,768.1
51,097.5

合計 10,683 2,033,284.0 26,733.9 6,406.0 861.0 395.0 11,738 2,075,19810

一　
　
一　
　
　
▲

２

■

２
●

３

●
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ち■H

1221 くぼみ石 0石臼・硯 (図版2600261、 第62図、PL216)

古代以降に属すと考えられる資料を一括する。第639表石器組成表中には計上していない。「 くぼみ石」

(図版260No42～ 44)が 8点あり、この内複数の孔部を有する「多孔石=転用品 P」 (図 版261No45)々 1ヾ

点ある。すべて多孔質の安山岩。 6割が欠損例で、法量上500g程度 1点 (No43)と 1000g以上 7点

(No42044045)の 資料に 2分できる。石臼 (No46047)は 5点あり、安山岩製ですべて欠損例である。ま

た硯の破片と考えられる頁岩を 3′点収集している。

● くぼみ石・ l

▲ 石自

■ 硯

第62図  くぼみ石・石臼・硯出土分布
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第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

第656表 原石・石核

版
号

図

番

法量 (最大値 ) 打 面 作 業 面 争J離痕

長さ 1幅
〈cm〉 |〈 cm〉

剥
片
の
形

剥
離
角

自
然
面

素 材 石 材 分 類

出土地区

備 考
長さ

くcm〉

幅

ｃｍ

厚さ
くcm〉

重さ
くg〉 数 状 態

整

数
調
撫

転
』鉦

ハ
有

移

1角 度
数 状 態

整

虹
小

調

有
転
燿征

〔
有

移

1角 度 番 号 1遺構名

225- 1
○ 核 黒曜石 原石 2-l i SD7052

○ 核 黒曜石 原石 2-2 i SD7080

○ 核 黒曜石 原石 SD6028

○ 核 黒曜石 原石 SB711
自然面 有 景J離面 有 横 ○ 核 黒曜石 11重 SB7378

195。 4 自然面 有 景J離面 有 縦 ○ 核 黒曜石 1オ重 2検
自然面 有 景J離面 有 縦 ○ 核 黒曜石 1種 2-2 SB7508

226- 8 自然面 有 景J離面 有 横 ○ 核 黒曜石 11重 SK7294
争J離面 有 争」離面 有 縦 ○ 核 黒曜石 1オ重 SD7006
争J離面 有 争J離面 有 横 核 黒曜石 1オ重 SB7627
争J離面 有 複 景J離面 有 複 縦 核 黒曜石 1オ重 SB7180
景J離面 有 景J離面 有 縦 争」片 黒曜石 2種 SB760`
自然面 有 余J離面 有 縦 ○ 景J片 黒曜石 2種 2-3 1 SB7231

5.7 自然面 有 争J離面 有 横 ○ 核 黒曜石 2種 2-1 1 ST702C

第657表 剥片 A類

版
号

図
番

法   量

(最大値 )

端部 (打面・加撃部 )

(上端)|(下 端 )

離 痕 跡

表 面 裏 面
石 材 分 類

出土地区

備 考護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ
有 無 形状 有 無 形状 形状 有製計ЪI 

形状 痕

数

離
―
‐

剥

無有 番 号 1遺 構 名

227- 1 ○ 線状 ○ 点状 剥離面 ○ 争J離面 黒曜石 V 2-2 SB7506
○ 点状 ○ 点状 争J離面 ○ 景J離面 ○ 黒曜石 SK7138

2.3 ○ 点状 ○ 点状 景J離面 ○ 複 景J離面 ○ 複 黒曜石 SB7576
○ 線状 ○ 線状 自然面 ○ 彙J離面 ○ 黒曜石 SB7078
○ 線状 ○ 線状 自然面 ○ 複 剥離面 ○ 黒曜石 SB7697
○ 線状 ○ 線状 自然面 ○ 争J離面 ○ 複 黒曜石 2-2 SB7499
○ 面状 ○ 線 状 剥離面 ○ 複 余J離面 ○ 複 頁岩 SB7420

252-54 ○ 面状 ○ 線状 争J離面 ○ 剥離面 ○ ホルンフェルス SD7119
○ 線状 | ○ 線状 自然面 ○ 剥離面 ○ 頁岩 3 i SB7246
○ 線状 | ○ 線状 争J離面 ○ 3 1争 J離面 ○ 頁岩 2-3 1 SK7343

第658表 剥片 B類

図版

番号

法量 (最大値 ) 打  面 作 業 面
剥
離

の
角
度

剥

片

の

形

然

　

面

石  材 分 類

出土地区

備 考
長 さ 幅

〈cm〉

厚 さ

くcm〉

重さ

くg〉 数 状 態 状 態
余J離痕

有無 1枚数

長さ

〈cm〉

幅

くcm〉 番 号 遺 構 名

227- 8 自然面 景J離面 ○ 縦 黒曜石 景JB 2-2 SB7613
3.2 自然面 争J離面 ○ 縦 頁岩 SD7110

自然面 まJ離面 ○ (2.3) 横 ○ 黒曜石 SD7110

自然面 景J離面 ○ (2.6) (2.2) 横 黒曜石 彙JB 2-2 SM7026

第659表 打製石鏃

版

号

図

番

法量 (最大値 機 装着痕跡

有無1付着物 醐‐勒‐
閻
蹴

欠  損

部位 1状況

素
材
剥
片

自
然
面

石  材 分類

出土地区

備 考
長 さ

くcm〉

幅

ｃｍ
腱
くｃｍ＞

重 さ 長 さ 幅

ｃｍ
鵬
Φ

挟り長

〈cm〉

挟り幅 茎 長 使
榊

跡

類

痕

種

用

――
』

再生 番号 1遺構名

228- 1 2.5
横 長 黒曜石 未 1 2 i SB7745

外 湾 縦 長 黒曜石 未 1 2 i SB742(

○ 1漆 外 湾 横 長 黒曜石 未 2 2-1 1 SB7372 顕鏡写
(1。 9) ○ 衝撃 有 凹 外 湾 DIイ 縦 長 黒曜石 2-2 1 SD7067

(0。 8) 有 凹 外 湾 Fiイ チャート 2-11  -
(0。 7) 有 凹 外 湾 FIロ 縦 長 黒曜石 2-2 1 SB7593

○ 漆 有 凹 外 湾 縦 長 黒曜石 2-2 SB7593
○ 漆 有 凹 直線 黒曜石 SB7451

(2.3) (0.8) ○ 摩 耗 有 1凹 直線 FIロ 横 長 黒曜石 1検
○ 漆 有 凹 外 湾 FIロ 黒曜石 SB7438

(0.6) ○ 衝 撃 ○ 漆 有 凹 直線 FIロ 黒曜石 2-2 SB7488
○ 漆 有 凹 外 湾 黒曜石 SB7246

○ 衝 撃 有 !凹 直線 DoF Iイ 縦 長 ○ 黒曜石 1検
○ 欠損 ○ 漆 有 凹 直線 黒曜石 SB7508

(2.1) (1.3) ○ 衝 撃 有 凹 内湾 縦 長 ○ 黒曜石 SB7572
(1.3) ○ 衝 撃 ○ 摩。漆 有 凹 直線 FIロ 黒曜石 2-3 SB7257

(0。 1) ○ 摩。漆 有 凹 直線 黒曜石

○ 衝 撃 ○ 摩。漆 有 平 直線 黒曜石 HA sBT4eel 顕鏡写
○ 漆 有 凹 直線 黒曜石 SB7464

○ 摩 耗 有 凹 直線 縦 長 黒曜石 SB7279 顕鏡写
○ 欠損 有 凹 直線 黒曜石 z-s i setzotl

(1.7) ○ 欠損 ○ 摩 耗 有 凹 外湾
|

D i.,r 横 長 黒曜石 SB7438
有 凹

| 酬 DIイ 縦 長 一
|

黒曜石 1オ食
(2.1) (0.7) ○ 欠損 有 凹

|

直線
|

一
|

黒曜石 2-2 sB7446l
(1.9) (0.6) ○ 摩・漆 有 凹

|

直線
|

C「 ハ
| 縦 長 可 黒曜石 sB77o2l

○ 衝 撃 ○ ○ 摩耗 有 凹
|

直線 |
C I 一 | 横長

|

黒曜石 sD7o52l
○ ○ 漆 有 凹

|
直線

|

DI―
| 二_| 黒曜石 1オ貪

(1.0) (0。 1) 有 凹
|

直線
|

DIハ
| 縦長 | 二 |

黒曜石 | sB7676l
(2.7) ○ 摩。漆 有 凹丁直線

|

D・ FIハ
| 可 可 黒曜石

|
sB7587l

-301 (2.6) ■ _| ○ 衝撃
|

有 凹
| 釧 FIハ

| 聾長
|

一
|

*,r- l' I sDTossl
0。 3 1 一

|

―
|

一

|一 | 二 」 咀

…

ヨ ―
|

粘板岩
|
HA sB7625l
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第 3章 出土遺物

第660表 磨製石鏃

第661表 石錐

第662表 打製石斧

第663表 磨石類 (磨石・凹石)

版

号

図

番

法量 (最大値 ) 機 装完

有無|

雪痕跡

付着物

囃

‐
彫

‐

齢
　
茎

側辺部

形態

欠

音Ь位

損

状況

素
材
剥
片

自
然
面

石  材 分 類

出土地区

備 考
長 さ 幅 厚 さ 重 さ 護

くｃｍ＞
幅

ｃｍ
雛
Φ

挟り長挟り幅 振
くｃｍ＞

側
郡

跡

類

痕

種
再生 番号 遺構名

228-32 有 平 外 湾 頁岩 HA SB7086

229-33 有 凸 外 湾 チャート 2-2 SB7593

有 凸 外 湾 横 長 安山岩 2-2 SB7594

(1.3) ○ 衝 撃 ○ 摩耗 無 凹 外。扶 横長 黒曜石 SB7040

無 凹 直線 黒曜石 4検

(1。 1)
直線 A ○ 玄武岩 SD7067

版

号

図

番

法量 (最大値 ) 機 獅
　
撫

罫痕跡

付着物

基部形態
側辺部

形態

欠
　
織

損
　
棚

素
材
剥
片

自

然

面

石  材 分 類

出土地区

儲
　
一

長さ

くcm〉

幅 厚 さ 重 さ

くg〉

長 さ 幅

くcm〉

先端角

く度〉

扶り長

くcm〉

扶り幅

〈cm〉

穴部

内径 1外径

使用痕跡

有無1種類
再生 茎 形 番 号 遺構名

229-38
横 長 ホルンフェルス 未 2 SD7068

頁岩 未 2 SB7071

2.5 凹 外 湾 頁岩 SB7320

(2.3)
凹 外 湾 C 頁岩 2-3 SD7039

(1.7) (1.4) 平 直線 安 山岩 IA SB7277

図版

番号

法量 (最大値 ) 打  面 機  能  部 断
面
形
態

使用痕 装
着
痕
跡

付

着

物

欠
　
維

損
　
糊

再
生
有
無

転
　
枷

用
　
糀

素
材
剥
片

自

然

面

石  材 分 類

出土地区

備 考
長さ

くcm〉

幅

くcm〉

厚 さ 重 さ
有無 形 状

刃付

平面1側面
数

長さ

くcm〉

幅

〈cm〉

厚 さ 円周

〈cm〉
有無

長 さ
頻度 番 号 遺構名

229-43 2.2 ○ 自然面 ○ ○ ○ ◎ ○ 黒曜石 2A SB7268 顕鏡写

○ 剥離面 ○ ○ ○ ◎ 縦 ○ チャート 2A 2-2 SB7431

○ 争J離面 ○ ○ ○ ◎ 横 ○ 黒曜石 SB7082

○ ◎ 横 ○ 黒曜石 SB7272

○ 自然面 ○ ○ 縦 ○ 頁岩 SB7082

○ 自然面 ○ ◎ 横 ○ 安山岩 2-2 1 SB7495

図版

番号

法量 (最大値 ) 刃 使 用 痕 跡 基
部
形
態

再
生
有
無

装
着
痕
跡

付

着

物

敲
打
痕
跡

欠
　
維

損

断面

自

然

面

石  材 素 材 分 類

出土地区

備 考

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ 重さ

くg〉 数
幅

ｍ＞

刃

くｃ

刃部角

〈度〉

形

平面

態

断面

長さ

くcm〉

幅

ｃｍ
崩
く度＞

頻度 番号 遺構名

230- 1 両 刃 ○ ○ 節 頁岩 剥 片 A SB7420

1 両 刃 ○ ○ ○ 頁岩 景J片 A SK8238

(9.4) (133.0)
頁岩 争」片 不 明 SB7525

115.0 両刃 ◎ ○ 節 頁岩 礫 A SD6023 顕鏡写

144.0 片 刃 ◎ ○ ○ 頁岩 争J片

両 刃 ○ ○ 頁岩 彙J片 SB7250

(8。 7) (129.0) 両 刃 ◎ 頁岩 景J片 不 明 SD7011

(6.5) (2.6) 両 刃 頁岩 剥 片 不 明

231- 9 485.0 両 刃 ◎ ○ ○ 輝石安山岩 景J片 SD7046

(7.2) 両 刃 6.5 ○ 頁岩 争J片 不 明 1オ失

(2.0) (154.0) 片刃 ○ 頁岩 象」片 不 明 1検

(132.0) 1 両 刃 ○ 輝石安山岩 景J片 不 明 SD5003

(11.ll (539.0) 両 刃 ○ 輝石安山岩 礫 不 明 2-3 SB7205

470.0 両刃 ◎ ○ 頁岩 争J片 3検 顕鏡写

232-15 1630.0 両 刃 (2.0) ○ 節 頁岩 彙」片 SD500

版

号

図

番

法量 (最大値 ) 部

　

位

機

石 材

(粒子 )

分 類

出土地区

備 考磨 。擦面部 敲部 (凹

敲 打
長さ

くcm〉

幅

〈cm〉

厚 さ 重 さ
有無 形状

長 さ 幅

〈cm〉
有無 形状

長 さ 幅

くcm〉

i+3
(cm)

番 号 遺構名

233- 1 380.0

表 ○ 上

安山岩 SD7007中

裏 下

12.2

表 ○ 上

安山岩 SB7198中

裏 下

841.0

表 ○ 上

安山岩 1オ失中

裏 ○ 下

245.0

表 ○ 上

安山岩 SD7031中

裏 ○ 下

250.0

表 ○ 上

安山岩 SD7080側

一裏

中

○ (5。 8) 下
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233- 6 7.5 173.0

表

一側

一裏

○ 上

安 山岩 SB7008 顕鏡写・分析中

下

300.0

表

一
側

一
裏

○ 上

安 山岩 SK7376中 ○

○ 下

195.0

表

一
側

○ 上

安山岩 SB7252中

裏 ○ 下

298.0

表

一
側

○ 上

安 山岩 SB7552 砥石状中

裏 下

190.0

表 ○ 8.5 上

安 山岩 SD7007 砥石状中

裏 下

378.0

表 上

安山岩 SK7235中 ○

裏 下

997.0

表 ○ 上

安 山岩 12a SK7517中

裏 ○ 下

675.0

表 上

安 山岩 2-3 SB7213中

裏 下 ○

622.0

表 ○ 8.2 上

安 山岩 SD7110中 ○

裏 ○ 下

表 ○ (7.8) 上 ○

安 山岩 SK7281中

裏 ○ (5.4) 下

249.0

表 上

安山岩 SK8289中

裏 ○ 下

395,0

表 ○ 5.3 上

花商閃緑岩 SB7009中

裏 ○ 5.6 下

表 ○ 上

安山岩 2-2 SB7524中

裏 ○ 下

223.0

表

一側

一裏

○ 上

安山岩

(多孔質)

SK8100 砥石状○ 中

下

7.7 338.0

表 ○ 上

石英閃緑岩中

裏 ○ 下

234-21 592.0

表 ○ 上

安山岩 SD7004中

裏 ○ 下 ○

335.0

表 ○ 上

安山岩 SD7052中

裏 ○ 下

365.0

表 ○ 上

安 山岩 2-2 SB7626中

裏 ○ 下

575.0

表 ○ 5。 7 上

安山岩 I12a SD7006中

裏 ○ 下

287.0

表 上 一
一
一
一
一

安 山岩 SM7022中

裏 ○ 下

156.0

表 ○ 5.5 上 一
一
一
一
一

安山岩 SD7110中

裏 ○ 下

105,0

表 ○ 上 一
一
一
一
一

安山岩 SK8372中

裏 ○ 下

108.0

表 ○ 上

安 山岩 SB7149中

裏 ○ 下

表 上 一
一
一
一
一

安山岩 SB7203中

裏 下
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図版

番号

法量 (最大値 )
部
　
　
位

機

石 材

(粒子 )

分 類

出土地区

考備
磨・擦面部 (凹敲 部

敲 打
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

有無 形 状
長 さ 幅

有無 形状
長 さ 幅

ｃｍ

深 さ

くcm〉
番 号 遺構名

234-30

表 ○ 上

砂 岩 3検中

裏 下

表 ○ 3.5 上

安 山岩 SA/17001中

裏 ○ 下

麦 ○ 上

安 山岩中

裏 ○ 下

表 ○ 上

安 山岩 SD7031 顕鏡写・分析中

裏 ○ 下

表 ○ 上

砂 岩 SD7031中

裏 ○ 下

表 ○ 上

砂 岩 2-2 SB7488中

裏 ○ 下

表 ○ 上

砂 岩 SB7202中

裏 下

表 ○ 上

安山岩 1検
顕鏡写 。分析

PL232-2

赤色付着物

中

裏 ○ 3.2 下

表 上

安 山岩 SD7031中

裏 ○ 下

表 ○ 上

安山岩中

裏 ○ 下

表

一側

○ 上

安山岩 SK7343中

裏 ○ 下

261.0

表 ○ 上

安 山岩 SB7154中

裏 下

表 ○ I 上

砂 岩 SB6015○ I 中

裏 下

282.0

表 上

一中 安 山岩 SD7012

裏 下

206.0

表 ○ 上

安 山岩 SB7324中

裏 ○ (5.1) 下

188.0

表 上

安 山岩 SM6002中

裏 ○ 下

224.0

表 ○ 上

一中 安山岩 SB7078

裏 下

200.0

表 ○ 上

安 山岩 SB7700中

裏 下

5。 7 105.0

表 ○ 上

安山岩 SB7041中

裏 下

108。 1

表 上

ンレイ岩中

裏 ○ 下

表 上

安 山岩 SK8441中

裏 ○ 下

103.0

表 上

安山岩 SD7052中

裏 ○ 下

表 ○ 上

扮 岩中

裏 下
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234-53

表

一側

一裏

○ 上

砂 岩 2-2 SB7601中

下

表

一
側

○ I 2.2 上

砂 岩 1オ食中

裏 下

表

一
側

○ 上

安 山岩 SD7007中

裏 ○ 下

235-56

表

一
側

○ 上

安山岩 SB7089○ 中 ○

裏 ○ 下

332.0

表

一
側

○ 上

安山岩 IIla SB7101中

裏 ○ 下

2.2 198.0

表 ○ 上

粉 岩 SD7087中

裏 ○ 下

260.0

表 ○ 上

安 山岩 SD6033中

裏 下

6.5 180.0

表 ○ 上

安 山岩 SD7006中

裏 下

440

表 ○ 上

安 山岩 I12a SB7115中

裏 下

7.7 745.0

表 ○ 上

安 山岩 SB7427中

裏 下

698.0

表 ○ 11.2 上

安 山岩 SK8189中

裏 下

表 ○ 上

ホルンフェルス SB7407中

裏 下

1980.0

表 ○ 上

ホルンフェルス 3検 台石様○ 中

裏 ○ 下

表 上

安 山岩 SK6410中

裏 ○ 下

72.3

表 ○ 上

安 山岩 SD7031中

裏 ○ 下

表 上

砂 岩 SB7460中

裏 下

457.0

表 ○ 上 ○

安 山岩 不整形 SB7751中

裏 下 ○

(540.0)

表 ○ 上

安 山岩 不整形 SB7542中

裏 ○ 5.5 下 ○

149.8

表 上 ○

紛 岩 不整形 SD6007 欠損後使用中

裏 ○ 下

236-72

表 上

砂 岩 2-3 SB7268中

裏 ○ 下

22.7

表 上

安山岩 SB7106中

裏 ○ 下

表 上

デイサイト SB7182中

裏 ○ 下

表 ○ 上

砂 岩 SB7002
顕鏡写 。分析
PL232-1

中

裏 ○ 下

表 ○ 上

砂岩 SK7207中

裏 ○ 下

407
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版

号

図

番

法量 (最大値 ) 部
　
　
位

機

石 材

(粒子 )

分  類

出土地区

考備
磨・擦面部 敲部 (匹 部 )

敲 打長 さ 幅

くcm〉

厚 さ

くcm〉

重さ

くg〉 有無 形状
長 さ

くcm〉

幅

(cm〉
有無 形状

長 さ 幅

〈cm〉

深 さ

くcm〉
番 号 遺構名

236-77

表 ○ 上

安 山岩 SB7418中

裏 ○ 下

表 上

デイサイト SM7017中

裏 ○ 下

表 上

砂 岩 SB7622中

裏 ○ 2.5 下

表 ○ 上

安 山岩 SB7246中

裏 ○ 下

表 ○ 上

安山岩 SD7031 顕鏡写・分析中

裏 ○ 下

2.6

表 ○ 上

安山岩 SD7052中

裏 ○ 下

表 上

安 山岩 SB7026中

裏 下

表 ○ 上

安 山岩 SB7001中

裏 ○ 下

表 ○ 上

一中 安 山岩 SB7488

裏 ○ 下

表 ○ 上

デイサイト SK6117中

裏 ○ 下

表 上

デイサイト 1検中

裏 下

表 上

安 山岩 SD7101中

裏 下

表 ○ 上

一中 砂 岩 SB7108

裏 下

表 上

安山岩 SB7052中

裏 ○ 下

表 ○ 上

デイサイト SD7106中

裏 下

表 上

安 山岩 SB7007中

裏 ○ 下

2.5

表 上

安 山岩 1オ貪中

裏 ○ 下

表 ○ 上

閃緑岩 SB7019中

裏 ○ 下

表 上

砂 岩 SB7250
顕鏡写

PL232-3中

裏 ○ 下

表 上

一中 安山岩 SB7250○

裏 ○ 下

表 ○ 上

デイサイト SB7004中

裏 ○ 下

表

一側

上

安山岩
製

盤

石

円
SK8226中

裏 下

-99

表 ○ (5.0) 上

砂 岩
製

盤

石

円
SB7750○ 中

裏 ○ (4。 9) (5。 1) 下
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237-100 284.0

表 ○ 上 ○

安山岩 SB7089
顕鏡写

PL232-4
中 ○

裏 ○ 下 ○

382.0

表 ○ ○ 上

安山岩 SK7445中 ○

裏 ○ 下 ○

250.0

表 ○ ○ 上

安山岩 SB7252中

裏 ○ 下

350.0

表 ○ ○ 上 ○

安山岩 SB7078中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

450.0

表 ○ ○ 上 ○

安 山岩 SD7084中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

261.0

表 ○ (9。 4) ○ 5.5 上 ○

安 山岩 SB7213中 ○

裏 ○ 下 ○

265.0

表 ○ ○ 上

安 山岩 SB7524中

裏 ○ ○ 下 ○

410.0

表 ○ ○ 上

安山岩 SB7228中 ○

裏 ○ ○ 下

表 ○ ○ 上 ○

安 山岩 SB7032中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

6.5

表 ○ 上

安山岩 SK7190中

裏 ○ 下 ○

558.0

表 ○ 上 ○

安 山岩 SB7025中 ○

裏 ○ 下 ○

655.0

表 ○ ○ 上

安 山岩 SD7046中

裏 ○ ○ 下 ○

1060.0

表 ○ ○ 上

砂 岩 SD7046
顕鏡写

PL232-6
中 ○

裏 ○ ○ 下

238-113 350.0

表 ○ ○ 上

安 山岩 SB7255○ 中 ○

裏 ○ (8.6) (6.8) ○ 下

430.0

表 ○ ○ 上 ○

安山岩 SD7047○ 中

裏 ○ ○ 下 ○

285.0

表 ○ (8.1) ○ 上

安 山岩 1検
顕鏡写

PL232-5
中 ○

裏 ○ ○ 下

438.0

表 ○ 上

安山岩 SD7041中

裏 ○ (5。 8) ○ 下

390.0

表 ○ (7.5) ○ 上

安 山岩 SD7016中

裏 ○ (5。 0) (4.0) ○ 下

100.0

表 ○ 上

安山岩 SB7119中

裏 ○ 下

532.0

表 ○ 上

砂 岩 不整形 2オ失 砥石兼用中

裏 ○ 下

752.0

表 ○ 上

安 山岩 台石様中 ○

裏 ○ 下 ○

285.0

表 ○ 上

砂 岩 不整形 SB7524 砥石兼用中

裏 ○ 下

122 2980.0

表 ○ 上

安 山岩 台石様 SK7320中

裏 ○ 下

409
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第664表 磨石類 (敲石 )

版

号

図

番

法量 (最大値 ) 部

　

位

機

石 材

(粒子 )

分 類

出土地区

考備
磨・擦面部 敲部

敲 打長 さ 幅

くcm〉

厚 さ 重 さ
有無 形状

長 さ 幅

〈cm〉
有無 形状

長 さ

くcm〉

幅

ｃｍ

J2I S1tr. c
(cm) 番 号 遺構名

239- 1 675.0

表 ○ 3.2 ○ 上 ○

輝石安 山岩 SB7137○ 中

裏 ○ ○ 下 ○

835.0

表 ○ 上 ○

安 山岩 SB7595中

裏 ○ 下 ○

表 ○ 上 ○

安山岩 SD7088 スス付着中

裏 ○ ○ 下 ○

5.5 709.0

表 ○ 上 ○

安 山岩 I12a SB7439中

裏 ○ 下 ○

743.0

表 ○ 上 ○

輝緑岩 SB7416中 ○

裏 ○ 下 ○

430.0

表 ○ 上 ○

砂 岩 SD7001中

裏 ○ ○ 下 ○

640.0

表 ○ ○ 上

輝石安山岩 1オ食中

裏 ○ ○ 下

5。 8

表 上

花商岩 SB7007中

裏 ○ 下 ○

423.0

表 上

花商閃緑岩 SB7416中

裏 ○ 下 ○

3.2 308.0

表 上

花商閃緑岩 2-2 SB7485中

裏 ○ 下 ○

180.4

表 上 ○

流紋岩 I12a SB7525中 ○

裏 ○ 下 ○

246.8

表 上

砂 岩 1オ失中

裏 ○ 下 ○

表 上

ホルンフェルス SB7089 タール付着中

裏 ○ 下 ○

表 上

ホルンフェルス 1オ食中

裏 ○ 5 下 ○

660.0

表 上

花闘閃緑岩 SB7372
顕鏡写

PL233-2
中

裏 ○ 下 ○

240-16 104.2

表 上

砂 岩中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

表 上

砂 岩中

裏 ○ 下 ○

150.7

表 ○ 上 ○

SB7133中

裏 ○ 下 ○

203.7

表 上

輝石安山岩 2-2 SB7514中

裏 ○ 下 ○

6.2 370.0

表 ○ ○ 上 ○

輝石安 山岩 SB7040中

裏 ○ 下 ○

578.0

表 ○ 2.3 上 ○

砂 岩 SB7255 SK8413と 接合中 ○

裏 ○ ○ 下 ○
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240-22 6.6 (297.3)

表 上 ○

砂 岩 不 明 2‐2 SK8413 SB7255と 接合中

裏 ○ (9.7) ○ 下

(555.0)

表 ○ 上 ○

輝石安山岩 不 明 1検中 ○

裏 ○ 下 ○

444.0

表 ○ 上 ○

砂 岩 SD7006中 ○

裏 ○ 下 ○

5.2

表 ○ 上 ○

砂 岩 SD7002中 ○

裏 ○ 下 ○

518.0

表 上 ○

花間閃緑岩 SB7115中

裏 ○ 下 ○

5。 7 1050.0

表 ○ 上

輝石安 山岩 5検
顕鏡写

PL233-1
中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

7.7 606.0

表 ○ 上 ○

安山岩 I12a SD7030中 ○

裏 ○ 下 ○

195.0

表 ○ 上 ○

砂 岩 SD6007 スス付着中 ○

裏 ○ 下 ○

表 ○ ○ 上 ○

砂 岩 ンヽマー1 SD7110中

裏 ○ 下 ○

493.0

表 上 ○

安 山岩 ハンマー1 2-3 SB7258
顕鏡写

PL232-7
中 ○

裏 ○ 2c。 2b 下 ○

433.0

表 ○ (5。 2) 上 ○

安 山岩 SB6014 赤色の付着物中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

427.0

表 上 ○

安山岩 t\r?-7 SB7718中 ○

裏 ○ 下 ○

241-34 575.0

表 ○ ○ 上 ○

輝石安 山岩 SB7105中

裏 ○ ○ 下 ○

表 ○ ○ 上 ○

輝石安 山岩 SD7001中

裏 ○ ○ 下 ○

5。 2 697.0

表 ○ ○ 上 ○

輝石安 山岩 2-3 SB7222中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

790.0

表 ○ 上 ○

輝石安山岩 SD7061中 ○

裏 ○ 下 ○

1390.0

表 ○ ○ 上 ○

輝石安 山岩 SD7040中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

988.0

表 ○ ○ 上 ○

輝石安 山岩 SK8092中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

1690.0

表 ○ ○ 上 ○

輝石安 山岩 SB7025
顕鏡写

PL233-3
中 ○

裏 ○ ○ 下 ○

表 ○ 上 ○

ンレイ岩 SB7354○ 中 ○

裏 ○ ○ 2.5 下 ○

(21.9) (1290.0)

表 ○ ○ 上

砂 岩 I12a SK7333中

裏 下
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第665表 台石・石皿

図
版
番
号

法  量 (最大値 )
部
　
　
位

機 能 部 の 様 態 欠
損
部
位

転

　

　

用

付

着

物

整 形

(素材 )

石 材

(粒子 )

分
　
　
類

出土地区

備 考
磨 ・ 擦面 敲部 (凹 部 )

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ さ

ｇ＞

重
像

数 形

状

形
成 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

深さ
くcm〉

形
状 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

方
向

数 形
状 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
孵
くｃｍ＞

単位 番 号 遺構名

242-1 (22.7) (4.0)
表 崚

欠 安 山岩 lA SB6028
裏 (12.5)

表
安山岩 SB761

裏

表 1

安山岩 lA SB702
裏

表 1

安 山岩 lA SB735〔
裏

32.3
表

安 山岩 lA SB603
裏

35。 5 32.2
表 1

安山岩 lA 2-2 SB749〔

裏

表
安山岩 2A SB604〔

裏

(38.8) (34.8) 6.2
表 崚

欠 安山岩 lA SB603[
裏 (33.0)

第666表 刀器

図
版
番
号

法  量 (最大値 ) 刃 背 (棟 )部 欠
損
部
位

自

然

面

石
　

　

材

分
　
　
類

出土地区 備

　

　

考

長
さ

ｃｍ

幅

　

ｃｍ

厚
さ

ｃｍ

重
さ
ｇ

数 刃
長

ｃｍ

刃
幅

ｃｍ

加
　
工

刃
主
角

角
平
均

平面形

湾 1形状

断
面
形

使
有
無

痕
種
類

再

　
生

装
有
無

痕
付
着

加
　
工

番

　

号

遺
構
名

245-1 1 研 磨 外 両 頁岩 SB7077

1 研 磨 外 両 ○ ロ ウ 頁岩 SB7106 顕鏡写

1 研 磨 外 両 ○ 光 ○ 頁岩 SB7272 顕鏡写

1 研 磨 外 片 ○ 光 ○ 頁岩 2-2 SB7499 顕鏡写

1 研 磨 外 両 ○ 摩・線 ○ 砂 岩 SD7052 顕鏡写

1 研 磨 直 両 ○ 光 頁岩 SD6007 顕鏡写

1 直 片 ◎ 頁岩 SB7485 顕鏡写

1 直 片 ○ 光 ○ 頁岩 SB7208

(5。 5) (13.2) 1 直 片 ○ 光 頁岩 SD5003

(7.0) (33.0) 外 片 ○ 光 頁岩 SD7080

直 片 ◎ ○ 頁岩 2-3

外 片 ○ 頁岩 2-2 SB7499

100.0 外 片 ○ 光 ○ 頁岩 SD7080

246-14 直 片 ○ 光 ○ 頁岩 SD7051

(129.0) 外 片 ○ 光 ○ 頁岩

102.0 直 片 ○ ○ 頁岩 SB7765

103.0 直 片 ◎ 光 ○ 砂 岩 SD7046 顕鏡写

7.7 112.0 直 片 ○ 珪長岩 3オ失 顕鏡写

102.0 直 片 ◎ 光 ○ ○ デイサイト SK6058 顕鏡写

外 片 ○ 光 ○ 頁岩 SB7086

205.0 研 磨 外 片 ○ ロ ウ 輝石安 山岩 SD7047 顕鏡写

247-22 直 片 ◎ SD7110 顕鏡写

130.0 直 片 ◎ 輝石安 山岩 SK6051 接 合

(5。 3) (4.9) 外 片 ロ ウ ○ 頁岩 SD7080 顕鏡写・分析

直 片 ◎ ロ ウ 安 山岩 顕鏡写

直 片 ロ ウ 安 山岩 SK6051 接合・顕鏡写

(7.3) 内 片 ◎ ロ ウ ○ 頁岩 SB7493

359.0 直・外 片 ◎ ロ ウ 輝石安 山岩 SB7268 顕鏡写

248-29 直 片 光 頁岩 SD7110 顕鏡写

13.7 140.0 直 両 ロ ウ 2-2 SB7546

173.0 直 両 光 頁岩 SB7746 顕鏡写

直 両 光 安山岩 SD7083

内 片 光 頁岩 顕鏡写

(6.3) (90.0) (4.8) 内 両 ○ 頁岩 SK7824

(154.0) (5.5) 内 両 ○ 頁岩

(5.3) 内 片 ◎ 光 ○
Ｗ
々 SD7016

(84.0) 直 両 ○ 摩 耗 ○
い
々 ○ 頁岩 SB7272

(83.0) (6.4) 直 片 ◎ 光 ○
輌
々 頁岩 2-2 SB7639 顕鏡写

(506.0) (10。 41 内 片 ○ ロ ウ ○ ○
デイサイ ト賀 SD7048

250-40 (178.0) (11.ll 外 片 ◎ 光 ○ 頁岩 SB7399 先端キ リ兼

(601.0) (19.61 外 片 ◎ ロ ウ ○ ○ デイサイト SD7016

251-42 723.0 外 片 ○ ロ ウ ○ 頁岩

250-43 直 片 ○ ○ 頁岩 2-2 SB7427 打斧欠後

直 片 ○ ○ 頁岩

122.0 ○ 直 片 光 ○ 珪質頁岩 SB7442

1 ○ 直 片 ○ 光 ○ デイサイト 2-3 SB7230

252-47 (7.7) (29。 4) (5.2) ○ 外 片 ○ 光 ○
恥
々 頁岩

直 片 ○ 頁岩 SK8864

○ 直 両 ◎ ロ ウ ○ ○ 頁岩 SD7011 顕鏡写
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図
版
番
号

法  量 (最大値 ) 部刃 背 (棟 )部 欠
損
部
位

自

然

面

石
　

　

材

分
　
　
類

出土地 区 備
　
　
考

長
さ

ｃｍ

幅 厚
さ

ｃｍ

重
さ
ｇ

数 刃
長

ｃｍ

刃
幅

ｃｍ

加
　
工

型1皐

角 1均

平面形

湾 1形状

断
面
形

使
有
無

痕
種
類

再

　

生

痕
付
着

希

―

装
有
無

加

　

工

番
　

号

遺
構
名

252-50 57.0 ○ 直 両 ◎ 光 ○ 頁岩 SD6024 顕鏡写

115.0 外 片 ○ 光 ○ 頁岩 SD7110

○ 直 両 ○
Ｗ
々 頁岩 1オ食

140.0 直 片 ロ ウ 輝石安 山岩 1オ父

第667表 刃器素材

ＰＬ
番

号

法  量 (最大値 ) 自
然
面撫

石
　

　

材

形

状

分

類

素  材 出土地区

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
験
くｃｍ＞

重 さ

くg〉
番 号 遺構名

208-1 430.0 ○ 安山岩 余J片 1 表皮 SB7048

185.0 ○ 安 山岩 争J片 1 表 皮 SB7517

250.0 ○ 安山岩 景J片 2 SB7723

600.0 ○ 安山岩 余」片 1 表皮 SB7613

530.0 安 山岩 争J片 2 板 状 SK8864

22.3 1160.0 ○ 安山岩 景J片 1 表皮 SK8235

865.0 ○ 安山岩 剥片 1 板 状 SK8144

第668表 磨製石包丁

図
版
番
号

法  量 (最大値 ) 刃 背 (棟 )音 6 欠
損
部
位

自

然

面

石
　

　

材

分
　
　
類

出土地区 備
　
　
考

長
さ

ｃｍ

幅

　

ｃｍ

厚
さ

ｃｍ

重
さ
ｇ

数 刃
長

ｃｍ

刃
幅

ｃｍ

加
　
工

刃
主
角

角
平
均

平面形

湾 1形状

断
面
形

使
有
無

痕
種
類

再
　
生

装
有
無

痕
付
着

加
　
工

番
　

号

遺
構
名

253-1 1 外 ○ ○ 頁岩 素 材 4検

外 ○ ○ 褐色頁岩 素 材 2-3 SB7216

100。 9 1 外 ○ ○ 頁岩 素 材 SB7272

1 15。 7 内 摩 耗 ○ 褐色頁岩 SB7276

35。 8) 1 直 ○ 光 ○ 砂 岩 SD7006 再 生

1 直 ◎ 光 Ｗ
々

○ 頁岩 顕鏡写。分析

35。 6) 外 ○ 光 ○ SB6014 再 生

36.1) 外 ◎ 光 2-3 SB7277 顕鏡写

第669表 磨製石斧
図
版
番
号

法  量 (最大値 ) 刃 使用痕跡 基
部
形
態

再
生
有
無

装
着
痕
跡

付

着

物

敲
打
痕
跡

欠 損

穫1薔

再
利
脚
種

自

然

面

石
　

　

材

素

　

材

用
　

　

法

分
　
　
類

出土地区 備
　
　
考

醸
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ 数 長

ｍ＞
刃
くｃ

幅

ｍ＞
刃
くｃ

刃部角
〈度〉

形

平

態

断
長 さ 幅

ｃｍ
珀
Φ

方

向
頻
度

番 号 遺構名

254-1 (683.0) ○ ○ 閃緑岩 伐採斧 SD7023 未製品

(735.0) ○ 1 ○ 閃緑岩 伐採斧 SD6002

650.0 1 一扁 両 ◎ 1 ○ ○ ,\>V 4E 伐採斧 SB7027

700.0 1 円 両 ○ ○ ○ 閃緑岩 伐採斧 SK8167 顕鏡写

(454.0) ○ 1 ンレイ岩 伐採斧 SB7627

1 一扁 両 ○ ○ ○ 石 杵 閃緑岩 伐採斧

1 石 杵 閃緑岩 伐採斧 SB7105 接 合

1 石 杵 閃緑岩 伐採斧 SB7021 接 合

(694.0) 直 両 ○ 変ハンレイ岩 伐採斧 SB6014 凹み有

(329.0) 円 両 ○ ○ タガネ 輝緑岩 伐採斧 1検

256-10 374.0 円 片 ◎ ○ 閃緑岩 加工斧 SK8167 顕鏡写

(2.5) (224.3) 円 片 (2.6) ◎ 有 ○ 閃緑岩 加工斧 SD7039

7.7 直 片 ◎ ○ 頁 岩 加工斧 I12c 3検

直 片 ◎ ○ 蛇紋岩 加工斧 SD6007 顕鏡写

直 片 頁岩 加工斧 SB7275

円 両 ○ 砂岩併田) 加工斧 1オ食

円 片 ◎
デイサイト質 加工斧 SB7268 顕鏡写

円 両 ○ 蛇紋岩 加工斧 I不明 SB7079

(260.1) ○ ○ 伐採斧 SD7050

(205。 0) 1 輝緑岩 伐採斧

(84.8) 円 両 ◎ 流紋岩 加工斧 SD7052 被 熱

円 両 ○ チャート 加工斧 2-2 SB7680

(30.3) 一扁 両 ○ 頁岩 加工斧 1オ失 未製品 P

第670表 砥石

図
版
番
号

(最大値 )

法 祗
　
面
　
数

面

(裏 )

砥

(表 )

欠

損

部

位

再
生
の
有
無

醐
の撫
(器種 )

石材

(粒子 )

分

　

　

　

類

出土地区

備  考

鵬
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
熙
くｃｍ＞

姜
⑪

構
成

方

向 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

構
成

方

向 姜
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

構

成

方

向 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

番 号 遺構名

257-1 (575) 頁岩 素 材 SB7256 接合

(25.5) (1720) 頁岩 素 材 SB7654 接 合

頁岩 素 材 SB7178

面 縦 面 縦 頁岩 素 材 SB7147

2.2 面 面 縦 頁岩 素 材 SD7080

面 縦 面 縦 面 縦 片岩 SB7283

面 縦 面 縦 面 縦 頁岩 素 材 SB7101

面 縦 面 縦 頁岩 素 材 2検

面 縦 面 縦・斜 頁岩 素 材 SD7066
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図
版
番
号

(最大値 )

法 砥
　
面
　
数

面

(裏 )

祗

(表 )

欠

損

部

位

再
生

の
有
無

朝
の撫
　
樋

石材

(粒子 )

分

類

出土地区

備  考

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ 襲
⑪

構

成

方

向 護
くｃｍ＞

幅 構
成

方

向 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

構
成

方

向 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

番 号 遺構名

258-9 (9。 5) (165) 面 縦 面 縦 面 縦・斜 (2.0) 頁岩 1検

(7.6) 面 横 (3.8) 面 斜 面 斜 (1.7) 頁岩 SK7036

(4.2) 面 斜 (3.8) 面 縦 面 縦 頁岩 SB7038

(6.7) 面 縦 (5。 9) 面 縦 面 横 凝灰質砂岩 SB7033 顕鏡写 。有孔

(3.2) (2.5) 面 縦 ・ イざ| 面 縦 面 縦 (0.6) 頁岩 SB7254 有 孔

(3.4) (1.6) 面 縦 (3.3) 面 縦 (1.9) 面 斜 (0。 8) 凝灰岩 SB7113 顕鏡写 。有孔

(704) 面 縦 面 縦 面 縦 (5.0) 凝灰質砂岩 2-2 SB7526

面 縦 面 縦 面 縦 12.7 頁岩

面 縦 面 斜 面 縦。斜 凝灰質砂岩 SB7260

多 面 横 面 縦 面 縦 凝灰質砂岩 SD7023

面 縦 面 縦・横 面 縦 凝灰質砂岩 SK7205

(13.0) (418) 多 面 縦 面 縦 (7.0) 面 縦・斜 凝灰質砂岩 SB7610

(3.4) 多 面 縦 (1.6) 面 縦 (5.5) (2.0) 面 縦 (1.4) 凝灰岩 1検

面 縦 面 縦 頁岩 1検

259-23 (136) 面 縦 面 縦 面 縦 砂岩 (糸田 1検

2.5 面 縦 (4.0) 面 縦 面 縦 砂岩 (中 SB7263

(237) 面 縦 (7.5) (4。 3) 面 斜 面 縦 (4.5) 砂岩併田 SD7092

(254) 面 縦 (7.3) 面 縦・斜 面 縦 (6.4) 砂岩 (糸田 SB7111

(489) 面 縦 面 縦・斜 (7.7) 面 縦 砂岩 (中

2270 面 縦 面 縦 面 縦 砂岩 (細 SD7052

(470) 面 縦 (7.0) 面 (6。 3) 面 横 (5。 1) 砂岩 (微 SB7372

(361) 面 縦 面 縦 (8.0) (2.5) 面 縦 (6.7) (2.7) 砂岩 (粗 ) SB7521

(224) 面 縦 面 縦 面 縦 砂岩 (中 ) 2-2 SB7706

(3.4) 面 斜 (4.0) (4.0) 面 縦 (3.8) 砂岩 (中 ) SD7014

6.5 面 縦 面 縦 砂岩 (中 ) SB7213

面 面 面 縦 砂岩併田) 11 SB7651

-35 面 縦 (3.0) 面 横 (3.7) 面 縦 片岩 SD7010

面 縦 (4.2) (3.1) 面 縦 (4.5) 縦 砂岩 (細 ) SB7506 顕鏡写

5.6 複 面 横 砂岩 (細 ) SB7177

2.5 複 面 縦 面 横 面 横 砂岩 (中 ) SB7268

260-39 (13.2) (1300) 面 複 面 複 面 横 砂岩 (粗 ) SB7416

(11.8) (992) 面 縦 面 縦 凝灰質砂岩 SB7133

面 縦 面 縦 面 縦 安山岩 (多 ) SB7255

第671表  くぼみ石

図
版
番
号

法  量 (最大値 )
部
　
　
位

機
石材

(粒子 )

分
　
　
類

出土地区

備  考
磨・擦面部 敲部 (凹 部 )

支
丁鵬

くｃｍ＞
幅

ｃｍ

厚 さ
くcm〉

重 さ 数 形

状
長 さ 幅

ｃｍ

方

向
形
成

数 形

状
長 さ 幅

ｃｍ

深 さ 単位 番 号 遺構名

260-42 2330

表

一側

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

1 7.8 7.8 4.7 上
一中 安山岩 SK8100

裏 下

表

一側
一裏

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

5。 6 5.6 2.5 上

一中

一下

一
一
一
一
一

安 山岩 2オ犬

表

一側
一裏

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

１

一

一

一

一

１０

。
一

一

一

一

9.0 4.7 上
一中

一下

一
一
一
一
一

安 山岩 SB7215 接合

261-45 (30.6) (4200)

表

一側

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一

二

多
Ｉ

(3.3) (3.3) (1.8) 上

一中

一
一
一 安 山岩 SM7019

裏 多 (3.3) (1.8) 下

第672表 石臼

図
版
番
号

法 量 (最大値 )
部

　

位

態様機 欠

損

部

転

　

　

用

付

着

物

整 形

(素材 )

石 材

(粒子 )

分
　

　

類

出土地 区

備 考
皿 磨・擦面 敲部 (凹 部 )

護
くｃｍ＞

幅 厚 さ
〈ёm〉 姜

〇
数 形

状

形
成 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
孵
くｃｍ＞

形

状 護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

方

向
数 形

状
長 さ 幅

ｃｍ

深 さ 靴
くｃｍ＞

番号 遺構名

261-46 (1490)
表

一裏

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

4/5
欠 安山岩 SK7012

(1950)

表

一裏

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

妨
欠 安 山岩 SK7134

第673表 軽石製品

ＰＬ
番

号

法 量 (最大値 )
面

(裏 )(表 )

祗 祗

面

数

欠
損
状
況

石 材

分
　
　
類

出土地区
備 考

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ
くcm〉

重さ
くg〉

構
成 護

くｃｍ＞
幅

ｃｍ

構
成 護

くｃｍ＞
幅

ｃｍ

構
成

長さ
くcm〉

幅

ｃｍ

番号 遺構名

220-1 キズ キ ズ 軽石 SB6002

キズ キ ズ 軽石 1 SB7256

キズ 軽石 SD5003

ケズリ 軽石 SK8857

キズ 軽石 1 2-2 1オ失



第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

220-6 7。 7 ケズリ 軽石 SB7190

5.8 ケズリ 軽石 SB7124

5。 5 7.3 ケズリ 5。 5 磨 面 2.7 軽石 SB7354

7.7 ケズリ 磨 面 軽石

194.1 ケズリ 磨 面 軽石 1 不 明

磨 面 穴 軽 石
SD7023

SD7052の境 櫛脚
穴 軽石 SB7155 繊脚7.7 キズ 穴 軽石 SB7255 穴未貫

磨 面 磨 面 磨 面 軽石 SB7230

軽石 SB7036

磨 面 磨 面 軽石 1検

磨 面 磨 面 軽石 1 2検

2.7 磨 面 1 軽石 1 SK6355

17.3 磨 面 磨 面 軽石 1

磨 面 磨 面 軽石 2-3 SB7272

磨 面 磨 面 軽石 SK6097

323.0 磨 面 軽石 SD7016

第674表  みが き石

ＰＬ

番

号

法  量 (最大値 ) 石材

(粒子 )

分
　
　
類

出土地区

備  考

姜
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ
くcm〉

重さ
〈g〉

番号 遺構名

218-1 57.1 細粒砂岩

頁岩 SB7021 顕鏡写
図版262

チャート SB7027

チャート 図版262

頁岩 SB7161 顕鏡写
図版262

52.1 頁岩 12c SD7046 図版262
赤色付着物

4.2 頁岩 SB7167 図版262

チャート SB7126
写
２６

鏡
版

顕
図

チャート SB7696

流紋岩 SK8476 顕鏡写
図版262

頁岩 SB7079

頁岩 I12c SA/17031

頁岩 SB7488 図版262
油付着物

頁岩 SB7655 図版262
砥石用

頁岩 SB7034 景J片素材

細粒砂岩 SB7065 図版262
石錘用

100.0 粘 板 岩 系
頁岩

SD7110 図版262

頁岩 SB7508

2.5 頁岩 SB7511

頁岩 SB7358

2.3 頁岩 SK7075 図版262

第675表 玉石

PL
番

号

法  量 (最大値 ) 石材

(粒子 )

分
　
　
類

出土地区

備  考

醸
くｃｍ＞

幅

ｃｍ
膝
くｃｍ＞

襲
⑪

番号 遺構名

219-1 砂 岩 排土中

チャート SB7162

チャート SB7142

チャート I le SB7209

チャート SD7007
顕鏡 写
図版 263
油脂 ?付着物

珪質頁岩 SB6024 図版263

チャート SB7180

チャート 2-3 SB7235

流紋岩 SB7008 顕鏡写
図版263

チャート SB7104



第 3章 出土遺物

PL
番

号

法  量 (最大値 ) 石材

(粒子 )

分
　
　
類

出土地区

備  考

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ
くcm〉

重さ
くg〉

番 号 遺構名

219-11 チャート SB7469

チャート SB7160

チャート

チャート

チャート SD7007

7.7 チャート 12e

クウォー
ツァイト SB7111

チャート SB7014 図版263

花同岩 SB7387

チャート SB7459 図版263

チャート SB7270 顕鏡写
図版263

チャート SB7063

219-23
石英はん SB7517

チャート SB7563

珪質砂岩 SB7094

チャート 2-3 SD7041

チキート 2-2 SB7459

真珠岩 SD7040

5.5 シル ト岩 SB7224

シル ト岩 SB7091

0.5 頁岩 SB7150 図版263

頁岩

チャート 2-2 SB7517 図版263

細粒砂岩 I12e 11☆

砂 岩 SB7078

チャート SB7154

チャート SB7566

第676表 穴開石

PL
番

号

法  量 (最大値 ) 穴  部 石
　

　

材

出土地区

備 考

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ
くcm〉

重 さ
くg〉 雑

くｃｍ＞
内径
くcm〉

番 号 遺構名

220-1 75.5 砂 岩 SB7674 図版263

ホルンフェルス SB7039 図版263

(2.6) (29。 0) ンヽレイ岩 SK7135

(135。 0) (4.7) 輝石安 山岩 不 明

239.0 未 貫 ホルンフェルス 2-2 SB7426

未 貫 砂 岩 2-2 SB7698 図版263

第677表 角礫

PL
番

号

法  量 (最大値 ) 石
　

　

材

出土地区

備 考

護
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ
くcm〉 襲

⑪
番 号 遺構名

220-14 189.7 安山岩 SB7415

5。 7 180。 3 安 山岩 SB7256

177.3 安山岩 SK7215 図版263

249.5 安山岩 SD7046

5。 7 220.5 安山岩 SD7052 図版263

340.0 安山岩 SK7214

第678表 珪化木

PL
番

号

法  量 (最大値 ) 石
　

　

材

出土地区

備 考
長 さ
くcm〉

幅

ｃｍ

厚 さ
くcm〉

襲
⑪

番 号 遺構名

220-7 珪化木 1検

珪化木 SD7028



第 4節 篠ノ井遺跡出土の石製品について

第679表  玉関係

ＰＬ

番

号

法   量 (最大値 )
石
　

　

材

出土地区

護
くｃｍ≫

幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ
番 号 遺構名

221-1 194.9 珪  化  岩 SD7110

156.0 珪  化  岩 SD7110

碧 玉 SB7162

23.1 碧 玉 2-2 SB7654

5 玉 ズ イ SK7147

140.0 玉 ズ イ SB7423

103.3 フ リ ン ト SD7039

フ リ ン ト 2-3 SD7039

玉 ズ イ 2検

5.6 珪  化  岩 SK8638

139.1 珪  化  岩 SB7277

72.8 珪  化  岩

珪  化  岩 SK7213

珪  化  岩 SB7086

珪  化  岩 SD7110

フ リ ン ト SD7080

3.3 珪  化  岩 1オブさ

2.2 珪  化  岩 SK7023

珪  化  岩 SB7105

玉 ズ イ SD7039

珪  化  岩

玉  ズ イ 1オ犬

フ リ ン ト SK8372

フ リ ン ト 2検

2.2 12.3 フ リ ン ト SB6024

玉 ズ イ SB7195

玉 ズ イ 2オ貪

玉 ズ イ SB7199

玉 ズ イ SD7052

フ リ ン ト SD6007

玉 ズ イ 2-2 SB7519

221-32 フ リ ン ト 2-2  SK7665

フ リ ン ト 3   SB7006

玉 ズ イ 3   SB7214

碧 玉 2-2   SB7599

碧 玉 3   SB7239

碧 玉 2-3   SB7203

碧 玉 2-2   SB7441

碧 玉 3   SB7275

碧 玉 1オ食

碧 玉 3   SB7104

222-42 酸化鉄変質岩 1-4  SB6026

酸化鉄変質岩 3   SB7022

47.2 酸化鉄変質岩 2-3   SB7250

7.7 186.4 酸化鉄変質岩 1 3  SB6016

赤 玉 1-4   SB6025

赤 玉 2-2   SB7353

酸化鉄変質岩 2-l   SB7494

赤 玉 3   SD7007

55.6 石 英 3   SB7036

石 英 l  SB7165

石 英 3   SB7009

石 英 3   SD7006

5.5 石 英 2-l   SB7342

珪  化  岩 l  SD7110

珪  化  岩 2-l  SD7110

珪  化  岩 2-l  SD7110

珪  化  岩 l  SD7110

真  珠  岩 3    SM7007

真  珠  岩 2-2  SK8372

真  珠  岩 3   SK7020

255.0 珪  化  岩 2-3   SB7246

珪  化  岩 2-2  SB7735

玉  ズ イ 2   SB7716

フ リ ン ト 2  SB7716

1530.0 珪  化  岩 2-2   SB7578

第680表 付着物のある石 (SK8226)
ＰＬ

番

号

法   量 (最大値 ) 石
　

　

材

出土地区

備 考

熊
くｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ 姜
①

番号 遺構名

220-9 112.0 花  商  岩 SK8226

5。 7 103.0 砂 ］石

砂 ］石

安  山  岩

3.2 砂 ］石

第681表  SK8189出土の河原石

PL
番

号

法   量 (最大値 ) 石
　

　

材

出土地区 備
　
　
考

長 さ 幅

ｃｍ

厚 さ 重 さ
くg〉 番 号 遺構名

223-1 礫 中石 SK8189 NQl

972.0 安  山  岩 〃     NQ 2

620.0 花  商  岩 〃    NQ 3

970.0 閃  緑  岩 〃    NQ 4

1060.0 安  山  岩 〃    NQ 5

礫 山石 〃   NQ 7

7 735.0 花  商  岩 〃    NQ 8 兼 敲石

15。 5 698.0 安  山 岩 兼 磨石

370.0 閃  緑  岩 NQll接 合

300,0 閃  緑  岩 NQ10接 合

1280.0 礫 山石

670.0 閃  緑  岩

2520.0 安  山  岩



働長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書 22

中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 16

―長野市内その4-

篠 ノ 井 遺 跡 群

遺 物

発 行

発行者

平 成 9年 3月 31日

日 本 道 路 公 団 名 古 屋 建 設 局

長 野 県 教 育 委 員 会

② 長 野 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

第 一 法 規 出 版 株 式 会 社匡口 届J




